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第一章










ため息




　六時限目の終わりのチャイムが教室に響き渡った。

　先生が出ていくと、生徒たちが騒ぎ始める。

「日ひ～菜な、今日の放課後、寄り道しない？」

　そう聞いてきたのは、私、藤ふじ田た日菜の親友である城しろ崎さき 愛あいちゃん。

　高校生の私たちが通っているこの学校は中高一貫校で、愛ちゃんとは中学からの付き合い。ネコのようにきりっとした目で整った美人顔の彼女は、男子から人気がある。

「うん。行く行く」

　私はニッコリ笑って快諾し、たった今使っていた教科書を通学カバンにしまう。

「よかった！」

　愛ちゃんは私の返事に満足して、担任の先生が来る前に、長い黒髪を左右に揺らしながら少し離れた席に座った。




「日菜」

　教室を出て愛ちゃんと廊下を歩いていると、後ろから名前を呼ばれた。

　振り返ると、大きなエナメルバッグを肩に斜めがけしている郁いく斗とが立っていた。

　私を名前で呼んだこの彼は、幼おさな馴な染じみの朝あさ倉くら郁斗。彼は健康的に日焼けをしているサッカーが大好きな高校三年生で、まだ本格的な夏が訪れる前だというのに、最近ますます黒くなったみたい。身長は平均的な男子よりも高く、スッと流れる眉の下に切れ長の目を備えるイケメン。

「どうしたの？　郁斗」

「明日、兄貴がアメリカの家を引きはらって、戻ってくるんだ」

　うれしそうな笑顔の郁斗とは対照的に、私は突然のことで一瞬言葉を失った。

「……千ち波なみくんが、戻って……くるって……？」

　アメリカの大学に留学中の千波くんは毎年、長い休みになると日本に一時帰国はするのだけれど……。なんとなく私は、千波くんがアメリカから完全に帰ってくることはないような気がしていた。

「卒業したんだ。もうアメリカへは戻らないってさ」

　兄を慕う郁斗は、千波くんが帰ってくるのがよほどうれしいみたい。

「ほ……ん……と？」

　もうアメリカに戻らないってことは、日本にずっといるわけで、会える機会も増える。その現実に私もじわじわとうれしくなる。

「あの千波様が帰ってくるの!?　すごい！」

　私たちの会話に入ってきたのは、隣で今の話を聞いていた愛ちゃんだ。

　私が中等部に入学する前にアメリカへ留学してしまった千波くんは、中等部では伝説的な人物だったと聞いている。ずば抜けて頭がよく、テストの成績はいつも学年トップで運動神経も抜群。体育祭のリレーでは毎年アンカーを務め、負けたことがなかったそうだ。

　さらに彼の人気に輪をかけたのは、その容姿だった。サラサラのこげ茶の髪に、涼しげな目元。そして国内の主要都市に支店が点在する高級ホテル〝朝倉ホテル〟の御曹司だから、『若様』なんて呼ばれていたらしい。その中でも都内の中心地に位置する朝倉ホテルの本店は、外国の要人やセレブがよく泊まる最高級ランクだ。

　私とは三歳離れているから、千波くんの中等部の頃は知らないけれど、彼の家が私の家の真向かいなので朝倉兄弟とは幼馴染みだった。

　ここにいる郁斗だって、精せい悍かんな顔立ちですごくモテる。ほぼ毎日サッカー部の活動をこなしつつ、成績は常に学年で十番以内だし、ツンツン頭の明るく健全な青少年って感じ。中等部から高等部まで多くの女子生徒に人気があり、ひと月に数人から告白されることもあるらしいけど、特定の彼女は作らない郁斗に対し、なんでだろうといつも疑問に思っている。

「で、明日の夜、十八時からちょっとした帰国祝いのパーティーがあるんだ。日菜も萌もえと一緒に来いよ」

「うん……わかった。萌も喜ぶよ」

　私はニコッと郁斗に笑顔を向けた。

　でも、郁斗はわかっているみたい。私がすごくうれしいってわけじゃないことを。

　私は引っ込み思案だから、人がたくさん集まるようなパーティーは好きじゃない。お母さんの実家が華道の家元なのでパーティーは日常茶飯事で、当然出席する機会も多いのだけれど、どうしても好きになれない。

　小さい頃からおじいちゃんとお母さんに仕込まれて、もはや華道は趣味というより生活の一部になっている。もちろん花を活けるのは大好きで、師範の免許も持っている。でも、着物を着てみんなの前で活けるのは妹の萌のほうがサマになる。萌は真っ黒な髪で、結い上げると美しいけど、私の髪は生まれつき色素が薄く茶色いので、どちらかというと着物は似合わないから。

「じゃあ、伝えたからな？　必ず来いよ？」

　私に念を押して、郁斗は去っていった。




　郁斗と別れて学校を出た私と愛ちゃんは、駅前のカフェに入った。私立の学校だけど校則が緩いから、帰宅途中の寄り道なども許されている。

「千波様、ますますカッコよくなったんだろうな～。日菜から帰国のたびに見せてもらう写メが毎回楽しみだったんだよね」

　愛ちゃんは、ミルクと砂糖がたっぷり入ったお気に入りのコーヒーを、うっとりした表情で口にする。

「うん……」

　そんな愛ちゃんとは反対に、私は浮かない顔をして、コーヒーではなくオレンジジュースを飲んでいた。コーヒーは苦手。飲むと胃が痛くなるから。

　だいたいお盆とお正月、年に二回は日本に帰ってくる千波くんは、帰国するたびにカッコよくなっている。色気が増しているというか、中性的な顔立ちがどんどん妖よう艶えんな雰囲気になって、郁斗とはまた別の美しさがある。

「あんなカッコいい兄弟と幼馴染みってどんな感じ？　小さい頃から目が肥えちゃうよね？　あっ！　だから日菜、彼氏作らないんだ」

「そんなんじゃないよ」

　だいぶ前に、愛ちゃんから言われたことがある。

『親友の私の目から見ても、日菜は可愛かわいいよ。キレイというよりは可愛いタイプだよね。ふわふわした雰囲気で、どこか頼りないところがモテるんじゃない？　私は日菜みたいになりたいわ。それに、ときどきズバッと的を射たことを言うよね。内面は見た目よりしっかりしていて、いいと思う』

　だけど、私自身は自分の容姿のことは全然気に入っていない。愛ちゃんや萌のキレイ系の容姿のほうがうらやましい。

　それから少しして、愛ちゃんが目の前にいるのに、ふと千波くんのことを考えている自分に気づいた。

　正直、郁斗の言葉に戸惑っている。

　私は、実は幼い頃からずっと千波くんが好きだった。

　でも遠く離れているから、千波くんを好きな気持ちも憧あこがれのままでいられた。ときどき帰ってきても、『アメリカに戻るんだから』と好きな気持ちを抑えることができた。それなのに、これからはずっと近くにいると思うと胸が苦しくなる。小さい頃から憧れている、大好きな人だから。

　そして……妹の萌も、私と同じで千波くんのことを好きだと知っている。アメリカから帰ってくるたびに、萌は積極的に千波くんに会い、『彼が好きだ』と両親の前でも堂々と宣言していた。私たちは姉妹揃そろって千波くんに惹ひかれている。

「どうしたの？　浮かない顔して」

　愛ちゃんに聞かれ、ハッとして我に返った。

「えっ？　ごめん。考え事してた」

「千波様が帰ってくるって聞いてから、日菜、おかしいね」

「そんなことないよ……」

　ごまかすように顔を伏せて、オレンジジュースをひと口飲んだ。




　駅で愛ちゃんと別れて家に帰る。私と同じ高校に通う一年生の萌は、まだ帰ってきていなかった。

「おかえりなさいませ」

　キッチンに向かうと、夕食を作っていた家政婦の邦くに子こさんが手を止めて出迎えてくれた。邦子さんは六十代の通いのお手伝いさんで、私が小さい頃からうちで働いてくれている。忙しいお母さんの代わりに、私たち姉妹の世話をしてくれる邦子さんは、おばあちゃんのような存在。

「邦子さん、ただいま～」

　邦子さんに顔を見せてから二階へ上がろうとしたとき、奥の和室からクリーム色の訪問着姿のお母さんが出てきて、私を呼び止めた。自宅で華道教室を開いているから、お母さんはほぼ毎日着物姿。

「おかえりなさい」

「ただいま。お母さん」

「日菜、千波くんが帰国するって、知ってた？」

「知らなかったよ。さっき郁斗から聞いたけど」

　朝倉家とは家族ぐるみのお付き合いだから、お母さんも今日おば様から話を聞いたみたい。

「卒業してもしばらくアメリカにいると思っていたから驚いたわ～。あ、それで、朝倉のおば様が日菜にお花を活けてほしいって。明日の朝、行ってくれる？」

「お花を？　うん、わかった」

「お花は向こうに揃えてあるから、よろしくね」

　私よりお母さんが活ければいいのに……と考えてしまったけど、すぐに思い出した。娘がいないおば様は私と萌を可愛がってくれて、いつでも遊びに来てほしいと言われていることを。

　千波くんは留学しているし、郁斗もいつもサッカーで留守だからつまらない、とお茶にときどき誘ってくれるから、今回も私を呼んでくれたんだろう。




　翌日は土曜日。九時過ぎに遅めの朝食を食べ終えてから、目の前の朝倉家に向かった。私の家が純和風なのとは反対に、朝倉家は大きな洋館。この近辺で一番豪華だ。

　インターホンを鳴らすと、朝倉のおば様が門もん扉ぴまで自ら出てきてくれた。

「いらっしゃい、日菜ちゃん。来てくれてありがとうね。私ではどうしてもうまく活けられなくて」

　それを聞き、私はニッコリ笑いながら挨拶をする。

　家の中へ通される最中も、朝倉のおば様はうれしそうに話を続けた。

「千波は十五時頃に到着する便に乗ってるから、夕方には帰ってくるわ。郁斗は今日、試合なのよ。パーティーには間に合うと思うけど」

　千波くんが帰ってくるのがうれしそう。自慢の息子だもんね。

「まだ夏になってないのに、郁斗は日に焼けて真っ黒ですね」

「そうなの。この夏の大会が最後の試合だから、はりきっているみたいよ」

　高校三年生なのに部活に専念している郁斗は、本当にサッカーが大好きなんだなと思う。のんびりしたおば様の言葉に、私は微ほほ笑えみながら頷うなずいた。

　通されたリビングは白を基調とした家具で統一されていて、まるで外国の部屋のよう。白い大理石のローテーブルの上には、いろいろな花が揃えられていた。花瓶は高さが五十センチくらいあって、口もかなり広め。ちょっと時間がかかりそう。

　そう思いながらも、少しずつ花を活けていった。




　一時間ほどかかって花瓶に活けた花は、なかなか満足のいく出来映えだった。

「キレイだわ～。ありがとう、日菜ちゃん。これ、少しだけど」

　喜んでくれたおば様が私に封筒を差しだす。

「おば様、お気持ちだけいただきます」

　謝礼なんて、受け取れないよ。

「でも、こんなに素晴らしく活けてくれたのよ？　申し訳ないわ」

「私から千波くんへの歓迎の気持ちということで、いいですか？」

　そう言ったのに、「子供が遠慮なんてしないの」と、結局私のポケットに封筒を入れられてしまった。




　家に戻ってパーティーの一時間前くらいになった頃、私は出かける準備を始めた。なにを着ようか散々迷った挙句、クリーム色のパフスリーブドレスを選んだ。袖にレースがたっぷりとあしらわれていて、丈は膝ひざ下した五センチ程度。Ａラインの可愛らしいドレスだ。

　髪をトップでひとつに束ねてから階段を下りていると、ふわふわとした毛先が歩くたびにはねた。

　出かける準備はＯＫの状態で、リビングで萌を待っていると、丈がかなり短い真っ赤なノースリーブのドレスを着て現れた。ドレス丈は目のやり場に困るほどだけれど、新体操で鍛えた脚にはいやらしさが微み塵じんも感じられない。

　萌は肩甲骨くらいまである真っ黒な髪をそのまま垂らしていて、大人びている。萌のほうが背も高いから、見た目が幼い印象の私と比べると、一見どっちが姉なのかわからない。

「日菜ちゃん、可愛いっ」

　ソファから立ち上がった私を見るなり、萌は近づいていきなり抱きついてくる。

「萌、キレイだよ。キレイすぎて、千波くんびっくりしちゃうよ」

「日菜、萌。千波くんと郁斗くんに、遊びに来てって伝えてね」

「うん、言っておくね」

　お母さんが私を見ながら言うと、なにに対しても積極的な萌が、私よりも先に返事をした。




　朝倉家へ向かうとすでにパーティーは始まっているようで、インターホンを押す前から賑にぎやかな音や声が聞こえてきた。

　窓から私たちが来るのが見えていたらしく、玄関に着くと内側からドアが開いて郁斗が顔を出す。

「待ってたよ」

　カジュアルな濃紺のパンツと水色のシャツを組み合わせて、ちょっと着崩した感じで細いネクタイを身に着けた郁斗が、私たちを出迎えた。

「郁兄にい、すごくカッコいいよ。おじゃましま～す」

　萌に褒められてちょっと照れくさそうな顔の郁斗は、ドアを押さえて私たちが入るのを待ってくれている。

　物もの怖おじしない萌が先に中へ入り、私もあとに続いた。たくさんの人がいる場所は苦手だから、先に萌が行ってくれると気分が楽になる。

「萌、それって大人っぽすぎないか？　年齢を考えろよ」

　郁斗がやんわりと顔をしかめ、赤いノースリーブのドレスのことを言っている。

「あれ～、私が色っぽすぎて、ドキドキしちゃってるの？」

「バーカ、お前が地球上の最後の女になっても、誰がお前なんかに胸をときめかせるか！」

「ひどっ！　もうっ！　腹が立つ！」

　憎まれ口に、萌はピンク色の舌を突きだした。

「郁斗……」

　いつものふたりの言い合いに、私の口からため息が漏れる。よく郁斗が萌をからかうから、こんな言い合いは頻繁にある。

「それに引き替え、日菜は……可愛すぎだろ」

「可愛すぎって……それって、けなしてるの？」

　郁斗の言っている意味がわからなくて、私は首を傾かしげた。

　私のほうが姉なのに、妹よりも幼い格好をしているのがおかしいのかな……。

「けなしてなんかないよ。『それに引き替え』って言っただろ」

「うわーっ。日菜ちゃんと郁兄って、そんな仲だったの？」

　萌の声がひと際大きくなって、まわりにいた人たちがこちらへ視線を向ける。窓際で話をしていた千波くんが、友人たちに断ってから颯さっ爽そうと近づいてきた。

　久しぶりに見る大好きな人の姿に、胸が高鳴る。

「日菜、萌、いらっしゃい。今日は他に予定、なかった？　久しぶりだね。来てくれてうれしいよ」

　私と目が合って優しく微笑む千波くんに、心臓がバクバクし始める。まわりの雰囲気に緊張もしていたから、なおさら手が汗ばんでくるようだった。

「千波兄っ！」

　千波くんのことが大好きな萌は、満面の笑みを浮かべて無邪気に彼に抱きつく。

「う～ん。千波兄、いい匂い」

　私のところにも、千波くんのダージリンティーとドライウッディ……そして最後はちょっぴり甘くムスクに変わる香りが漂ってきて、鼓動が激しくなってくる。

「萌、キレイになったね。新体操はがんばってる？」

　千波くんはさりげなく萌を自分の身体から離して褒めた。

「がんばってるよ。ね？　ちゃんと見て。少し見ないうちに、千波兄に釣り合う女になったでしょ？」

　千波くんに腕を絡ませて上目遣いで見つめる萌に、私のほうがドキッとしてしまう。

「それは……どうかな」

　でも萌のお色気には動じず、爽やかな笑顔を見せる千波くんにホッとしたとき、郁斗が呆あきれた声を出した。

「萌、いい加減に兄貴から離れろよ」

　そんなやり取りをする仲のいい三人を、私はぼんやり眺めていた。萌のように明るくはきはきと話すことができない。

「日菜？　どうした？　静かだね」

　千波くんが軽く首を傾げて私を見つめる。

「えっ？　お、おかえりなさい。千波くん」

「日菜は相変わらずだな。いつもそんなにぼんやりしていると、危ないよ？」

「ぼんやりなんかしてないよ……」

　からかってくる千波くんに、弱く否定する。

「そうそう。これでも日菜はしっかりしているんだから」

　郁斗が言うと、萌が「そうかな～」と呟つぶやいた。

「この花、日菜が活けてくれたんだって？　ありがとう。とても華やかでキレイだね」

　ちょうど私たちのそばに活けてある花を、萌と郁斗が見る。

「さすが日菜ちゃん。私はこういう大きいの、苦手なんだよね」

「大きいものは、大おお雑ざっ把ぱな萌のほうが性格的に合っていそうだけれどな？」

　郁斗がニヤッと笑って、萌をからかう。

　そんなふたりを見ていると突然、千波くんが私の手を取った。

「友人を紹介するよ」

　えっ？　千波くんの友人って……。

　紹介されても……と考えているうちに、郁斗と萌から離れて案内されてしまう。

「うわぁ～、可愛い女の子じゃん」

　二十歳を超えた千波くんの友人たち。そのほとんどがワインを飲んでいた。

　紹介なんていいのに……と思っていたら、郁斗と萌もやってきた。

「やあ、俺のこと覚えてる？　美人姉妹さん」

　千波くんの一番の親友だという高たか崎さき秋あき成なりさんが言った。

　秋成さんは、うちの学校の卒業生でもあるからもちろん覚えているけど、萌に尋ねたのだろうと思って答えずにいると、秋成さんが私に顔を近づけてきた。

「ねえ、日菜ちゃん。覚えてないの？　寂しいな」

　秋成さんは残念そうに言いながら、私の手にワイングラスを持たせる。

「あの、私は……」

　千波くんは萌と話をしていて、私にワイングラスが渡されたことに気づいていない。

「ちょうど冷えていて、おいしいよ」

　早く飲めってことなのかな？

「私……お酒は……」

「ワインなんて、お酒のうちに入らないよ」

　その場にいた別の男性にも勧められて、戸惑う。

「来たばっかりで、喉のどが渇いているんじゃない？」

　仕方なくワイングラスを口元に持っていったとき、そのグラスが奪われた。

「日菜、こういうときはちゃんと断らないと。お酒は飲めないし、飲んじゃいけない年齢だろう？」

　子供の頃に、甘酒を飲んだり、ほんの少しのお酒が入ったお菓子を食べたりしただけで具合が悪くなって、病院で調べてもらっていた。その結果、私がお酒を飲めない体質だとわかって、そのことをまわりのみんなも知っていた。

　千波くんが眉をひそめて、少し怒った顔をしている。

「日菜はこっちを飲んで」

　そう言って持たされたのは、オレンジジュースのグラス。

　お酒は飲めないし、未成年だから飲んではいけないのも事実だけど、相変わらず千波くんは私を子供扱いする。

「日菜、腹減ってないか？」

　そこで郁斗がビュッフェスタイルのコーナーに誘ってくれた。

「そういえば……お腹空いたかも……」

　郁斗に連れられて、まずは食事をすることにした。移動するときに千波くんのほうをチラッと見ると、キレイな女性と話をしていた。

　彼女に笑顔を向けているわけじゃなく、普通に話をしているだけなのに、嫉しっ妬と心が芽生えてしまう。

「帰ってきて早々、兄貴はモテまくりだな」

「千波くんは昔からそうでしょ。郁斗だって、毎日のように告白されてるって聞いてるけど？」

「はぁ～。あれっていい加減ウザいんだよね」

「ウザいって……そんなふうに思ったらかわいそうだよ」

「日菜だってこの前、告ってきたヤツを振っただろ？」

「えっ？　なんで知ってるの？」

　驚いた顔を向けると、郁斗は訳知り顔でニヤッと笑う。

「内緒。でもさ、日菜は誰にでも無防備って感じだから、気をつけろよ」

「無防備って……そんなことないよ」

「この際、俺が彼氏になってやろうか？」

「郁斗が彼氏？」

　ありえない話に、私は思わず笑い声を上げた。

「冗談はよしてね。郁斗のファンたちに殺されちゃうよ。あ！　これ、おいしそう！」

　並べられたパイ包みの料理に目を輝かせながら、他にも食べたいものをチョイスして皿の上に乗せていく。

「お料理、すごくおいしそうだね」

　私の好きなスモークサーモンのサラダもあって、食べるのが楽しみ。

「お袋が、朝倉のフレンチに頼んだって言ってたっけ」

　朝倉ホテルの料理と聞き、豪華さに納得して頷く。

　それから、少し先で友人たちと話をしている千波くんにもう一度目を向ける。どうしても視線が千波くんを追ってしまうのだ。

「ねえ……郁斗。千波くんはこっちに帰ってきて、おじ様の朝倉ホテルに入るの？」

　千波くんのことが気になる。

「いや、親父たちは勧めたらしいけど、断ったって。まだ学生気分でいたいから、大学院へ行くってさ」

「そうなんだ……」

　千波くんのことが少しわかって、私は笑みを浮かべた。




「郁斗。私、もう帰るね」

　食事を終え、イスから立ち上がると、郁斗が意外そうに私を見る。

「もう帰るのか？　兄貴のために来たんだろ？　兄貴とあんまり話してないじゃん」

「いいの……。明後日あさってから期末考査でしょ？　勉強しなくちゃ」

　友人たちと話をしている千波くんを見ると、楽しそうに笑っている。

「ちゃんとテスト勉強してるんだ？」

「郁斗や千波くんみたいに、なにもしなくても頭がいいわけじゃないんだもん」

　朝倉兄弟をうらやましく思いながら、萌を目で探す。大抵、一番賑やかなところを見れば彼女がいる。天性の魅力なのか、萌のまわりにはいつも人が寄ってくる。今も楽しそうに千波くんの友人と話をしていた。

「萌に、先に帰るって言っておいてね」

「あ、ちょっと待ってて」

　そう言い残して郁斗が離れていったとき、入れ替わるように男性が近づいてきた。

「日菜ちゃんだったよね？」

　さっき『ワインなんて、お酒のうちに入らないよ』と言った彼だった。

「は、はい？」

「ねえ、俺と付き合わない？　俺、君にひと目惚ぼれしちゃったんだ」

　ちょっと酔っぱらっているのか、ずけずけとそんなことを言う彼に躊ちゅう躇ちょしていると、パフスリーブから出ている腕をいきなり掴つかまれた。

「あ、あの」

　腕を離してもらおうと、あとずさりしたとき――。

「正まさ志し、日菜に気安く触るなよ」

　声の主がビシッと言いきる。

　それは千波くんだった。彼がいつの間にか私の横に立っていた。

　その冷たい声に、私の腕を掴んでいた手が離れる。

「秋成たちが正志のことを呼んでいる」

「あー、行ってくるよ」

　正志と呼ばれた彼は、そそくさと友人たちの元へ戻っていった。

「日菜、腕は大丈夫？」

　正志さんに掴まれた腕を、医師のように慎重に見ている千波くんに、胸がドクドク暴れ始める。

「う、うん……」

「赤くなっているな。日菜の肌はすぐあざになるから」

　千波くんの指が、私の赤くなった腕をそっと撫なでる。

「だ、大丈夫だから」

　触れられた腕が熱くなってきた感覚に、その指から逃れるように身をよじる。

「もう帰るって？」

　千波くんが左腕をクイッと伸ばして腕時計を見る。

「明後日から期末考査だから……」

　まだ来てから一時間も経っていないし、期末考査がたいした理由にならないことくらいわかっているけど、千波くんが女の子と仲よさそうに話しているのを見るのは、つらくて悲しい気持ちになるから。

「送るよ」

「大丈夫だよ。目の前なんだし」

　まともに千波くんの顔が見られず、私は玄関へ行こうとした。でも、千波くんは有言実行の人。振り返ると私のすぐ後ろをついてきていた。

「千波くん。萌のこと、よろしくね」

「萌は郁斗に送らせるよ」

　朝倉家を出て、自分の家に向かう足が早歩きになっていた。

「日菜、俺のこと避けてる？」

　ふいに聞こえてきた声に立ち止まって、千波くんを仰ぎ見る。

「避けるなんて、そんなことあるわけないでしょ？」

「いや、今日は会ったときからおかしかった」

「そんなことないよ。私、千波くんが帰ってきてくれてうれしいもん」

　首を横に振ると、千波くんが端正な顔に笑みを浮かべた。

「本当？」

　千波くんの長い指が、私の頬ほおにそっと触れる。

「ほ、本当……」

　なんで頬を触るの……？

　千波くんの顔がすぐ目の前にあって、急激に身体が熱くなった自分の異変に戸惑う。

「よかった」

　まるでそのことが一番大切だとでも言わんばかりに、千波くんの顔が安あん堵どしているように見えた。

　おかしいのは千波くんだよ……。

　私の頬に触れていた指はいつの間にか手元に移り、気づくと手を握られた状態で再び歩きだしていた。小さいときに手を握りながら歩くことはよくあったけど、今日はなんだか変な感じ。

　そしてあっという間に、私の家の門のところに着いてしまった。

「千波くん、ありがとう」

「じゃあ、夜更かしはほどほどにね」

「うん……。あの……私、本当に千波くんが帰ってきてうれしいんだよ……」

　改めて千波くんに素直な気持ちを伝えたくなったものの、自分で言って思わず恥ずかしくなり、なにかを言われる前に、門の横の通用口を開けてサッと中へ入った。

　リビングに入ると、早々の帰宅に、テーブルで手紙を書いていたお母さんが驚く。

「早いのね？　まだ一時間くらいしか経っていないわよ？」

「萌はまだいるよ。郁斗があとで送ってきてくれるって」

「日菜はどうして帰ってきたの？」

　お母さんは気になるみたいで、階段までついてくる。

「明後日、期末考査があるから勉強しなくちゃ」

「日菜も萌くらい社交的だといいのだけれど……」

　二階へ上がる私の背中に、お母さんのため息交じりの声が聞こえた。










嫉妬




　翌日は日曜日。萌は朝から出かけている。テスト前だけど、部活がない日くらいは友達と遊びたいらしい。

　夜中の三時まで勉強をしていた私は、お昼近くに起きて食事をとってから部屋に戻った。明日のテスト勉強をしようと教科書と参考書を開くけれど、つい昨日の千波くんのことを考えてしまう。

　これからは近くにいたら、また女性と一緒のところを見てしまうかもしれないんだよね……。好きな人が他の女の人といるところを見るのはつらいな……。

　勉強に身が入らず、考え事をしていたところへドアがノックされた。

「はーい」

　お母さんがおやつを持ってきてくれたのかと思い、机に向かったまま返事をすると、ドアが静かに開いた。

「おやつはそこに置いておいて」

　振り向かずに伝えると、クスッという笑い声。それに驚いて振り向いたら、千波くんが立っていた。

　ジーンズに黒のＴシャツだけど、きちんと濃紺のジャケットを合わせている姿は爽やかで、育ちのよさが窺うかがえる。

「ち、千波くんっ!?」

「そんなに驚くこと？　俺が来るのは意外だった？」

　そう言いながら近づいてきた彼は、私の横に立った。

「当たり前だよ……昨日帰ってきたばかりで忙しいと思っていたし」

　突然の千波くんの訪問に、パジャマでなくてよかった、と思わず胸を撫で下ろした。

「忙しいけど……日菜が優先」

　千波くんは少し切なそうに形のいい眉根を寄せてから、やんわりと笑う。

「私が優先？」

　わけのわからない言葉に、小首を傾げる。

「勉強、わからないところある？　教えようか？」

「本当に？」

「もちろんだよ。昨日、花を活けてくれたお礼も兼ねて」

　優しい笑顔を向けられて、今まで塞ふさいでいた気分が、明るくなった気がした。

　頬が緩みそうになるのを堪こらえて、私はいそいそと、机とベッドの間にあるテーブルに勉強道具を移動させた。




　千波くんの教え方は、とてもわかりやすかった。難しかった問題も千波くんの説明でスラスラ解ける。

「千波くん、教師でもやっていけるね」

「俺が教師？　教師は嫌だな。日菜が相手だから教えているだけ」

「千波くんが教師になったら、モテすぎて困るかもね。休み時間ごとに女子に追いかけられたりして」

　口では軽く言っているけど、女子生徒に囲まれている千波くんを想像しただけで嫌な気持ちになる。

「くだらないこと言ってないで、これ解いて。これが解けたら、応用問題も文章をちゃんと読めば解けるようになるよ」

　くっつきすぎと思えるほど顔を寄せてくる千波くんに、胸がトクンと音をたてる。

　説明してくれている千波くんの顔を、まじまじと見てしまう。久しぶりの彼は数ヵ月前より大人っぽくなっている気がする。

　うらやましいほど長いまつ毛。私は無意識に自分のまつ毛を指で触る。

　もしかしたら、私より長いかも……。

　千波くんの顔をじっと見ていたことに気づき、ハッとしてノートに目を落とす。見とれすぎないよう顔を伏せたのに、今度は千波くんの手に視線がいってしまった。

　鉛筆を握る指は長くてキレイだけれど、男らしい節もある。郁斗とは違う、千波くんの大人っぽさを意識してしまう。

「日菜？　聞いてる？」

「えっ？　う、うん。聞いてる。解いてみるね」

　心臓がドキドキしているのが聞こえませんように、と祈って、目の前の問題を解き始めた。




　途中、今度は本当にお母さんが、ニコニコしながらケーキと飲み物を持ってやってきた。私にはジュース、コーヒーが好きな千波くんには、アイスコーヒー。

　お母さんは、久しぶりの千波くんを乙女のような瞳で見つめながら話をして、意味ありげに笑って出ていった。

　お母さんが行ってしまったあともぼんやりしていたら、突然千波くんの顔が目の前にあって驚く。

「ち、千波くん？」

「日菜、具合でも悪い？」

　私の顔は真っ赤になっているはず。急いで頭を左右に振ると、彼がクスッと笑った。

　大好きな千波くんの顔がこんなに近くだと、意識しないわけがない。

　っていうか……顔がまともに見られないよ。

「は、早くやらないと」

　教科書のページをめくろうとする私の手を、千波くんの長い指が止めた。

　えっ……？

「日菜……」

　千波くんの、いつもの涼しげな声が甘く聞こえたそのとき。

　――バタンッ!!

「千波兄っ！」

　乱暴にドアを開けて入ってきたのは、萌だった。彼女の視線の先には、手を握り、見つめ合っている私たち。

　正確には手を握っているんじゃなくて、千波くんの指が私の手に触れているだけだけど。

「やだっ！　なんで、ふたりの顔がくっつきそうなくらい近いの？　まるでキスでもしそうなくらい」

　萌に指摘され、我に返ってパッと離れた。

「……目にごみが入っちゃったから、千波くんに見てもらってたの」

　とってつけたような言い訳だったけど、萌は納得したらしく、すぐに千波くんの横にペタンと座る。

「千波兄～。私にも勉強教えて？」

　長いまつ毛をしばたたかせて千波くんを見る萌は、本当に十六歳？って思うくらい、女である私の目から見てもドキッとしちゃうほど色っぽかった。

「俺は真ま面じ目めな子じゃないと教えないんだ」

「えーっ。私は真面目だよ～？　それに日菜ちゃんはもともと頭がいいんだから、私に教えてよぅ。ねっ？　千波兄、借りていいよね？　日菜ちゃん」

「うん……。千波くん、私はいいから」

　萌だって明日からテストなんだから、千波くんに見てもらったほうがいい。そう思って返事をしたけれど、千波くんが小さくため息をついたような……気のせいかな？

「わかったよ」

「じゃあ、私の部屋に来てっ」

　元気に立ち上がった萌は、千波くんの腕を引っ張って立たせると、私の部屋から出ていった。

　私はどうやら、ふたりが出ていくまで無意識のうちに息を止めていたみたい。

「はあ～」

　ちょっと苦しくなって、少し息を吐いてから深く息を吸った。

　でも、この苦しさは別のものかもしれない。千波くんが萌のところに行ってしまったから。『私はいいから』って自分が言ったのに、本当に行ってしまうと寂しくなった。




　そのあと、千波くんは一時間ほど萌に勉強を教えて帰ったらしい。それだけの時間しかいなかったことを、夕食のときに萌が不満げに言っていた。でもそれを聞かなければ、どのくらい千波くんが萌の部屋にいたのかはわからなかった。

「千波兄は本当カッコいいねっ。勉強も先生よりわかりやすいし。家庭教師になってくれないかな～？」

　それを聞いていたお母さんも、萌の話に乗ってくるそぶりを見せる。

「いい考えね。千波くんは帰ってきたばかりで忙しいかもしれないけど、聞いてみようかしら」

「お母さん、千波くんは忙しいと思うよ。ごちそうさまでした」

　千波くんには千波くんの生活がある。お母さんが聞いたら、断りたくても断れないかもしれないと思い、私ははっきり言ってみた。

「やっぱりそうよね～。あら、日菜？　もう食べないの？」

　萌は不服そうだけど、お母さんは思い直してくれた様子。

「昼間、ケーキ食べちゃったから」

　もう一度ごちそうさまをしてから、私は自分の部屋に戻った。

　机に向かうと、小さくなった消しゴムが目に入る。

「あっ……消しゴム買ってこなきゃ」

　時間は二十時を回ったところ。まだ使えそうだけど、念には念を入れてコンビニに行ってこよう。もし途中でなくなったら、明日のテストで困るもんね。

　小さなバッグを持って玄関へ下りると、歩きながらスマホでゲームをしている萌がいた。

「あれ？　日菜ちゃん、どこ行くの？」

「コンビニに消しゴム買いに行ってくるね」

「いってらっしゃい」

　萌はスマホの画面に視線を戻して、私を送りだした。

　門を出て少し行くと、千波くんの家の塀の近くに誰かが立っているのが見えた。

　目を凝らしてみると、ふたりの人物がいるようだった。ぴったりくっついているから最初はひとりだと思ったけど、すぐに違うとわかった。

　私の視線はその人影に釘くぎづけになり、数歩近づくとふたりがなにをしているかありありとわかってしまい、ギクッとして立ち止まる。

　うわっ。キスしてるっ！

　初めて見る生のキスシーンに、慌ててしまう。

　そのとき、男性のほうが顔を起こしたので、街灯の灯りが彼の顔に当たった。

　……千波くんっ!?

　キスしていた男性が千波くんとわかり、愕がく然ぜんとした。千波くんは、キスをしていたというのに、冷たい顔つきに見えた。なんだか怒っているような……。

　でも、女の子にキスをしていたという事実を深く考えることができず、私は見つからないように急いで引き返し、家に戻った。今にも泣きだしたくなるくらいショックを受けていた。

「あれ？　コンビニに行くんじゃなかったの？　財布でも忘れた？」

　息を切らしている私を見て、階段にいた萌がポカンとしている。手にミネラルウォーターのペットボトルを持っているから、部屋に戻る前にキッチンに取りに行っていたようだ。

「えっ……と、明日買うことにしたの」

　さすがに私の様子がおかしいと思ったみたいで、萌は怪け訝げんそうな顔になる。

「日菜ちゃん、外に変な人でもいたの？」

　萌が外を気にする仕草をして出ていこうとするのを、慌てて止める。

「そんな人いないよ。やっぱり今日はいいの。明日の朝買えばいいんだから」

　早口で言い、そのまま逃げるように部屋に戻った。

　ベッドに力なく座ると、思い出したくないのに、さっきのキスシーンが脳裏に蘇よみがえる。

「嫌っ！」

　思わず気持ちを口に出していた。

　千波くん……他の女の子とキスしないで……。

　あの女の子は誰だったんだろう……。暗かったし、すぐに引き返しちゃったから、誰だかわからないや……。

　すべては自分勝手な思い。千波くんが誰と付き合おうと自由なのに……。

　なにも考えたくなくて横になって目を閉じると、いつの間にか眠りに落ちていた。




　朝起きてもぐっすり眠った感じはなく、身体が重くてだるかった。

　昨日、勉強しないで寝ちゃった……。

　自己嫌悪に陥りながら学校に行く途中も、テスト中も、ぼんやりしてしまう。

　千波くんが帰ってきてから、胸が苦しいよ……。

　そして三教科のテストが終わった放課後、郁斗が教室にやってきて、入口で私を見つけると近づいてきた。

「日菜、一緒に帰ろうぜ」

「郁斗……」

　彼が教室に入ってきた。テスト期間中の部活がない日は、よく一緒に帰ったりする。

「その顔だと、徹夜で勉強してたのか？」

　郁斗にひどい顔だと指摘されて、慌ててカバンの中から鏡を取りだす。

「冗談だよ」

　私の慌てた顔を見て、郁斗はゲラゲラ笑う。

「もうっ……」

　私をからかう彼に、思わず呆れた声が出た。

　私たちの通学時間は三十分くらい。家から電車で五つ目の駅に学校があるので、通学には便利。

「日菜は、うちの大学へ行くのか？」

「ん……わからなくなっちゃった……」

　呟くと、郁斗が立ち止まって私をまじまじと見る。

「え？　違う大学を考えてるのか？」

「まだ決めてないの……郁斗は千波くんみたいに留学はしないの？」

　言ってからまた、千波くんのことを思い出してしまった。

「考えていることは考えているかな」

「そうなんだ」

　郁斗なら頭もいいから、留学してもやっていけると思うけど、私は……海外へ行く目的や勇気はない……。

　でも、千波くんの彼女を見たくないがためだけに、ここを離れたいと思っている自分がいる。だとすれば、国内で家から遠い大学を選ぶしかない。

「一おと昨と日いから日菜、おかしくないか？」

「おかしいって？」

「もしかして、兄貴のせいなのか？」

　ズバリと指摘されて驚いた私の足が止まる。

「違うよ」

　心配そうな顔を見せている郁斗に、私は微笑んで否定した。

「兄貴もさ、なんとなくおかしいんだよな」

「きっと千波くんは、考えることが山ほどあるんだよ」

「そっかなぁ～。まあ、俺は気楽な次男に生まれてよかったってことかな」

　歩き始めた郁斗はのんびりとした口調で言った。

「もう。郁斗だって、朝倉ホテルに入るんでしょ？」

「それはわからない。俺、ゆくゆくはサッカーチームのプロテストを受けるつもりだから」

　彼の話を聞いてびっくりした。それは初めて聞く話。確かにサッカーはうまいけど、そこまで考えているなんて思ってもみなかったから。

「まあ、まだどうするかは決めていないから、内緒な？」

「うん」

　そんな話をしているうちに、気づくと家の前に着いていた。




　たくさん考えることがありすぎて、テスト期間中なのに勉強に身が入らないまま、期末考査が終わった。テストが返却されれば、夏休みになる。

　数日後にテストが返され、結局、私と愛ちゃんは中の上という成績だったけれど、郁斗は約百五十名の中で五番。予習復習もテスト勉強もそれほどやっているとは思えないのに、感心してしまう。

「日菜、明日から夏休みだねっ。海に行こうよ」

　放課後、愛ちゃんがウキウキした表情で近づいてきた。

「海か～、いいねっ。行こうよ」

　我が校の三年生は、ほとんどがエスカレーター式で大学へ行けるので、受験勉強をしないで済む。愛ちゃんもそのまま大学へ進学するので、気楽に夏を楽しもうとしていた。

　四月に十八歳になった郁斗は、この夏に自動車免許を取るらしい。部活もあるからとても忙しそう。




　ホームルームが終わり、愛ちゃんと一緒に校門に向かっていると、私たちを走って追い越した女子高生たちの姿にきょとんとなる。

「校門のほうが賑やかだね。なにかあったのかな？　もしかして芸能人がいるとか？」

　愛ちゃんが興味津々な表情を見せた。

　近づくにつれて、女子高生の人だかりが見えてくる。

「なんだろね？」

　愛ちゃんはその人だかりの理由が知りたいみたいで、背伸びして首を動かしている。私はそんな愛ちゃんを笑って見ていた。

　そのとき、人だかりの隙間に道ができた。

「千波……くん………」

　まるで王子様のようにサラサラの髪を風に揺らして、千波くんが校門に立っている。

　だから、こんなに人だかりができちゃったんだ……。

　でも、なんで？　郁斗と待ち合わせしているの？

「日菜」

　自分の名前が千波くんの口から出てきて驚いていると、彼はゆっくりと私の前に歩いてきた。

「どうしたの？　千波くん、郁斗と待ち合わせ？」

「いや、日菜を迎えに来たんだ」

　いつも私に見せる柔らかい表情じゃなくて、少し不機嫌そうだ。女子生徒たちに立ち止まられ、遠まきに見られているせいかもしれない。

「私を？」

　少し離れたところに、千波くんのシルバーのＢＭＷが停まっている。

「日菜、あとでメールしてねっ」

　隣にいる愛ちゃんは意味深に笑いかけてきて、千波くんにペコッと頭を下げると行ってしまった。

「さあ、乗って」

「う、うん」

　早くこの場から立ち去りたかった。千波くんに向けられる周囲からの熱い眼まな差ざし、自分には嫉妬の眼差しを感じたから。

　彼は助手席のドアを紳士のように開けると、私を座らせてくれた。そしてゆっくり車の前を回って、運転席に座る。

「なぜ？って顔をしているね」

「もちろんだよ。なんで迎えに来たの？」

「それはあとで話すよ。シートベルトを締めて」

　シートベルトを伸ばすと、横から手が出てきて、最後は千波くんが締めてくれた。

　車は千波くんの慣れた運転で走りだした。

　少し走ってから、家の方向に向かっていないことに気づく。

「千波くん、おうちに帰るんじゃないの？」

「レストランを予約しているんだ」

　静かでいて、有無を言わせぬ声色。

　千波くんって、こんなに強引な人だった？　私にも予定があるかもしれないのに。

　黙っていると、千波くんの手が私の手を包んだ。

「なにか予定でもあった？」

「あるって言ったら、おうちに帰してくれる？」

　予想できない展開になんだか戸惑ってしまう。

「ダメ」

　千波くんは、「日菜のお母様に、予定を確かめさせてもらったよ」と意地悪く微笑んできた。

「千波くん？」

　こんなに強引な千波くんは初めてだよ……。

　困惑していると、彼はチラッとこちらに視線を向けてから前を向いてしまった。なんとなく気まずくて、私は流れ行く窓の外を眺めていることにした。




「着いたよ」

「食事に行くんだよね？　千波くん」

　どう見てもここは、レストランには見えない。車が停まったのは、高級ブランドのドレスショップの前。

「そうだよ。でも、いくらなんでも制服のままで連れまわすのはね」

「だったら、おうちに一度戻って」

　ここに入ったら、買ってもらうことになるわけで……。

「予約時間に間に合わないから、早く選ぼう」

　そんなことを言われても、ここの服の値段は平均的なものよりかなり高いって聞いたことがある。

「さあ、降りて」

　そう言って運転席から降りた千波くんは、助手席に回ってドアを開けた。

「日菜？」

　柔らかく微笑む姿はどこかの国の王子様のようで、磁石に引かれるように私は車から降りた。

　軽く腕を掴まれて店の中へ入ると、黒のロングドレスをまとい、洗練された雰囲気の女性が私たちに近づいてきた。

「いらっしゃいませ」

　その女性は上品な笑みを浮かべる。

「ワンピースと、それに付属する一式をお願いします」

「かしこまりました。お嬢様はとても清せい楚そでいらっしゃるから、クリーム色のこちらのワンピースなどはいかがでしょうか？」

　女性は私を頭のてっぺんからつま先まで見ながら、千波くんに話しかけている。

「クリーム色か。日菜に似合いそうだ」

「千波くんっ。私、黒が着たいっ！」

　私はおもしろくなくてそう言った。店員の女性が私を見る目は、まるでバカにしているような視線。『あなたのような小娘は無難なクリーム色がいいのよ』と言われているみたいだった。

　なのに、千波くんを見るときはうっとりした表情になっている。だから、女性の勧めた色とはイメージが正反対の色を口にしていた。

「日菜、黒は嫌いな色じゃないのかい？」

　彼は首を傾けて、少し驚いたような表情で私を見る。付き合いの長い千波くんは、私の嫌いな色ももちろんよく知っているから。

「さ、最近は黒が好きになったの」

　意地を張ってしまう自分に嫌悪感を抱く。

「日菜が好きならいいよ。もうすぐ十八歳だし、黒も似合うと思う」

　そんな私の気持ちをわかってくれたのか、千波くんは含み笑いを浮かべて意思を尊重してくれた。

　店員の女性は、すぐに黒い膝丈のワンピースを持ってきた。




　数分後、フィッティングルームから出てみる。私は今まで着たことがない色のワンピースに気後れしてしまっていた。

　ソファに座って待っていた千波くんが立ち上がる。もじもじと彼の前に行くと、切れ長の目が若干大きくなったあと、ニッコリと笑みを浮かべる。

「驚くほど似合っているよ」

　本当かな……？

　自分では、似合っていないと思ったのに。

　それでも最高級のブランドのワンピースだけあって着心地はいいし、デザインも露出が控えめで気に入ってしまった。

「千波くん、いいの？　ここ、すごく高いし……」

　こんなに高いワンピースを買ってもらうなんて、とためらってしまう。

　心配になって千波くんの顔を仰ぎ見ると、彼はクスッと笑って店員にクレジットカードを渡した。




　新しいワンピースに着替えた私が次に連れていかれた先は、予約が半年先まで埋まっているという噂のレストラン。

「ねえ？　千波くん、どうしたの？　おかしいよ」

「日菜に頼みがあってね。これは賄わい賂ろだと思ってくれてもかまわない」

　千波くんは唖あ然ぜんとしている私にそう言うと、店の中へ入っていく。

「日菜？　どうした？　おいで」

　しかし私が後ろからついてこないことに気づき、数歩で戻ってくる。

　不可解な千波くんの行動に戸惑いつつ、私は我に返って一歩足を進めた。

　私たちは、中庭のプールが見える窓際の席に案内された。泳ぐのが目的のプールではないのだろう。水が澄んでいてとてもキレイな眺めだった。

「千波くん、ステキな店だね」

「好きなものを頼むといいよ」

　彼の言葉に、そばにいたウエイターが私にメニューを渡そうとした。

「いいです……。千波くんが選んで」

　私の好き嫌いを熟知しているであろう千波くんだから、任せることができる。

　ただ、私を着替えさせた挙句にここまで連れてきたことを〝賄賂〟だと言う千波くんに、がっかりしていた。これじゃ、いくら有名なレストランだといっても食欲が湧かない。

　ウエイターにオーダーしている千波くんの姿を、水の入ったグラスをもてあそびながら盗み見る。

　店に入った瞬間から、食事に来ている女性たちの視線が痛い。千波くんと外に出ると、精神的によくない……。嫉妬したり、喜んだり、周囲の様子や千波くんのひとことで一喜一憂する私の心は忙しい。

「どうして賄賂だなんて言うの？　意味がわからないよ」

　オーダーを済ませた千波くんが、質問した私のほうへ目を向けた。今までウエイターに笑みを見せていたのに、真剣な表情になる。

「付き合ってほしいんだ」

「付き合うって……どこへ？」

　千波くんは一瞬、あっけに取られたように切れ長の目を大きくさせたのち、クスッと笑う。

「その付き合うじゃないよ。俺と付き合ってほしいんだ。つまり……」

　私はびっくりして、水の入ったグラスを倒しそうになった。

「付き合うって、そっち……？　どこかへ行くってわけじゃなくて？」

「そんなに驚かないで。本当に付き合うわけじゃない。フリをしてくれればいいんだ」

　彼は慌てる私を見て、楽しそうに口角を上げてから、肩をすくめるジェスチャーをする。

　付き合っているフリ……。

　そう言われて、ガツンと鈍器で頭を叩たたかれたようなショックを受けた。

　どうして私に？　千波くん……。

「母たちが、お見合いをしろってうるさくてね」

「千波くんは飛び級で卒業しているから、まだ二十一歳でしょ？　お見合いって、早くない？」

　千波くん、誰かのものになっちゃうの……？

「それに『フリ』って言うけど、千波くんにはキスする相手がいるじゃない」

　消しゴムを買いに行こうと外に出たときに見てしまった光景が、いまだに忘れられなかった。

「ああ……あれは日菜だったのか。彼女は恋人のフリをしてもらう候補のひとりだったんだけど、独占欲が強くてやめたんだ」

　千波くんはどうして、そんなひどいことをなんでもないことのようにサラッと言えるのだろう。長い外国生活で、性格が変わっちゃったの？

　困惑しながらもその気持ちを言葉に出せないでいると、さらに千波くんは衝撃的な話を始める。

「日菜、俺にはアメリカに愛している人がいる」

　その言葉を聞いた瞬間、愕然となって頭の中が真っ白になり、胸が痛いくらいに暴れ始める。

「……じゃあ……その人と……」

　その人と付き合えばいいのに……と思ってしまう。彼女のフリをする意味がわからず、私は顔をしかめる。

「……彼女は病気なんだ。手術で子供が望めなくなり、そんな彼女との結婚を、うちの両親は許してくれないんだ」

　彼女は千波くんと同い年のアメリカ人で、出会ったのは千波くんが十六歳でアメリカに留学した年。ブロンドで青い目のその女性はミランダさんといって、同じクラスになったことから仲よくなったんだとか。

　二年付き合って千波くんが十八歳になった頃から、真剣に彼女との結婚を考えたみたいだけど、その頃にミランダさんは体調を崩し、病院へ行った。病名は子宮体がん。そのことがわかっても彼女を愛している千波くんは、ゆくゆくは一緒になろうと思い、ご両親にミランダさんのことを話したそうだけど、ご両親は大反対したらしい。それからは、大学卒業後は日本へ帰ってきて、こっちで彼女を見つけるかお見合いをして結婚しろ、とうるさく言われていたそうだ。

　普段は理解があるご両親でも、息子の将来のことを考えると反対せざるをえない状況なんだとわかり、私は千波くんの話を聞きながら胸が痛くなった。

　何度か入退院を繰り返し、今も入院しているミランダさんは、このまま治療がうまくいけば、半年後には退院できる予定なんだとか。だから千波くんは、ご両親にこれ以上ふたりの関係を邪魔されないよう、時間を稼ぐために日本へ帰ってきた。すべては半年後の退院のあと、ミランダさんと一緒になるために。

　その協力者として、千波くんは私を選んだ。

「彼女が退院するまででいいんだ。なんとか両親をごまかして、そのあと……俺は朝倉の家を出るつもりだ」

「そんな……」

　千波くんの口から出る言葉に、ひどく戸惑った。

「日菜ならうちの両親も大賛成してくれる。俺を助けてくれるだろう？」

　私への信頼を口にして、千波くんは深刻な顔で熱願する。

　私が千波くんを異性として好きだなんて、夢にも思っていないんだ。だからそんな酷こくな提案を持ちかけてくるんだよね……。

「自分勝手だよ、千波くんは……」

　ぼそっと口にしたけれど、その声は千波くんには届かなかったようだ。

「付き合っている彼はいないよね？」

「え？　う、うん……」

　持ち前の正直さが出てしまい、内心で『嘘うそをつけばよかった』と後悔する。今は千波くんに愛する人がいるという事実に打ちのめされていて、頭がうまく回らない。

「それなら、ＯＫしてくれないかな？　とりあえず、恋人のフリだけでいいんだ。ただしうちの両親には、日菜と付き合っていると早く伝えたい。そうしないと見合い攻撃が続くから」

　千波くんは真剣な眼差しで私を見つめる。その瞳を見たら『ＯＫ』の選択しかなくなる。

「……彼女が……退院したら……千波くんは、朝倉の家を出ちゃうの？」

　私が一番気になることだ。ミランダさんと結婚するのだから、千波くんに対する自分の気持ちをふっきらなくてはならないのに、いなくなることが嫌でたまらない。

「彼女のことを、両親は今後も受け入れないだろうからね」

「千波くんのご両親なら、いつかは許してくれると思うけど……」

「いつか、か……大事な両親だから、そうであってほしいと思うよ。でも、朝倉の家を出た俺に失望はするだろう。そのショックはどのくらいなのか想像もつかないけど、すんなり許せるレベルではないと思う。小さい頃からずっと、俺は朝倉ホテルを継ぐように言われていたからね」

「郁斗もいるのに……」

　長男であるがゆえのしがらみなのだろうか。

　それでも衝撃的だった。まさか千波くんに愛する人がいて、こんな相談を持ちかけられるなんて……。

　私の初恋は、無残にも破れてしまった。

「日菜？　どうかな？」

　千波くんは口元を小さく緩ませ、魅力的な笑顔を向ける。そんなふうに微笑まれたら、断るに断れない。

「ん……いいよ……」

　本当は断りたかったけど、たとえ失恋しても千波くんを大好きなことには変わりないから、役に立ちたい気持ちが大きかった。

「ありがとう、日菜。うれしいよ」

　それからすぐに料理が運ばれてきたものの、食欲がなくなってしまい、なかなか喉を通っていかない。

「お礼はなにがいいかな？」

「お礼なんていらないよ」

「そんなこと言わないで、考えておいてほしい」

　半年後には、千波くんがいなくなっちゃう……。

　涙が出そうになって、慌ててうつむいた。

　偽りの恋人同士になった私たち。

　本当だったら、どんなにうれしいか……。




　食欲はなかったけれど、せっかくの料理だからなんとか食べ終えた。

　千波くんはレストランを出ると、意気消沈する私を乗せて朝倉の家にまっすぐ車を走らせた。

「あら、日菜ちゃん。千波と一緒だったのね」

　おば様は、顔をほころばせて出迎えてくれた。これだから千波くんは私にあんな話を持ちかけてきたんだ、と心の中でため息をつく。

「ステキなワンピースね。黒なんて日菜ちゃんには珍しいけど、清楚に見えてとても可愛いわよ」

　ニコニコしながら褒めてくれるおば様に戸惑った表情を浮かべていると、千波くんが私の手をギュッと握った。

「母さん。俺、日菜と付き合うことにしたんだ」

「まあっ！　それは本当なの？」

　突然の報告に、おば様はうれしそうに声を大きくして驚き、確かめるように私に問いかけてきた。その問いかけに、私はそっと頷く。

「そうだったのね。お似合いだわ。日菜ちゃんなら大歓迎よ。もともと娘みたいなものだったし。本当にうれしいわ」

　だましていることを、心苦しく感じた。




　ご機嫌なおば様と一緒にお茶の時間を過ごしてから、千波くんに家まで送ってもらった。苦しい時間が過ぎて安堵したけれど、千波くんは私のお母さんにも付き合うことを報告したから、再び大変な騒ぎになってしまい、ぐったりだった。

　もちろんお母さんは大賛成だ。小さい頃から千波くんを知っていて、『彼のような人と付き合って結婚しなさい』と常々言っていたから。昔から、千波くんはお母さんのお気に入りだった。

　お母さんはいろいろ聞きたいようで話しかけてきたけれど、私はみんなに嘘をついていることの罪悪感と疲れから、千波くんが帰るとすぐに自分の部屋へ行った。後ろ手にドアを閉めると、重いため息が出た。

「千波くんのバカ……」

　私もびっくりしたけど……千波くんを好きな萌は、もっと驚くかもしれない。私と付き合うなんて、まったく思っていないだろうし……。

　ゴロンとベッドの上に寝そべって、今日のことをずっと考えてしまう。

　千波くんには、愛している人がいる……。

　そう思っただけで、胸が締めつけられるみたいにぎゅうっと痛くなる。

　半年後には……朝倉家を出ようとしているなんて……。そんなの嫌……大好きな千波くんに幸せになってほしいけれど、それを手放しでは喜べない……。




　それからしばらくして、萌が部活を終えて帰ってくるなり、バタバタと階段を上がって私の部屋にノックもせずに入ってきた。

「萌……」

「お母さんの言ってること、本当!?」

　ベッドにポンと上がり、寝そべる私に怖い顔で詰め寄ってくる。

「本当だよ」

「私だって千波兄が好きなのに！　日菜ちゃん、ひどいよ!!」

　頭から煙が出そうなほどの猛烈な萌の剣幕に、なにも言えなくなる。そのショックを受けた姿に、偽りの関係だと思わず言ってしまいそうになるけど、このことは誰にも話せない。

「ごめんね、萌。私も千波くんが好きなの。今日『付き合おう』って言われて、舞い上がって返事しちゃった……」

「千波兄が帰ってくるなり、日菜ちゃんはさすがだね。なんにも知りませんって顔しながら、計算高いんだからっ！」

　よほど千波くんと私とのことが堪こたえたらしい。こんなふうに萌の口からひどい言葉が出るなんて驚く。

『傷つけてしまってごめんね』と言葉にしたかったけれど、舌が張りついてしまったように口が開かなかった。

　萌も傷ついたと思うけど、私だって大好きな妹からひどいことを言われて傷ついた。

　なにも言わない私を睨にらみつけて、萌は部屋から出ていった。




　翌日、夏休みの宿題を早々と済ませてしまおうと机に向かっていると、ベッドの上に置いていたスマホが鳴った。

　着信の相手を見ると、郁斗だった。彼が電話をかけてくるのは珍しい。用があるときは大抵、直接うちに来るのに……。

「もしもし。郁斗、どうしたの？」

『日菜、兄貴とのこと、本気？』

「聞いたんだ……」

『ああ。俺――』

　昨夜、郁斗が部活から帰ってくると、上機嫌のご両親がいたらしい。その様子を不思議に思っていると、そこにいた千波くんが私と付き合うことを郁斗に報告した、とのことだった。

「よかったな、って言ってくれないの？　私は小さい頃から千波くんのことが好きだったんだよ？」

『……日菜、よかったな』

　郁斗はそう言うと、私がなにか話す前に電話を切ってしまった。

　確かめるためだけにわざわざ電話をかけてきたなんて、変な郁斗。

　スマホをベッドの上にポンと軽く投げようとしたとき、再び着信音が鳴った。また郁斗かな？と思って画面を見ると、今度は千波くんからの電話だった。

「もしもし、千波くん？」

『日菜、映画にでも行かないか？』

　気軽に誘ってくる千波くんは、いいことでもあったのか声が弾んでいる。

「映画……うん。行きたい」

　千波くんはみんなから疑われないように、私を連れだしてデートをしていると思わせたいんだ。

『三十分後に迎えに行く』と言われ、電話は切れた。




　迎えに来た千波くんは、清潔感のある白のシャツに、長い脚を引き立てるスリムな黒のボトムス。シルバーのネックレスと指輪も身に着けていた。ごく普通の男の子がする格好だけど、千波くんが身にまとうとどんなものでもカッコいい。

　千波くんを見るたび、私の胸は高鳴ってしまう。

　思わず目を逸らしたのに、千波くんが手を差しだしてきたので、仕方なくその手を握った。

　誰も見ていないんだから、手を繋つなぐ必要はないのに……。

「電車で行こうと思うんだけど、いいかい？」

「うん。街中だから、車より電車のほうが便利だし」

　私の戸惑いに気づかないまま、千波くんは駅に向かって歩きだした。




　映画館から出ると、冷房で冷えた肌に外の暑さが気持ちいい。

「千波くん、あんなスプラッターたっぷりのホラーが好きだったの？」

　私たちは自宅の最寄り駅から少し電車に揺られて着いた映画館で、グロすぎると騒がれていたアメリカのホラー映画を観終わったところ。

　ホラーは苦手だったけれど、他におもしろそうな映画がなかったから観ることにした。でも少し後悔している。

「意外と好きだよ。向こうでもよく観に行っていたな。でもこれはまだ観ていなかったんだ」

　よく観に行っていたと聞き、ミランダさんとデートしている千波くんを想像してしまい、落ち込みそうになる。

「スプラッターシーンのたびに叫んでいたけど、大丈夫かい？」

「ちょっと怖すぎ……夢に出てきそう」

　今でも心臓が暴れているし、叫びすぎて喉が痛い。だけどこの映画で得したこともある。恐怖シーンでは千波くんの肩に顔を埋うずめられた。

「女の子には刺激が強すぎたね。気を取り直して、おいしいものを食べに行こうか」

　千波くんは、少し心配そうに私の顔を覗のぞき込む。

「うん」

　ニッコリ笑って返事をすると、優しく髪を撫でられた。

　まるで本当に付き合っているみたい。恋人同士みたいに手を繋いで、ポップコーンを食べて………楽しく笑い合う。

　これが本当のデートならば、天にものぼる気分だったのに。




「日菜、大学はどうするの？」

「まだわからないの……」

　偽りのデートの帰り道、千波くんに尋ねられ、正直な気持ちを口にした。

「上じょう都と大だいには行きたくないの？」

「そういうわけじゃないけど……」

　千波くんが朝倉を捨ててアメリカへ行くなら、私が遠くの学校へ行く意味がなくなるから、確かにエスカレーター式で入れる上都大を選んでもいいかもしれない。

「とりあえず上都大に決めておいて、あとで気になった大学があれば考えたらいい。勉強もしなきゃいけないだろうけど、夏休みの間に行きたいところはある？」

　行きたいところ……すぐに思い浮かばず、少し考えてから口を開く。

「海に行きたいな」

　小さい頃、朝倉家と藤田家で海へ旅行に行ったことを思い出したのだ。

「わかった。じゃ、今度は海へ行こうか」

　千波くんが柔らかく微笑むのをまっすぐ見つめられず、頷いてそのままうつむいた。




　その夜、クーラーの効いたリビングでテレビを見ながら、今日のデートのことを思い出していた。

　念願の千波くんとのデート……。でも……デートじゃない。あくまでも朝倉のご両親へのカモフラージュに過ぎない。

　落ち込んでいると、萌が部活から帰ってきた。

　あれから萌は私と口をきこうとしない。

　千波くんと私が付き合うことが、相当ショックだったみたい……。

　でもね……萌……私のほうが、立ち直れないくらいショックなんだよ？　千波くんの彼女が元気になれば、偽りの恋人関係は解消して、彼は朝倉家を出てアメリカへ行ってしまうんだから……。




「おはよう」

　翌朝、ダイニングへ行くと萌が朝食を食べていた。『おはよう』と言っても、相変わらず私を無視している。

　私は小さくため息をついて、自分の席に座った。

「日菜、今日の予定は？　千波くんとデートかしら？」

　お母さんの言葉が萌をさらに苛いらつかせたようだ。彼女はガタッとイスを引いて、ダイニングから出ていった。

「まったく……変な子ね。なにか嫌なことでもあったのかしら？」

　お母さんが鈍感すぎるんだよ……。

　鈍いお母さんに肩をすくめて、私は朝食を食べ始めた。




　数日経ったある日、私は朝倉家におじゃましていた。千波くんとのデートの前に、花を活けてほしい、とおば様に頼まれたためだ。

　豪華なリビングのソファにおば様が優雅に座っていて、私が活ける様子を微笑みながら見つめている。

　千波くんはというと、おば様の対面のソファに座り、やはり私を見ていた。

「ステキね～。おばさん、向日葵ひまわりは大好きなのよ。夏らしくて明るくて元気が出るわ」

　おば様に喜んでもらえるのがうれしくて、笑顔になる。

　千波くんはコーヒーを飲みながら、ときどき私たちの会話に口を挟んだりしていた。

　そばに千波くんがいて、私が花を活けるのを見ていてくれる。そんなことは初めてで、内心うれしかった。

　花を活け終わると、千波くんの横に座り、おしゃれをして着てきた白いワンピースのスカートの裾を撫でつける。

　千波くんと目が合って、ニコッと笑う。この笑顔に、『ちゃんと役目を果たすからね』というメッセージを込めて。

「ご苦労さま。日菜ちゃん、おいしいケーキをいただいたの。ちょっと待ってて」

「母さん、俺たちもう出かけるんだけど」

　千波くんが腕時計を見て言った。

「あら、もうちょっとだけいてほしいわ。日菜ちゃん、すぐに持ってくるからね」

　そう言って、おば様はリビングをそそくさと出ていった。

「母さんは日菜にべったりだな」

「女の子がいないからでしょ」

　千波くんに微笑まれて、胸がドクンと高鳴る。それから不規則に暴れる鼓動。隣に座っているから、ドキドキしているのがバレてしまいそうだ。

　そのとき、タイミングよくおば様がトレーを手に戻ってきた。




　おば様の言った通り、とてもおいしいスフレケーキをいただいたあと、千波くんは私をドライブに連れだした。

　日中のうだる暑さの中、クーラーの効いた車の中は快適でドライブを楽しむ。

「郁斗はもうすぐ運転免許が取れそうだって」

　千波くんが運転しながらサングラス越しにこっちを見る。

「そうなんだ～。郁斗、運動神経いいし、頭もいいから、車の免許も簡単に取れるんだね」

　苦労せずになんでもこなしてしまう郁斗が、ちょっとうらやましい。私も免許を取ろうかな。

「日菜？　もしかして、免許取ろうなんて考えている？」

　千波くんは赤信号でブレーキをかけてから、黙ってしまった私の顔を覗き込むようにして見る。

「ダメかな……？」

「うん。ダメだよ」

　千波くんに簡単にダメと言われて、がっかりする。車を運転できないくらい運動神経が鈍いと思われているのかもしれない。

「日菜は助手席に座っていればいいんだよ」

　優しく言われ、まるで小さい子供のように頭を撫でられる。

　信号が青になり、アクセルを軽く踏んだ千波くんは、巧みなハンドルさばきで車線変更する。

　その横顔を見ながら、私は悲しくなる。

『誰が運転してくれるの？』

　そんな言葉が出かかった。

　千波くんはいなくなっちゃうのに……。










夏休みの旅行




　その夜、お風呂から上がって部屋で髪を乾かし終えたとき、愛ちゃんからスマホに電話があった。

　内容は海へのお誘いで、日帰りでなく一泊二日の泊まりがけ。しかも郁斗を誘ってほしいと頼まれた。郁斗が誰かを誘ってくれたら、四人で楽しめるからって。

　郁斗……行ってくれるかな……？　しかもメンバーは愛ちゃんと私。部活で忙しいと思うし……それに、郁斗は好きな子と行きたいかもしれない。

　そういえば、郁斗には好きな子がいるのかな。頻繁に告白されているけれど特定の彼女を作らないのは、もしかして片思い中の子がいるとか……？

　とにかく聞くだけ聞いてみよう、と郁斗のスマホに電話をかける。

「もしもし、郁斗？」

『日菜、どうした？』

「ねっ、郁斗。海に行かない？」

『お前、なんで俺なの？　兄貴がいるじゃん』

「……うん。あのね、愛ちゃんから一泊二日の旅行に誘われたの。それで……」

　愛ちゃんが郁斗を好きだなんて、私の口からは言えない。

　でも突然愛ちゃんの名前を出したから、変に思われているかも。もうちょっと言い方を考えればよかったな。

『もしかして、ダブルデートに誘ってる？』

　声から察するに、含み笑いをしているような郁斗が脳裏に浮かぶ。

「……それに近いかも……」

『海か……海もいいな』

「行ってくれるの!?」

　郁斗の乗り気な声に、私は目を輝かせた。

『ああ。あと男ひとり、誰？』

「郁斗に誰かを誘ってほしいんだけど」

『じゃあ、兄貴を誘おうぜ？　車を出させてさ』

　出させて、って……。

「千波くん、忙しいかもしれないよ？」

『お前、付き合ってんのになにを遠慮してんの？　ダブルデートだぞ？　俺が兄貴以外の男誘って、そいつがお前に悪さしたらどうすんの？』

「悪さっ!?」

『今のは言葉のアヤだけど、兄貴はきっと行くよ。聞いてみるから』

　郁斗はそう言って、電話を切った。

　それからふと、『自分で千波くんに聞いたほうがよかったかな……？』と考えて、ため息が漏れた。

　本当の恋人だったら、遠慮しないで聞いているはずだよね……。郁斗、おかしいと思わなかったかな……。

　しばらく経って、千波くんから電話がかかってきた。スマホとにらめっこをしながら今か今かと郁斗の電話を待っていたのに、千波くんからとわかり、一瞬ためらってから電話に出た。

「も、もしもし……」

『クスッ……日菜、俺より先に郁斗を誘ったんだ？』

　千波くんは笑っている。よかった……恋人同士なのに先に誘わないのは変だとか、郁斗に言われたのかなと心配だったから。

「う、うん……ごめんなさい。気が利かなくて……」

『日菜らしいね。運転手役、引き受けるよ』

「本当にっ？」

『ホテルの予約もしておくから。場所は任せてくれる？』

　千波くんと郁斗のお父様は、有名な朝倉ホテルの経営者だから、私が手配するより任せたほうがすぐに取れるかと思ってお願いすることに。

　それにしても、千波くんが怒っていなくてちょっとホッとした。

　怒るわけないか……私たちは本当の恋人じゃないんだから……。

　千波くんとの電話を切ってすぐに、愛ちゃんへ連絡しようと考える。

　歓喜する愛ちゃんの顔が目に浮かぶ。

　早速電話をかけてみると、予想通り愛ちゃんは飛び上がらんばかりに喜んでくれた。『朝倉兄弟が一緒に旅行に行ってくれるなんて、夢みたい』と。そして私も、千波くんと海へ出かけられることに胸が高鳴った。




　千波くんが選んだホテルは、家から車で三時間ほどかかる海のそば。都内からそのくらい走れば、わりとキレイな海で泳げると考えてくれたのだろう。

　愛ちゃんと駅前で待ち合わせしている私は、千波くんの運転するＢＭＷに乗って家から駅へ向かうことに。旅行バッグをトランクに入れてから、後部座席に乗ろうとドアを開けると、郁斗に笑われる。

「なんで笑うの？」

「日菜は兄貴の恋人だろ？　恋人は助手席に乗らないと」

　すっかりそのことを忘れていた。早々に恋人らしからぬ行動を取っちゃった……。

「でも……愛ちゃんは郁斗が隣だと、緊張しちゃうかもしれないよ？」

「いいんだよ。ダブルデートだろ？」

　郁斗は笑って助手席のドアを開けると、私を押し込めた。




　愛ちゃんは駅前のロータリーで待っていて、声をかけると少し引きつった笑みが返ってきた。朝倉兄弟を前にして、緊張しているみたいだった。

　今日の愛ちゃんはピンクのＴシャツとデニムのショートパンツで、海へ行くのにぴったりの装いをしている。身長もモデル並みに百七十センチあるから、朝倉兄弟と愛ちゃんの三人に囲まれると、平均的な身長の私でも小さく見えてしまいそう。

　しばらくすると最初の緊張も解けて、愛ちゃんは後部座席に座った郁斗と話が弾んでいるようだった。賑やかな声と笑い声が、助手席に座っている私に聞こえてくる。

「日菜、休憩しようか？」

　高速道路を順調に走らせていた千波くんが、声をかけてきた。

「あっ……ごめんね。千波くんは運転していて大変なのに、気がつかなくて……」

「運転は好きだから疲れてはいないよ。日菜のほうが疲れているみたいだ。毎晩遅くまで勉強しているのかい？」

「ううん。そんなことないよ」

　実を言うと、理由はわかっている。勉強じゃない。最近なかなか寝つけなくて睡眠が浅いから、倦けん怠たい感が残っている。

　少しして、車線変更した車はパーキングエリアに停まった。

「じゃあ、寝不足？」

　車を停めた千波くんの指が伸びて、私の目の下をそっとなぞる。

　くまがあるのだろうか。お化粧はしないから、自分の顔をまじまじと見ていない。だからくまがあることに気づかなかったのかも。

「千波くん……」

「ゴホッ、んんっ！」

　後部座席から大きな咳せきばらいが聞こえた。もちろんその主は郁斗。

「おふたりさん。いちゃつくなら、俺たちのいないところでしてくれる？」

　そう言うと、車の外に出ていった。

　いちゃつくという言葉を聞いて、まだ後部座席にいた愛ちゃんが、ネコのような目を真ん丸くさせて私のことを見つめる。

「えっ？　ええっ!?」

　彼女は千波くんと私の顔を見比べている。

「城崎、行くぞ？」

　郁斗が愛ちゃん側のドアを開けて呼んだ。

「あ、待ってっ！」

　愛ちゃんは急いで車から降りると、郁斗のあとを追いかけていった。

　愛ちゃんに千波くんのことを話していなかったから、驚いていたみたい……。あとで付き合っていると言おう。もちろん偽りであることは話さないで。

「日菜？　俺たちも行こう」

「う、うん」

　私たちがパーキングエリア内の店の中へ入っていくと、郁斗と愛ちゃんが楽しそうに土産みやげ物を見ていた。

　ふたりとも楽しそうでよかった。郁斗には、忙しいのに気を遣わせて旅行を承諾してもらったから、申し訳ないなと思っていたけど、愛ちゃんのことはまんざらでもないみたい。私たちよりふたりのほうが恋人同士に見える。

「千波くん、今お土産買っていく？」

　背の高い千波くんを仰ぎ見ると、軽く首を左右に振られる。

「帰りのほうがいいよ。まだここは途中だし。どうせなら、もっと先のほうがお土産らしいものが買えるんじゃないかな」

「そうだね。さすが千波くん」

　ニコッと笑うと、千波くんが私の手を握ってきた。

「ち、千波くん？」

「俺たちは恋人同士だろう？　郁斗たちがいるからそれらしくね？」

　返事の代わりに頷いた私は、繋がれた手に視線を落とす。うれしいけど、郁斗と愛ちゃんの前で恋人同士のフリをすることを考えると、ちょっとつらい。今まで隠し事はなく、なんでも話してきたから。

　お土産は買わずに自販機で飲み物を買っていると、郁斗たちがやってきた。

「あっ。俺、炭酸ね」

「もう買ったよ」

　私はすでに買った炭酸飲料のペットボトルを見せる。

「サンキュ。それでこそ幼馴染みだ」

　郁斗が満足気に笑う。

「愛ちゃんはなにが好きかな？」

　まだ郁斗と私の分しか買っていない千波くんは、愛ちゃんに尋ねた。

　千波くんに『愛ちゃん』と呼ばれてびっくりしたらしい彼女は、一瞬目を丸くして固まった。私が『愛ちゃん』と呼ぶので、千波くんも自然にそう呼んだみたいだ。

　愛ちゃんは千波くんに微笑まれて、さらに顔を赤く染めている。

　千波くんの微笑みは、小さい子からお年寄りまでドキッとさせちゃうに違いないから、愛ちゃんは戸惑いながらもはにかんでいる。私だって千波くんの微笑みにはいまだに心を射抜かれっ放しなんだから、仕方ないか。

　愛ちゃんは、微笑んでいる千波くんからようやく自販機へと目を動かした。

「えっと、スポーツ飲料をお願いします」

「これだね」

　千波くんは自販機のボタンを押して、出てきたペットボトルを郁斗に手渡す。車まで持っていってやれということなのだろう。郁斗も黙って受け取った。

　そして千波くんは自分の飲み物を買うと、私の手からアップルジュースのペットボトルを取り上げて、郁斗と並んで歩きだした。

　愛ちゃんがすかさず、私の耳元に口を寄せた。

「千波様、さすが外国暮らしが長いだけあるね」

　そういえば、いつも一緒にいるから千波くんの気配りが当たり前のようになっちゃっているけど、同年齢の男の子たちにはまだまねできない振る舞いかもしれない。

「でも……昔からそうだったかな」

　思えば、朝倉兄弟は子供の頃から優しかった。




「きゃーっ。海が見えてきたよ！」

　車の中で、愛ちゃんは窓の外に見えてきた景色に大興奮している。私も愛ちゃんにならって外に目を向けると、少し荒い波のある海が広がっている。

　愛ちゃんの声で、眠っていた郁斗が目を覚ました。

「ふぁ～っ。よく寝た。えっ!?　もう着くの？」

　のんきな声を上げた郁斗に、私は後部座席を振り返って、軽く睨む。

「郁斗、千波くんは運転しているのに失礼だよ」

「はいはい。俺はまだ講習中だから代わってやれないの」

　郁斗がふんぞり返ってそう言うと、千波くんが楽しそうな笑い声を上げた。その声を聞いて私も笑みを漏らした。




　車は、築年数がそれほど経っていなさそうな、キレイでおしゃれな南欧風のホテルに到着した。

　このホテルは朝倉ホテルグループのものではないけれど、前に泊まったことのある千波くんがここを気に入っていたらしく、決めてくれた。

　五階建てのホテルにはプライベートビーチがあって、ロビーの吹き抜けは明るく、ところどころの壁から花籠がつるされ、雰囲気もステキ。

　千波くんがフロントでチェックインの手続きを済ませ、カードキーを手にして戻ってきた。ベルボーイがすぐそばで、私たちの荷物をカートに積んで待っている。

　海に面したガラス張りのエレベーターに乗り込むと、キラキラ光る海が一望でき、みんなから思わず感嘆の声が上がる。

「愛ちゃん、見て、見て。すごくキレイだよっ」

　興奮して、隣にいる愛ちゃんに思わず声をかけてしまう。

「うん。最高だね」

　愛ちゃんも上機嫌でニッコリ笑う。

　エレベーターが五階に到着すると、ベルボーイが先に立ち、部屋に案内してくれた。

　愛ちゃんと私、千波くんと郁斗の組み合わせで分かれ、それぞれ部屋に入る。

「きゃーっ！　すごいっ！　豪華な部屋だね」

　愛ちゃんが感動している。そこはセミスイートの広々とした部屋だった。

「さすが千波様っ！」

　愛ちゃん、喜んでる。そんな愛ちゃんの姿が私はうれしかった。

「そうだ！　ねえ、日菜！　いつの間に千波様と恋人同士になっちゃったの!?」

　なにも聞かされていなかった愛ちゃんは、膨れっ面つらをしてみせる。

「え……っと、終業式……」

「じゃあ、あのとき学校にお迎えに来たのは、デートに誘うためだったんだね？」

「そうみたい」

　でも、結局は違う目的だったんだけど……。

「部屋割り、千波様に悪かったかな？」

「なんで？」

　私は愛ちゃんの言葉に首を傾げた。

「だって、恋人同士なら同じ部屋に泊まりたいものじゃない？」

「そ、そんなことないよ。それに愛ちゃん、郁斗と同じ部屋になっちゃうんだよ？」

「あ！　それは困るよ！　彼も困るだろうし……」

　愛ちゃんは恥ずかしそうに耳まで真っ赤にして、頬を染めた。




　それから私たちは、水着に着替えた。愛ちゃんはスレンダーな身体にシンプルな水色のビキニを身に着けていて、ファッション誌のモデルのようにキマッている。

　私はピンク地に白のドット柄のビキニ。茶色の髪はポニーテールにした。

「日菜、可愛いー！　華きゃ奢しゃなわりに胸はあるし、色白だし……千波様も用心しなくちゃね。ひとりで歩かせたら、男どもの餌え食じきになりかねないよ」

　腕を組んだ愛ちゃんは、私の頭からつま先まで視線を流している。

「男どもの餌食、って意味わかんない」

「日菜が可愛すぎるから、ってことに決まってるじゃない。恋人がナンパされてうれしいわけないし。でも千波様のような彼氏がそばにぴったりついていれば、悪い虫は即退散だね！」

　そう言いながら、ビニールバッグを肩にかけて、愛ちゃんはドアに向かった。

　千波くんは私のこと、可愛いって思ってくれるかな……。




　ビキニ姿でホテルの中を歩くわけにはいかないから、私たちはふたりともＴシャツを着て、ショートパンツをはいていた。

　待ち合わせしている一階のロビーに着くと、千波くんと郁斗のそばにふたり組の女の子がいる。大学生なのか、大人っぽい雰囲気の女の子たちを前に、千波くんはニコリともしていない。

「ね！　日菜。あの人たち、千波様たちに声かけてるよ？」

　この光景は愛ちゃんの目にも入ったようで、隣でムッとしている。

　いわゆる〝逆ナン〟。私はこんな場面を見慣れていた。

　千波くんと一緒に出かけると、こういうことは日常茶飯事なんだよね。

　でも、やっぱり目まの当たりにすれば、さすがに胸がズキッと痛む。

「愛ちゃん、大丈夫だよ」

　髪を明るく染めたギャル風の女の子ふたりに話しかけられているけど、千波くんと郁斗は相手にしていない。

　そのとき、千波くんが視線を私たちのほうへ向けた。

「日菜」

　千波くんは微笑んで、私の元へゆっくり歩いてくる。私に気づいてすぐに来てくれたのが、なんだかうれしい。

「千波くん、お待たせ」

　私の透明な大きめのビニールバッグに気づいた千波くんは、手を差しだしてそれを持ってくれる。そこへ郁斗もやってきた。

「兄貴、置いていかないでくれよ。あいつら、しつこいのなんのって」

　郁斗も彼女たちの誘いに辟へき易えきしていたようだ。

「無視すればいいんだ」

　千波くんがサラッと言った。

　そのセリフは誰にでも優しい千波くんには似合わなくて、どちらかというと郁斗が言いそうなセリフ。その意外性に、私はちょっと胸がときめいた。

　ホテルのカフェで昼食をとってからビーチに出ると、郁斗は愛ちゃんを誘って真っ先に泳ぎに行った。

「食べたばかりだけど、日菜はどうする？」

　千波くんがビーチベッドに腰かけた私に聞いてきた。

「……ん……泳ぐのはまだいい……」

　私はまだ、Ｔシャツとショートパンツ姿。

　千波くんはシンプルなブルー系のアロハシャツを脱いで、上半身裸になった。細身に見えるけど鍛えられた筋肉がついていて、ほどよく日にも焼けている。その男らしい姿に胸が暴れだして目を伏せる。

　郁斗は夏になると、学校でも堂々と上半身裸になっているのをよく見かけるから免疫があるけど、千波くんの水着姿なんてめったに見られないせいだ。

「日焼け止めを塗らないと大変なことになるよ。日菜は色が白いから」

　確かに、日差しが照りつけてすでにヒリヒリ感がある。このままじゃ肌が傷んじゃう。でも……。

「う、うん……」

　返事をするも、千波くんの目の前でＴシャツを脱ぐことになるから恥ずかしい。

「日菜、恥ずかしいのかい？」

「えっ……」

　千波くんに指摘されて、私はみるみるうちに耳まで赤くなる。

「海に来ているんだから、水着になるのは当たり前だろう？」

　いやらしさは微塵も窺えない爽やかな笑顔に安心して、私は水着の上に着ているＴシャツを思いきって脱ぐことにした。

　泳ぐつもりでビキニを買ったんだし……。

「日焼け止めを塗ってあげるよ。そこに寝そべって」

　言われるままに急いで背を向けて、テスリン素材のビーチベッドに寝そべる。千波くんの長い指が、背中を這はっていく。

　千波くんの指……気持ちいい……。

　ドキドキしながらも、寝不足気味だったこともあって、私は心地よさの中で目を閉じた。




　起こされて目を開けると一時間くらい経っていたようで、自分が眠ってしまったことにびっくりした。

　もったいない。せっかく来た海なのに……。

　目が覚めてからは四人で海に入り、時間を取り戻すようにめいっぱい楽しんだ。

　夕方まで海を堪たん能のうして、私たちはホテルに戻った。髪まで海に浸つかってしまったから、塩水でベタベタしている。

　部屋のお風呂に入ってさっぱりして、髪にドライヤーを当てていると、あとから入った愛ちゃんがバスタオルを身体に巻いて出てきた。

「日菜、ホテルの中にお土産屋さんがあったけど、行かない？」

「行きたいっ、行こうよ！」

　支度を終えた私たちは一階まで下りた。エレベーター近くのスペースに大きな窓ガラスがあって、ふとそこを見ると千波くんがいた。壁に寄りかかって、窓の向こうを見ながら電話をしている。

「How is your condition?（具合はどう？）……It is good.（それはよかった）……I want to see you soon. I love you.（早く君に会いたいよ。愛している）」

　千波くんは相手を慈しむような笑みを浮かべながら、英語で話をしていた。

　英語が苦手な私でも、千波くんの言っていることはわかった。電話の相手はおそらく、千波くんが結婚したいと言っていたアメリカにいる彼女のミランダさん。サァーッと血の気が引いていく感覚を覚えた。

「日菜、今の、どういうこと……？」

　一緒に千波くんの言葉を聞いてしまった愛ちゃんが、私の顔を覗き込む。

　私は愛ちゃんの手を掴むと、足早にエレベーターに乗った。




　部屋に戻ると、私は足の力がなくなったようにガクッとベッドに座り込んだ。

「日菜、千波様は電話の相手に『愛している』って言ってたよ。あれって……？」

　愛ちゃんに聞かれてしまったからには、ごまかすことなんてできなかった。むしろショックが大きすぎて、愛ちゃんに聞いてほしかった。

「あのね……千波くんと私、本当は付き合っていないの。千波くんにはアメリカに病気の彼女がいて、今は入院中で……治ったら……彼女と結婚するの」

　話していると悲しくなって、涙がポロポロ出てきた。

「……なにを言っているの？」

「ご両親にその人との結婚を反対されていた千波くんは、お見合いを勧められていたの……。だから、彼女が退院するまで時間稼ぎをするつもりで、私と付き合っていることにしてほしいって頼まれて……」

　愛ちゃんはひどく驚いた顔をしている。

「だって……日菜は千波様のこと、好きなんでしょ？」

「好きだから……なんとかしてあげたくて……千波くん、彼女との結婚は認めてもらえないから、朝倉の家を出るつもりなの……」

　とうとう私は涙を止められなくなり、そのあとに話を続けることもできなくなった。

　あんな会話、聞きたくなかった……。

「日菜……」

　愛ちゃんは隣に腰かけて、私のことを抱きしめてくれる。

「ひどいよ……千波様。そんなひどい人だとは思わなかった」

「千波くんの悪口は言わないで……。今の話は誰にも言わないでね。内緒だよ？」

　彼は私が好きなことを知らない。それで私に話を持ちかけてきたんだから。自分を好きだと知っているのに恋人のフリをさせるような人じゃない。

「どうしよう……こんな顔じゃ、泣いたってバレちゃう」

　鏡を見てみると、鼻と目が赤くなり、瞼まぶたが少し腫はれてしまっていた。

「任せて！」

　愛ちゃんはバッグの中から化粧ポーチを持って戻ってくる。

「お化粧なんてしたら、余計に不自然になっちゃうよ」

「でも、その顔でふたりと顔を合わせたら、なにがあったのか聞かれちゃうよ？　任せといて！　不自然にならないようにするから」

　泣き顔をカモフラージュするには、愛ちゃんの化粧品に頼るしかなかった。

　やり方をよく知らない私に、愛ちゃんは手際よくメイクを施してくれた。




　夕食はホテルの一階にある南欧風レストラン。近海で獲れた海鮮の料理がこのホテルの売りみたい。

　先に席に座っていた千波くんと郁斗は、私たちがレストランの入口に姿を見せると席から立ち上がって迎えてくれた。

「日菜、可愛いよ」

　千波くんは、私がメイクをしたことにすぐに気づいたみたい。

「お前が化粧するなんて、変な感じ」なんて憎まれ口を叩くのは郁斗。

「もうっ！　千波くんが褒めてくれたからいいもんっ」

　愛ちゃんがメイクをしてくれたおかげで、私の涙の跡が見抜かれることはなくホッとした。

　何事もなかったように食事は楽しく進んでいく。前菜、スープと続いて、おいしそうな焼き色のついた伊勢エビが運ばれてくる。

　伊勢エビは大好きなんだけど、ちょっとめんどくさいな、と思いながら、手を動かす千波くんを見ていると、目の前にちゃんと切り分けられた別の皿が置かれた。

「どうぞ。小さめに切り分けたから食べやすいと思うよ」

「千波くん……ありがとう」

　千波くんが気遣ってくれていると思うとうれしくなって、笑顔を浮かべる。すると、ふんわりと優しい笑みが返ってきた。

「城崎？　お前、うらやましいの？」

「えっ!?」

　郁斗に話しかけられた愛ちゃんが、ハッとしたように肩を動かして声を上げた。その素すっ頓とん狂きょうな声に、思わずみんなの視線が愛ちゃんへ集中する。

「愛ちゃん、どうしたの？」

「あっ、その、千波様、日菜に優しいなって」

　愛ちゃんは笑ってごまかしていたけど、たぶん千波くんのことを真剣に観察していたんだろうな。

「じゃあ、俺もやってやるよ」

　そう言うと、郁斗が伊勢エビをしっかり切り分けて、その皿を愛ちゃんの前に差しだした。




「日菜、散歩しようか」

　食事が終わってぶらぶらとロビーまで来ると、千波くんに誘われた。郁斗と愛ちゃんはビリヤードに行く約束をしたみたいで、「バイバイ」と手を振られる。

　私が返事をする前に、千波くんに手を握られていた。

　郁斗たちとはロビーで別れ、私たちは手を繋いだまま建物を出て、海のほうへ足を向けた。

　ホテルの建物を離れると外灯もなく、月明かりの下をゆっくりと歩く。

「千波くん、なにを考えているの？」

　歩いている間、ずっと黙っている千波くんがなんだか怖かった。

　アメリカの彼女と、なにかあったの？

　彼が今にも、どこかへ行ってしまいそうに思える。

「日菜の手は、こんなに小さいんだなって」

　握った手を持ち上げ、千波くんは私の手の甲にキスをした。

「ち、千波くんっ！」

　びっくりして思わず手を引っ込めようとした。でも、ギュッと握られてしまい、動かすことができなかった。

「どうしたの？　千波くん、なんだか変だよ……？」

　いつもと違う強引な千波くんに、戸惑ってしまう。

「そんなことない。男なら誰でも、日菜にキスをしたいと思うだろう」

　月明かりしかなくて薄暗いから、千波くんの表情がよくわからないけれど、真剣そのものの声色に私は小首を傾げる。

「そんなこと言うなんて、やっぱりおかしいよ」

「日菜……」

　切なそうな声に上を向くと、千波くんの切れ長の目と視線がぶつかった。

　顎あごに手をかけられ、千波くんの顔が近づいてくる。

　このままキスされるの？と驚いて動けないでいると、予想通り千波くんは強引に私の唇にキスをした。

　心臓がドクッと音をたてる。

　重なったのはほんの一瞬だったかもしれない。私が千波くんの胸を、力を込めて思いっきり押しのけたから。

「こっ、こんなのおかしいよっ！　どうして……どうしてキスするの？」

「日菜にキスしたいと思ったから」

　私の怒りをものともせず、千波くんは天気の話をするみたいに簡単に告げた。

　私は、そんな言葉が聞きたいわけじゃない。

　キスされて、淡い夢を見てしまいそうになる……。

「お部屋に帰るっ！」

「日菜っ！」

　千波くんの呼びかけを無視して、私はホテルに向かって走っていた。




　翌日、千波くんと顔を合わせたときには、『昨日のことは忘れる』と決めて普段通りに振る舞った。

　千波くんもいつもと同じで、昨日のことは夢だったのかと思ってしまう。

　帰りに水族館へ寄っていくことになって、愛ちゃんが一番喜んでいた。

　複雑な気持ちを抑えて笑顔を浮かべながら、私は水族館の魚たちを眺めていた。




「千波くん、運転お疲れさまでした」

　家の前に車が停められ、降りた私は、トランクから荷物を出してくれた千波くんにお礼を言う。

「郁斗も一緒に海に行ってくれてありがとう。愛ちゃんも喜んでたよ」

　愛ちゃんは先に自宅まで送っていった。彼女も私たちに『楽しかった』とお礼を言って、車が見えなくなるまで大きく手を振っていた。

「日菜も疲れただろう。ゆっくり休むんだよ？」

「どんだけ日菜に甘いんだよ」

　千波くんの言葉に、郁斗が呆れた声を上げた。

「ありがと。千波くんもゆっくり休んでね」

　返事の代わりに、千波くんは私に微笑んでみせた。










恋心




　それから数日が経った。旅行以来、千波くんにも郁斗にも会っていない。

　萌はまだ私に怒っているようで、そっけない態度は相変わらずだけど、日にちが経つにつれ少しずつ気持ちも和らいでいるみたい。もっとも彼女は毎日部活で忙しく、朝早くから夜遅くまで家にいないから、しょっちゅう顔を合わせているわけではないけれど。

　昨日、愛ちゃんから【買い物に行こう】とお誘いのメールが来た。旅行のあとは、どこにも出かけていなかったから楽しみだ。

　愛ちゃんを駅の入口で待っている。ここはいわゆる待ち合わせスポットなのだけど、夏休みの今は退屈しのぎなのかナンパが目立つ。

　早く、愛ちゃん来ないかな……。

　居心地の悪さを感じて、私は愛ちゃんが現れるであろう方向を見ていた。

「ねえ、君っ。俺たちと一緒に遊ばない？」

　突然上から降ってきた声に、ビクッとする。

　いつの間にか私の後ろに、ふたりの高校生らしい男の子が立っていた。どちらもストリート系のファッションで固めている。

「友達を待っているんです」

　誘いを断ると、なれなれしく「いいじゃん、その友達も一緒に」と腕を掴まれてしまう。

「嫌っ！　離して!!」

「君、可愛いからさ～。一緒に遊びたいんだよね」

「嫌です！」

　手を振りほどこうと身体を動かすけど、かなりきつく掴まれていて腕が痛い。

　どうしようと困っていると突然、怒鳴るような大きな声が聞こえた。

「日菜っ！」

「郁斗！」

　声のしたほうを見ると、郁斗がエナメルバッグを肩にかけて立っていて、後ろには数人のサッカー部員も見える。

「おい、離せよ。嫌がってるだろう？」

　郁斗がめちゃくちゃ不機嫌そうに詰め寄ると、男の子はパッと私の腕から手を離す。

「お前はなんなんだよ！」

　声をかけてきた男の子のひとりが、強気で郁斗に言った。

「俺？　こいつの彼氏」

　ちょっと前はあんなにイキがっていたのに、今の彼らは余裕の笑みを浮かべた郁斗に言葉が出ないようだった。

「なんだ、彼氏がいるのかよ」

　そう言って彼らは気まずそうに、そそくさといなくなった。

「お前、ナンパされてんじゃねーよ」

「好きでされたんじゃないもん！」

　彼らがいなくなると、郁斗が不機嫌そうに私を睨んだ。お礼を言おうと思ったのに説教めいたことを言われて、私はぷいっとそっぽを向く。

　そこへ愛ちゃんが姿を現した。

「日菜、待たせちゃっ……た……？」

　近づいてきた愛ちゃんは、どうして郁斗やサッカー部員がいるのかと首を傾げる。

「ううん。愛ちゃん、行こうっ」

　郁斗を睨んでから、愛ちゃんの手を掴んで歩きだした。

　買い物を楽しんでいるうちにあっという間に時間が経ち、家路に着く頃には気づけば嫌なことも忘れていた。




　その夜、私は自分の部屋で夏休みの宿題のテキストを開いていた。

「はぁ～」

　勉強しなくちゃいけないのに、考えるのは千波くんのことばかり……。千波くんが朝倉の家を出るとき、私は……。

　――トントン。

　ドアをノックされる音で考えが中断した。

「はい」

　返事をして振り向くと、部屋に入ってきたのは千波くん。驚いて目が真ん丸になり、慌ててイスから立ち上がる。

「……千波くん」

　千波くんの視線が、半袖から出ている私の腕に向けられた。その場所は紫色になっている。

「日菜、腕は大丈夫？」

「郁斗から聞いたの？」

　千波くんが近づいてきて、紫色になった腕をそっと撫でる。

「ああ。ナンパされた男に腕を掴まれたって。日菜は無防備だから、心配だな」

「そんなことないよ……」

　無防備になってしまうのは千波くんの前だけだ、と自分では思っているのに。

「そんな心配しなくていいよ……。千波くんは私のこと、愛しているわけじゃないんだから」

　千波くんの目を見られずに、うつむいてしまう。

「愛していないけど、嫌いじゃない。君は俺にとって一番の女の子だよ」

　無表情で淡々と告げる声に、胸が痛んでくる。

　愛していない……。わかっていたけど……。

　その言葉に、私の心にはまた傷ができてしまった。

「腕、冷やしたほうがいいんじゃないか？」

「大丈夫だよ。痛くないし」

　傷ついた心を隠すように、そっけない返事になってしまう。

「日菜……」

「飲み物持ってくるね」

　ふと目にした千波くんの探るような視線に戸惑って、私は逃げるように部屋を出た。

　気持ちを落ち着けなきゃ。

　すると階段の途中に、飲み物を運ぼうとしているお母さんがいて、足が止まる。

「あ、ありがとう。お母さん」

「あら、部屋まで持っていったのに」

　お母さんは飲み物とクッキーが乗せられたトレーを私に渡し、階段を下りていった。

　部屋の前に戻ると、少し開いたドアの隙間から萌の声が聞こえる。

「どうして日菜ちゃんなの？　千波兄」

　自分の名前が聞こえて、思わず立ち止まった。

「日菜のことを愛しているから」

　さっきの淡々とした口調からは打って変わって、今の言葉は感情がこもっているように聞こえた。

　嘘ばっかり……。さっき、私のことを愛していないって言ったのに……。

「私じゃダメ？」

　萌の真剣な声。

「萌は若すぎるよ。萌はずっと、俺にとっては可愛い妹みたいな存在なんだ」

　千波くんの声が聞こえた。はっきりと、だけどなんとか萌を傷つけないように言っているのがわかる。

　私と萌……どちらを傷つけたくないのか……わかってしまった……。萌には優しくするのに、私のことは平気で傷つけられるんだ……。

　そのとき内側からドアが開いて、千波くんが出てきた。

「日菜、今日は帰るよ。明日連絡する」

　千波くんの指が私の頬に触れ、さりげなく口の端にキスが落ちてきた。

　チュッと音をたてて離れる唇。先ほどの千波くんの言葉に深く傷ついていた私は、人形のように黙ってキスを受け入れていた。

　本当に好きでキスしてくれたなら私の胸は暴れるだろうけど、このキスは偽り……。もし萌が部屋から出てきたら見せつけようと思って、キスをしたのかもしれない。

　思った通り、すぐに不機嫌そうな萌が部屋から出てきて、私たちから顔を背けて自分の部屋に入ってしまった。

「おやすみ。日菜」

　その場に心が痛む私を残して、千波くんは帰っていった。

　約束した通り、翌日、千波くんから電話があった。

　用件は、朝倉ホテルの六十周年記念パーティーが明日の夜にあるから、一緒に出席してほしいということだった。

『日菜はパーティーが苦手だって、わかっているけど……』

「いいよ。私が行かないと、千波くん、たくさんの女の人に捕まっちゃうもんね」

　ひとりでパーティーに参加したら、千波くんは絶えず女の人にまとわりつかれてしまうだろう。

『日菜、ありがとう』

「別にお礼なんて……私、千波くんの彼女だし」

　私をなんとも思っていない千波くんだけど、やっぱり守ってあげたくなるんだよね。まとわりつく女性くらい、千波くん自身で簡単に対処できるのに。

　そこで私は、自分の別の気持ちに気づく。

　それは、せめて日本にいる間は自分が千波くんの一番でいたいんだ、という気持ち。他の女性と会ってほしくない独占欲。

『午後にドレスを買いに行こう』

「いいよ……この前買ってくれたワンピースがあるし」

　あれならどんなパーティーに出ても大丈夫。

『じゃあ、これからランチに行かないか？』

　少しでも千波くんと会いたい私は、すぐさま了承して電話を切った。それから急いでお気に入りのレモン色のワンピースに着替える。

　着替えを終えて、鏡を覗き込んだ。鏡の中で笑っている自分を見て、小さなため息を漏らす。

　昨日の千波くんの言葉に落ち込んでいたはずなのに……。

　私のこと、好きじゃないってわかっているのに、会えると思っただけで気分が浮き立ってしまう。




　車で迎えに来た千波くんは、いつも通りレストランに連れていってくれた。

「千波くん、ごちそうさまでした」

　おいしいイタリアンを堪能してから車に乗り込み、運転席に座った千波くんにお礼を伝える。しかし返事はなく、千波くんはなにかを考え込んでいるような表情を見せていた。

　どうしたんだろう……ミランダさんのことを考えているのかな？

　不思議に思っているうちに、千波くんがエンジンをかけたので、スーッと涼しいエアコンの空気が車の中を満たしていく。

　車が向かっているのは自宅へ帰る方向ではないから、少しドライブでもするのかと思っていると、停まったのは高級セレクトショップの前。

「千波くん？」

「やっぱりプレゼントさせてほしい。服は何枚あってもいいだろう？」

　戸惑う私に千波くんが頼み込むように言うので、仕方なく頷いた。

　ここは終業式の日にワンピースを買ってもらった高級ブランドのショップとは別の店で、どちらかというと可愛い感じのドレスワンピが置いてある。店内にあるのは柔らかい色味のものばかりで、どれも着てみたくなるデザイン。

　たくさんある中で、千波くんはベビーピンクのシフォン素材のドレスを選んだ。ホルターネックで両肩が出ているけれど、色味や生地の質感から、清楚でいて華やかなイメージ。丈は膝より五センチほど長く、パーティーにぴったり。

「可愛いよ。まるで砂糖菓子みたいで食べたくなる」

　試着して千波くんに見せると、甘い笑みと共にこのセリフ。

　店員に聞かれたのではないかと恥ずかしくなる。けれど、大好きな人にそう言われてうれしくないわけがない。

　私は複雑な気持ちだった。




　翌日、千波くんが迎えに来て外に出てみると、目の前の車に唖然とした。いつものＢＭＷではなくて、真っ白なリムジンが停まっていたから。

　リムジンのそばに立っている千波くんは、黒のタキシード姿でいつもより大人っぽく、凛り々りしい。モデルのように背が高いから、どんな服でも着こなしてしまう。

　カッコよすぎて、まともに千波くんの顔が見られない……。

　立ち止まってしまうと、千波くんが颯爽とした足取りで近づいてきた。

「日菜、キレイだよ」

　私は見慣れない千波くんに胸をドキドキさせながら、笑顔を向けた。キレイだと言われてなんだかくすぐったい。千波くんに言われたことは、お世辞でもうれしい気分になってしまうのだ。

　案内されてリムジンに乗り込んだ瞬間、私は感嘆の声を上げた。

「すごい豪華……」

　きらびやかな内装に目を丸くしていると、あとから乗り込んできた千波くんがクスクスッと笑う。

「お酒を飲むからね。ホテルに泊まるわけにもいかないだろう？」

「う、うん」

　確かに、千波くんと泊まるわけにはいかないけど、電車やタクシーで帰っても大丈夫だと思う。

　でも、これは朝倉ホテル所有のリムジンで、今日は空いていたから使えたとのこと。

「今日は特別待遇だからね」と、王子様のような笑みを千波くんは浮かべた。

　初めて乗るリムジンと、目の前のカッコいい千波くんに、ずっと心臓が暴れていた。




　会場は朝倉ホテル。千波くんは堂々とエスコートしてくれるけど、私は恥ずかしさのほうが先に立つ。

　日本屈指のランクを誇る朝倉ホテルを経営する一族の、跡取りに当たる千波くん。だけど、きっぱりその地位を捨てようとしている。郁斗はそのとき、どうするんだろう……。

　千波くんの腕に軽く手を添えてロビーに入った途端に、人の目が気になってしまう。彼はいつでも注目を浴びてしまう人だから、一緒に歩くと気後れする。私が千波くんに釣り合っていないと思われているみたいで。

「日菜、どうした？」

「えっ？」

　考えすぎて足が止まっていた。私の手が離れたせいで、一歩前を歩く千波くんが振り返り、首を傾げて私を見る。

「ううん」と首を横に振ると、今度は手をギュッと握られた。




　朝倉ホテルの六十周年記念パーティーは盛大だった。おじ様が二代目、千波くんが継げば三代目になる。

　郁斗は先に来ていたようで、おば様のそばにいるのが見えた。黒いスーツ姿の郁斗も少し大人びてカッコいい。写メを撮って愛ちゃんに見せてあげたいな。

「タキシードを着たくない郁斗と、着せたい母さんに挟まれて、大変だったよ」と千波くんが教えてくれた。結局、スーツでおば様が妥協したって。

　おいしそうな料理にすぐに箸をつけるわけにもいかず、私は千波くんの横で紹介されるたびにただ笑顔を浮かべていた。




「よっ！」

　ホテル関係の人がいなくなると、後ろから声をかけられた。

　振り返ると、千波くんの友人の秋成さん。隣にはモデルみたいに細くて背の高い、美しい女性を連れている。

「こんばんは。日菜ちゃん」

　秋成さんがこちらに笑顔を向けた。

「こんばんは。秋成さん」

　挨拶のあとに、秋成さんの隣の女性を紹介されたけど、彼女から冷たい視線を向けられて戸惑う。

「可愛い恋人連れで、女性客がショックを受けていたぞ？　この色男」

　秋成さんが笑いながら千波くんに軽口を叩く。

「関係ないよ。俺は日菜だけいればいい」

　私の肩の素肌に、千波くんの指がかかる。その仕草にドキッと心臓が音をたてた。

　肩に触れている手にばかり意識がいってしまう。

「もちろん、そうだよな」

　秋成さんが笑って同意した。




　ひと通り挨拶も終わり、再びふたりになったとき、千波くんがおじ様に呼ばれた。そこには、私の父親くらいの年齢の男性たちが数人いる。

「日菜、ここで待ってて。すぐに戻るから」

「うん」

　壁に背を向けて立っていると、千波くんの帰国パーティーのときに会った正志さんが、ひとりでふらりと近づいてきた。彼もタキシードを着て正装している。

「やあ、日菜ちゃん」

　ちょっと目のまわりが赤く見えるのは、気のせいなのかな。

「こんばんは」

　軽く頭を下げてから顔を上げると、目の前にオレンジジュースのグラスを差しだされた。

「喉、渇いたでしょ？」

「あ、ありがとうございます」

　細長いグラスを受け取り、ひと口飲む。

　ちょっと変わった味のオレンジジュース……。

　高級ホテルのドリンクだから、私の口には合わないのかな？なんて考えてみたけど、ほとんど甘さを感じないオレンジジュースは清涼で、いつの間にか細長いグラスの中身を飲み干していた。

「おいしかった？　もう一杯飲む？」

　返事をする前にウエイターを呼び止めた彼は、同じものを取ってそのグラスを渡してきた。

「ありがと……ヒックッ」

　あれ？　どうして……？　頭がくらくらする。

　足に力が入らなくなってふらついて、グラスを持っていないほうの手を慌てて壁につけた。

　だんだん胃の中が暴れてくる。気持ち悪い……。

　手を口元にやって、こみ上げる吐き気を堪える。

　正志さんがなにかを言っている……。

　もしかして、あのジュースはお酒だったの？　……千波くん……助けて……。

「日菜!?」

　ずるずるとその場にしゃがみ込みそうになったとき、驚いたような千波くんの声がした。

　頭が朦もう朧ろうとして今にも意識を飛ばしてしまいそうで、もう立っていられない。

「正志！　日菜になにをした!?」

　千波くんはそう言うと、私の身体を抱きかかえる。

「千波、よかった……」

　正志さんは、千波くんが来て安堵したような声を上げた。

「あれを一杯飲んだら、こんなふうになったんだ」

　彼が指差したテーブルの上には、私の手から取り上げられたグラスが置かれている。

「オレンジのカクテル一杯で、こんなになるとは思ってもみなかったよ」

「日菜の身体は、酒を受けつけないんだ！」

「兄貴っ！」

　千波くんの胸の中で、私は駆けつけた郁斗の驚いた声を聞いた。

「郁斗、部屋を用意してくれ」

　千波くんに声をかけられた郁斗は、先に会場を出ていった。




「日菜、吐いて」

　ホテルの部屋の洗面台にもたれる私の身体を、千波くんが支えてくれている。

「ダ……メ……」

「日菜、お願いだから吐いてくれ。吐けば楽になる」

「……ひとりに……して……」

　震える唇から荒く息を吐いて、千波くんの身体を押す。

　千波くんの前でなんて、吐きたくない……。最悪な気分なのに、そんなことを考えてしまう。

「……わかった」

　千波くんがいなくなるとかなり気が楽になって、トイレに身体をもたせかけながらなんとか吐いた。

　ひとしきり吐いてトイレをふらつきながら出ると、千波くんが廊下の壁に背を預けて立っていた。

　彼はつかつかと近づくと私を抱き上げ、そのまま歩きだす。吐いたせいで疲労感と眠気に襲われて、されるがままだった。水もたっぷり飲まされた。

　部屋の中央にあるベッドの端に座らされて、瞑つむっていた瞼を開くと、千波くんが私のドレスに手をかけていた。

「ち、千波く……ん……？」

「このままでは横になれないだろう？」

「自分で……」

「手も動かせないんだから、自分でできるわけないだろ」

　千波くんは強引に、首の後ろのリボンの結び目を外してきた。

「水着姿を見ているんだから。下着も露出は同じだよ」

「同じ……じゃない」

　しゃべることはできるけれど身体を動かせない私の言葉を聞き流して、千波くんはドレスを脱がせていく。

　私の羞しゅう恥ち心はピークに達していたけれど、すぐにベッドに寝かされ、千波くんが布団の上からそっと背中を撫でてくれているうちに呼吸も落ち着き、やがて眠りに落ちていった。










事故




　今はお昼前。私は自宅の部屋に戻ってきていた。

　今朝、目が覚めたときはものすごく驚いた。記憶は途中からなかったし、なにしろ自分がいる部屋があまりにも豪華で慌てた。

　頭は鈍器で殴られたように痛む。その痛みを我が慢まんして寝返りを打って、さらにびっくりした。隣で千波くんが眠っていたから。

　見れば布団の上で横になっていて、中には入っていない。タキシードのジャケットを脱ぎ、蝶ちょうネクタイもなかった。

　思わず小さな声を上げると、千波くんの目がパッと開いた。

「日菜、起きたのか。具合はどう？」

「なんで……ここ……？」

　しかも自分は下着姿。

「記憶がないのか？」

「頭がぼんやりしていて……」

　昨夜のことはうっすらと霞かすみがかかっていて、記憶があいまいだった。

「おはよう」

　千波くんの顔が近づいて……唇にキスが落とされた。そっと触れるだけで、私の反応を楽しむようなキスだった。




　私のためにルームサービスの朝食を用意してくれた千波くんは、食事のあと、自宅へ送ってくれた。

　自分の部屋の窓辺に立って今朝のことを考えていた私は、右手を唇に持っていく。

　千波くん……。

　アメリカの留学が長いから、あんなキスは友達同士でもするんだろうな。何度かされているけど、いつもそんな思いがよぎってしまう。

　昨日は醜しゅう態たいを晒さらしちゃったよ……。

　少し記憶が蘇ってきた。

　正志さんに渡された飲み物、あれが原因。

　オレンジジュースの味がするお酒があるなんてこと、知らなかったよ。

「はあ……」

　頭の鈍痛がまだ続いている。

　でも、別の意味で頭が痛いのは、千波くんにドレスを脱がされたことと、キスされたこと。

　自分の気持ちが抑えられなくなっちゃうよ……千波くん……。

　うなだれているとそこへノックの音がして、返事をすると萌が入ってきた。

　千波くんのことがあって以来、萌は自分からは入ってこなくなっていたのに。

「日菜ちゃん、バッカみたい！　千波兄にどれだけ迷惑かければいいのよ！」

　私の顔を見るなり暴言を吐く萌に、なにも言えない。千波くんに迷惑をかけてしまったのは、事実だから。

「やっぱり日菜ちゃんは、千波兄にふさわしくないよ！」

　それだけ言うと、萌は部屋から出ていった。

　呆ぼう然ぜんとドアを見つめていると、机に置いてあったスマホが鳴る。

「郁斗……」

『ああ、大丈夫か？』

「ん……迷惑かけてごめんなさい……」

『兄貴が悪いんだよ。日菜から離れるから』

「ううん、そんなことないよ。私が悪いの。ひと口飲んだときに気がつけばよかったのに……」

『ははっ。お前はトロいから』

　ううっ……返す言葉も見つからない。

『とにかく今日は寝てろよ？』

　心配してくれる郁斗に感謝しながら、私は電話を切った。

　千波くん……どうして連絡くれないんだろう……呆れられちゃったのかな……。

　千波くんから連絡がないだけで、こんなにも不安になってしまう。

　偽りの関係なのに、どこか期待している自分がいた。




　それから数日経っても、千波くんからは連絡がなかった。

　道でばったり会った郁斗に、私は千波くんがどうしているのか聞いてみた。

「最近の兄貴、変なんだよな」

「変？」

「なんかさ、みんなといてもよく考え事しているし、あまり笑わない」

　そうなんだ……どうしたんだろう……千波くん。

「そうだ！　兄貴は放っておいて、明日ドライブに付き合わないか？」

「ドライブって……？」

「そう、免許取れたんだ。明日、俺の車が納車されるから」

「本当？　おめでとう！　部活もあったのに早かったね。さすがだよ」

「人一倍努力したからな。だから、明日はその辺をドライブだ」

　すごいな～郁斗は。夏休み中に免許を取っちゃうなんて。

　私は千波くんのことが気にかかりながらも、郁斗の提案に応じることにした。




　翌日の午後、インターホンが鳴って外に出ると、家の前に郁斗の車と思われる濃紺の小ぶりな車が停まっていた。

「可愛い車だね」

　高校生で車とは……どこか金銭感覚がずれている気がするけど、気にしないことにする。

「ああ。これが欲しかったんだ」

　助手席に座った私は、クンと車内をかぐ。

「新車の匂いって大好き」

　郁斗は笑顔を見せて、エンジンをかけると車を発進させる。

　彼の運転は本当に免許取り立て？と思うくらい上手だった。きっと運動神経がいいからだろう。

　安心してドライブを満喫していたときだった。突然、郁斗の前を走るトラックが大きく対向車線にはみ出し、対向車にぶつかった。それは一瞬の出来事で、目の前で起こった信じられない事故に金切り声を上げた。

　対向車は私たちの車のほうへはじかれて……。

「きゃーっ！」

　郁斗はこちらへはみだしてきた車を避けようとして、思いきりハンドルを切り、そのまま私たちの車はバランスを失う。

　目の前にガードレールが見えたと思った瞬間に、車は激しくガードレールにぶつかった。

　金属のこすれ合う音が信じられないくらい大きく聞こえた。

「……っう……日菜！　大丈夫か!?」

　郁斗の声を微かに聞きながら、私はひどい痛みを感じて意識を失った。




　目が覚めたとき、お父さんとお母さんの心配そうな顔がまず目に入った。

「日菜……痛いところはある？」

　お母さんが私の手を握って泣いている。

　頭を巡らせると、両親の反対側に千波くんとご両親がいた。

「千……波……く」

　口の中が渇いてしまってうまく言葉が出せないでいると、千波くんが顔を近づけてくる。

「日菜……よかった……」

「み……ず……」

　千波くんは安堵の笑みを向けると、私が水を飲みやすいように、ストローを口に当ててくれた。

「ありがと……」

「気分は？」

「うん……少しぼんやりしてる。……あっ！　郁斗は？　郁斗は大丈夫だった!?」

「ああ。打撲程度で済んだ。今、念のため別の病室に検査入院してる」

「よかった……」

「日菜はもう少しで死ぬところだったんだ。助手席側がガードレールに潰されていて、これだけのケガで済んだのは奇跡だって言われたよ」

　千波くんは顔にかかった私の髪を優しく払ってくれる。

「ん……心配かけてごめんなさい」

　聞けば、丸一日意識がなかったらしい。

　左腕はガラスでかなり切ってしまっていたけど、幸いなことに、顔はかすり傷程度で無事だった。頭部も検査の結果、問題なかったみたい。

「たいしたことがなくて本当によかったわ」

　お母さんは私に安堵の表情を見せて、お父さんと笑顔を交わす。

　お見舞いに来てくれた千波くんのご両親はとてもすまなさそうに、何度も謝罪の言葉を繰り返した。

　千波くんは私の手を取り、両手で包み込みながら、手の甲に唇を当てる。

「寿命が縮んだよ。検査結果が問題なくて本当によかった」

　そう言って笑顔を見せてくれた。

　ふと自分の左腕を見ると、腕が曲げられないくらいに包帯が巻かれていた。それを見て顔をしかめると、上腕から肘ひじにかけて傷があり、十針以上縫ったと千波くんが教えてくれた。時間が経てば傷口は目立たなくなるそう。

　でも、痛み止めが切れてしまったのか、左腕はズキズキとし始めていた。

　私が顔を歪ゆがめていると、ずっとつき添ってくれている千波くんが、枕元のブザーを押してくれた。

「かわいそうに」と言いながら、千波くんが、私の額に浮かんだ汗をタオルで拭ぬぐう。

　そこへドアが開いて看護師が姿を見せた。

「どうしました？」

「かなり痛むようなので、処置をお願いします」

「先生に聞いてきます」

　そう言うと、看護師は急いで病室を出ていった。

　医師がやってきて私を診察すると、痛み止めの指示を看護師に出し、「すぐに落ち着きますよ」と言って帰っていった。

　点滴に痛み止めが加わると、すぐに眠気が襲ってくる。

「もう……眠りたく……ない……」

　事故からだいぶ経っているのに、まだあまり状況を把握できず、郁斗のことも心配だった。打撲とはいえ、検査入院しているのだから。

「眠ったほうがいい……ずっとつき添っているよ」

　髪を撫でる千波くんの手の動きを感じながら、私は眠りに落ちた。




　次に目を覚ますとお母さんが病室にいた。

「日菜、具合はどう？　三時間ぐらい眠っていたわよ」

　最初に目が覚めたときより痛みはないし、頭がすっきりしている気がする。

「我慢できるくらいの痛みだよ。お母さん、千波くんは？」

　寝たまま視線を巡らせて、千波くんの姿を探すけど見当たらない。

「まあ、少しでも千波くんの姿が見えないと大変ね」

「お母さんっ！」

　冷やかされて、顔が赤くなったのが自分でもわかる。

「千波くんは家に戻って休んでもらったわ。昨晩、ずっと看病をしてくれたから」

　千波くんがひと晩中ついてくれていたんだ……。

「……郁斗は本当に大丈夫だった？」

「ええ。もう退院できるって言っていたわ。郁斗くんも本当に申し訳なく思っているらしくて、私の顔を見るたび謝るのよ」

「郁斗が悪いんじゃない……」

　あのときのことは、はっきり覚えている。前の車が対向車に突っ込んで、郁斗が避けようとしただけ。むしろ私が生きているのは郁斗のおかげなのかもしれない。

　そこへ病室のドアがノックされ、お母さんが返事をすると、郁斗が入ってきた。

　深々とお母さんに頭を下げてから、私のところへ神妙な面持ちで近づいてくる。

「郁斗……そんな顔しないで」

　普段は日に焼けて健康的に見える彼の顔も、さすがに疲れきっているのか血色が悪く見えるし、顔がこわばっている。

「日菜、ごめんな。俺がドライブに誘ったばかりに」

「郁斗のせいじゃないよ。今もお母さんにあのときのことを話そうとしていたの。不思議と、はっきり覚えているの。郁斗のおかげでこの程度で済んだんだよ」

「腕の傷……痕が残るかもしれないんだ」

「うん……じゃあ、もし千波くんに振られたら郁斗にもらってもらおうかな？」

　冗談っぽく聞こえるように言った。千波くんに振られるのは『もし』ではなく、『決定』なのだけど。

「兄貴が日菜を振るなんて考えられないよ」

「……郁斗、元気出してよ！　絶対に運転をやめたりしないでね」

　せっかく免許を取ったばかりなのに事故を起こしてしまい、このことで郁斗に車に乗るのをやめてほしくない。

「ああ。ありがとう」

　郁斗は力なく少し笑った。




　そのあと、数日は薬のせいでぼんやりとしていて、起きているより眠っている時間のほうが多かった。

　千波くんは着替えのため家に戻る以外、ずっと病室にいてくれる。

　申し訳ないと思いながらも、彼に優しく髪を撫でられると、痛みが和らぐ気がした。

　目が合うと、安心して眠りに就くことができた。




　事故から二週間後、私は退院した。もう明日から新学期だ。

　夏休みの宿題は、病室で千波くんに見てもらいながら終わらせたから大丈夫。千波くんに教えてもらったおかげで、ひとりでやるときより、はかどったくらい。退院して家に送ってもらって、別れ際に言った千波くんの言葉にびっくりだった。

「しばらく、学校まで送り迎えするよ」

「そんなの、いらないよ」

　朝早いし、私ばかりにかまっていられないはず。

「電車で行かないほうがいい。満員電車で傷口が開いてしまうかもしれない」

　毎日乗る電車は、かなり混んでいる。確かに人との接触は免れないと思う。

「でも……悪いよ。そうだ！　早く行けば電車はすいているし」

「退院したばかりで身体に負担をかけないほうがいい。免疫力が低下しているから、疲れると治りづらい」

　押しきられた状態で、私は傷の状態がよくなるまで、千波くんに送り迎えをしてもらうことになった。




　翌朝、千波くんは約束通り迎えに来た。

「おはよう。千波くん」

「おはよう。さあ、乗って」

　助手席に乗るように、とドアを開ける千波くん。すると、門から萌が走ってきた。

「おはよう！　千波兄、私も乗せてって！」

　そう早口で言うと、彼女は助手席にちゃっかり乗り込む。

　私は千波くんに微笑んで、自分で後部座席のドアを開けると車に乗った。

「千波兄、よろしくお願いしま～す」

　上機嫌の萌が言うと、千波くんが小さくため息を漏らす。

　私はふたりっきりじゃないことにちょっとがっかりしながら、どこかホッとしてもいた。

　千波くんは以前から優しかったけど、事故のあとからもっと優しくなった。そんな千波くんに、どこか戸惑ってしまう。

　その優しさは、私には酷だよ……。

　萌は学校に着くまで、ずっと話をしていた。彼女とは事故後、以前のように普通に話をするようになった。萌がいれば無理に話題を作ることもなくいられる。

　ときどき、バックミラーの中の千波くんの視線とぶつかる。

　心配そうな瞳は、自分の愛している人に、私を重ねて見ているせいなのかな……。




「ありがと！　千波兄」

　学校に到着すると、萌が元気よくお礼を言って、車から降りた。

「いってらっしゃい」

　千波くんも元気に萌を笑顔で送りだす。彼女は手を振って校門をくぐっていった。

「千波くん、ありがとう」

　車を降りた私は運転席に回る。

「じゃあ、終わったらまたこの場所においで」

「ううん、来ないで……今日は午前中だけなの。家に帰ってまたすぐに来ることになっちゃうから」

　気を遣わせたくなくて、首を横に振る。

「じゃあ、久しぶりにランチでも一緒に食べよう。それならいいだろう？」

　私の返事を待たずに、車は発進してしまった。




「おはよ～。日菜、ぼーっとして大丈夫？」

　目の前に立っていたのは愛ちゃんだった。車を見送って、私はぼんやりしていたみたい。

「おはよ、愛ちゃん」

「ケガは大丈夫なの？」

　愛ちゃんは何度か、病院にお見舞いに来てくれた。

　そのときの私はまだ身体の調子が悪く、起き上がれない状態だったので、今も心配そうな顔をしている。

「うん。もう大丈夫だよ。ありがとう」

「よかった！」

　愛ちゃんはニッコリ笑い、私たちは校門をくぐった。




　授業が終わると、約束通りに朝、千波くんと別れた場所へ向かった。

　すでに千波くんは到着していて、車にもたれて立っていた。着いて間もないらしく、この前のように女子高生の人だかりはできていなかった。

　十分も経てば、またあのときのようになってしまうんだろうな。

「お疲れ。学校はどうだった？」

「ん、楽しかったよ。いつも通り」

　クラスのみんなは大半が日に焼けていた。

「千波くんも大学院始まるよね？」

　アメリカの大学を一年飛び級して卒業している千波くんは、上都大の大学院へ編入する。それもいつまでいるかわからないけど、朝倉ホテルに入社せずに済む唯一の方法だった。カモフラージュに過ぎない。

「あと十日以上は夏休みだよ」

　ふ～んと頷く私を横目に、千波くんの頬が楽しそうに緩んでいる。

　なんか、ドキドキしちゃうよ……。




　車が停まったのは、古い洋館の前。つたが壁に絡まって、趣のある場所だった。

「ここ……」

　見たことがある……。違う、来たことがあるんだ。

「覚えている？」

「千波くんの叔お母ば様のレストラン？」

　正確には叔母様のご主人のレストラン。

「そう。ここへ来るのは、すごく久しぶりなんだ」

　千波くんはそう言うと、私のケガをしていない右手を握って、店の中へ入った。

「千波！」

　店の中へ入るなり、叔母様がうれしそうに飛んできた。髪の毛をシニヨンにした、背が高くて美しい人。

「相変わらずイケメンね～。ますますカッコよくなったみたい」

　外国暮らしが長かった叔母様は、千波くんをギュッと抱きしめた。

「それに、こんなに可愛い彼女を連れてくるなんて」

　叔母様は私の顔を見て、ニコッと笑いかけてから千波くんに言った。

「彼女は日菜だよ。覚えている？　うちの前に住んでいる」

「あらっ！　ええ、もちろん覚えているわ！　最後に会ったのは……小学校六年生ぐらいじゃなかったかしら？」

「お久しぶりです。叔母様、おいしいお料理を食べさせてくださいね」

　私がそう言うと、叔母様は「もちろんよ」と言って私たちを席に案内し、キッチンへと消えていった。

「叔母様は相変わらず若々しくてキレイだね」

「久しぶりに会ったけど、変わらないな」

　千波くんは懐かしそうに店内を見まわしている。




　叔母様が出してくれたのは、絶品のビーフシチューだった。

　残暑で外は暑いけれど、店内はクーラーが効いていたので、汗をかくことなく食べられた。

　食欲がなかったのに、おかわりしたいくらいおいしい料理に大満足。千波くんも久しぶりに叔母様の店に来て、リラックスしているように見えた。

　食事が終わると店を出て、千波くんは、いつものように私を家まで送ってくれた。

　門の前に車を停めると、千波くんも降りてきた。

「ごちそうさまでした。それと送迎もありがとう」

　頭を下げてお礼を伝える。

「日菜……」

「ん？」

　なぜか口元に笑みを浮かべた千波くんに、思わず小首を傾げた。

　次の瞬間、千波くんの腕が伸びてきて、『あっ』と思ったときには抱きしめられていた。

「ち、千波くん？」

「しっ。黙って。萌が向こうから来る」

　それでも……抱きしめなくてもいいのに……。

　そして千波くんは顔を傾けると、私の唇に自分の唇を重ね合わせてきた。

「えっ……」

　重ねるだけの口づけをした千波くんは、すぐに顔を上げる。

「ごちそうさま」

　そう言って微笑み、車に戻った千波くんは、軽く手を振ると、朝倉家のガレージに入っていく。

　萌が私たちのキスシーンを見たのは確実。彼女は五メートルほど離れたところで急に立ち止まって、千波くんの車が去っても、そこに立ちつくしたままだったから。

　私はそんな萌を見て見ぬフリをして門をくぐった。

　自分が萌の立場だったらどうするのかな？　そんな考えが頭をよぎった。

　私が萌だったら嫌だ……千波くんが女性に優しくしているところや、キスしているところを見るのはつらいと思う……。

　そう考えると、萌に申し訳なくなった。










苦境




　それから千波くんは、毎日、萌と私を学校に送ってくれた。

　この前のキスシーンも、萌にとっては堪えなかったらしい。恋人の私を後部座席に追いやり、助手席を陣取る彼女は、楽しそうに千波くんと話をする。

　朝は毎日萌が一緒だけれど、彼女は部活動があるため、帰りには千波くんとふたりきり。

　帰りになると、私が話すのはだいたい郁斗のこと。

「……日菜は郁斗が好きなの？」

　前を見て運転をしながら、千波くんが助手席の私に聞いてくる。

「え？」

　思いも寄らない言葉に、驚いて千波くんを見た。

「どうしてそんなふうに思うの？」

「毎日郁斗の話ばかりだから」

「それは……」

　千波くんと一緒にいると、緊張してしまい、当たり障りのない郁斗のことばかり話していた。

「それは？」

「千波くん、私といてもおもしろくなさそうだから」

「そんなことないよ。日菜と一緒にいられるのはうれしい」

　千波くんはステアリングを握りながら、私のほうへ顔を向けてニッコリ笑う。

　本当にそう思っているのか、わからないよ。

「そうだ。日菜、母さんが遊びに来てほしいって言ってたよ」

　郁斗が起こした事故で、おば様は、いまだに私の顔を見るたび謝ってばかりいる。

　もう大丈夫なんだから、気にしないでほしいのに……。

「今日、行っていい？」

　確か……今日は花屋さんが家に来る日だから、お母さんに花を分けてもらおう。

「もちろん。夕食を食べていけばいい。母さんが喜ぶよ」

　そんな話をしていると、ちょうど車が家の門の前に着いた。




「ただいま。お母さん、お花余ってる？」

「あら、珍しいわね。活けるの？」

　和室で花を活けていたお母さんに尋ねると、うれしそうな返事が返ってきた。

「朝倉のおば様に、夕食に誘われたの」

「そう。結婚も秒読み段階なのかしら？」

「お母さんっ！　私はまだ高校生だよ？　結婚なんてまだまだ考えられないよ」

　真っ赤になっているであろう顔で否定する私を見て、お母さんは微笑む。

「早いところ手をつけちゃわないと、あとで泣くわよ？　千波くんはモテるんだから」

「手をつけるって……」

　それが母親の言うことなのか、と呆れてしまった。

「早くおばあちゃんになりたいわ。若いおばあちゃんって夢なのよね」

　そんなことをお母さんが思っているなんて、知らなかった。

　でも……その夢は叶かなえてあげられない……。

　心の中で『ごめんね』と謝って、用意してもらった花を持って朝倉家へ向かった。




「いらっしゃい。千波は自分の部屋にいるわ」

「おじゃまします。あの、これ」

　花束をおば様に渡した。

「いつもありがとう。まぁ、ステキなお花。日菜ちゃん、活けてくれるかしら？」

「はい。私でよかったら」

　私はおば様と一緒にリビングに入り、おば様がジュースを用意してくれている間に、香りのいい大きなユリや元気の出る黄色いバラなどを次々と活け始めた。




　花を活け終わった頃、リビングのドアが開き、千波くんの声がして振り向いた。

「ここにいたのか……」

　スマホを手にしているところを見ると、もしかして私に電話した……？

「電話……」

　私がスマホから千波くんへ視線を移すと彼は頷く。やはりかけてくれたようだ。

「ごめんなさい。電源切ったままだった……」

「いいんだ」

「日菜ちゃん、お花持ってきてくれたのよ」

　おば様がうれしそうでよかった……。

「日菜。ありがとう」

　ふと見ると、千波くんはなにか思い悩むような顔で、足元に視線を落としていた。

「千波くん？　どうしたの？」

「えっ？　いや、なんでもない……。母さん、食事できたら教えて。部屋にいるから」

　そう言うと、千波くんは私の手を握って、リビングから廊下に出た。

　千波くんの部屋に入るのは何年ぶりだろう。昔とほとんど変わっていない気がする。増えたのは本くらいかな。

　整理整頓された部屋。散らかり放題の郁斗の部屋に比べたら天国と地獄。

　そんなことを考えたら、クスッと笑い声が出ていた。

「なにがおかしいのかな？」

　顔を覗き込まれて、びっくりしてしまう。

「やっぱり千波くんの部屋はきちんとしているなって。郁斗の部屋と比べたら全然違うと思っちゃって」

「郁斗の部屋によく入るの？」

　そう聞いてくる千波くんの言葉が、ムッとしたようにそっけなく聞こえる。

「最近は入ってないかな」

　千波くん、なにか怒ってる？

「本当に日菜と郁斗は仲がいいね」

「だって、幼馴染みでしょ？」

　なんで急に郁斗のことに千波くんがこだわるのかが、わからない。

「あ！　明日、抜糸だからお迎えに来ないでいいからね？」

　私は思わず話題を変えようとした。

「それならなおさらだろう？　迎えに行って病院へ連れていく」

「だって、千波くん……明日から大学院でしょ？」

「明日は早く終わるから気にしなくていいんだ」

　言ったことは絶対に曲げない千波くんに、私は仕方なく頷いた。




　夕食は、帰ってきた郁斗も加わって、四人で食べた。

　おじ様は仕事が忙しいようで、ここのところ毎日帰ってくるのが遅いらしい。

「女の子がいるといいわね～。食卓が明るくなるわ」

　おば様は満足げにそう言って、私の皿にサラダを取り分けてくれる。

「ねえ、日菜ちゃん。ずっとここに住まない？」

　麦茶を口に含んだばかりの私は、思わず吹きだしそうになった。

「お袋、なに言ってんだよ？　まだ兄貴たちは婚約もしてないんだぜ？」

　郁斗の声を聞きながら答えに困ってしまって、千波くんの顔を見た。彼の表情からは、なにを考えているのか読み取れない。

「じゃあ、早く婚約しなさいな」

「母さんは気が早すぎるよ」

　千波くんは、そう言っただけだった。




「千波くん……私たち……お互いの家で会うのはやめよう……」

　朝倉家の門を抜けて道路に出ると、私は口を開いた。

「どうかしたのかい？」

「これ以上、お母さんやおば様に期待させたくないの」

　立て続けにふたりから結婚をほのめかされて、だましていることの罪悪感にさいなまれ、苦しかった。

「だから……外で会っていることにすれば……」

　思わず涙が溢れそうになる。すると千波くんの指が、頬に触れた。

「日菜……嘘をつかせてごめん」

　本当に申し訳なさそうな顔になった千波くんは、静かに謝る。その言葉に、私の目から涙がこぼれた。

「日菜……」

　千波くんは私を引き寄せて、抱きしめる。

　まるで子供のようにあやされている気分だった。

　しばらくの間そうしてくれたのち、千波くんは私から身体を離すと、「日菜の意見を尊重するよ」と言って、私の提案に同意した。




　家に戻るとベッドの上に座って、ため息をひとつついた。

「はぁ～」

　千波くんの前で泣いちゃった……自己嫌悪……。

　お母さんとおば様に、ありえない結婚のことを言われちゃったから、つらくて悲しくなっちゃったんだよね……。

　だましていることの罪悪感から、いつかバレてしまうかもしれない。

　こんなにも私は千波くんのことが好きなのに、千波くんの心は私にはない。

　そう考えると、さらに深いため息が出てしまう。

　もう寝よう……。

　いくら考えても叶わぬ夢なのに、思いを馳はせるのはバカげている……。




　翌日、約束通り学校に迎えに来てくれた千波くんの車に乗って病院に行った。教室を出るのが少し遅くなってしまい、受付の機械に診察券を入れたのは予約時間の五分前だった。

　間に合ってよかった、とホッとしてイスに座り、名前を呼ばれるのを待つ。

　あれから傷口は一度も見ていない。消毒のときはいつも顔を背けていた。どんな傷になっているか、不安だったから。

「日菜？　どうした？　青い顔をしているよ」

「えっ？　そんなことないよ……」

　千波くんに見透かされてしまいそうな不安な心を否定したとき、看護師が私の名前を呼んだ。

「一緒に診察室に入ろうか？」

　立ち上がると、千波くんが声をかけてくれる。

「ううん。大丈夫」

　私はニッコリ笑うと、診察室へ向かった。




　包帯を取られて、先生が糸を切っていく。パチンパチンという音だけが診察室に響いた。

「傷口はキレイについたね」

　先生にそう言われて、勇気を出して傷口を見てみると、私は愕然としてしまった。

「先生……これがキレイ……？」

「そうだよ。あの大ケガでここまで傷が塞がったんだから、本当によかった。それに時間が経てば、また印象は変わっていくし、薄くなるよ」

　そう言われても、上腕部の傷口はかなり目立っている。

「神経も無事だったんだからね」

　泣きたくなった。こんな傷見たくない。

　傷口を保護するためにサポーターがつけられ、私は先生にお礼を言って診察室から出た。

「日菜？」

「え？」

　名前を呼ばれるまで、千波くんがそばにいることに気づかなかった。

　彼は診察室の前で、壁にもたれるようにして立っていた。

「無事に抜糸は済んだ？」

「ん、もう大丈夫だって」

　そう言いながらも、どうしても表情を明るくできなかった。

「よかった」

「うん」

　機械的に返事をして会計を済ませてから、千波くんと駐車場に向かい、車に乗り込んだ。

　私は今にも泣きだしそうになるのを、必死で堪えていた。車が走りだしても、言葉が出てこない。

「診察室でなにかあった？」

　ステアリングを握りながら、千波くんがチラッとこちらを見る。

「なにもないよ……」

　そう返事した直後、千波くんはハザードを点滅させ、ステアリングを左に切って車を路肩に停めた。

「千波くん？」

「なにもないわけがないだろう？　ひどい顔をしている」

　千波くんはシートベルトを外すと、私のほうに身体を向けた。顔をよく見ようと、彼の指が、私の顎にかかる。

　茶色の瞳にじっと見つめられて、思わず目を逸らした。

「逸らさないで」

「……千波くんは……関係ないの……」

「関係ないか……そうかもしれない……。こんなことを言える立場ではないかもしれないが、診察室を出てから様子がおかしいよ。絶対になにかあったはずだ。俺に話せない？　力になりたいんだ」

　切なそうに私を見つめてくる千波くんを見ていられなくて、ギュッと目を瞑った。

「日菜？」

「私の気持ちを言ったら……傷つくから……言えない。……お願い、おうちに連れていって！」

　私が傷口を見てショックを受けたと知ったら……千波くんにこのことを言えば、郁斗に知られてしまうかもしれない。

　郁斗は事故を起こしてから、いまだに私を見るたびにつらそうな顔になるのに……。ショックを受けたなんて、言えるわけがない。

　千波くんは少し考えを巡らせていたようだけれど、黙って車を発進させた。

「……ありがとう。千波くん」

　送ってくれてありがとう。何回、何十回言っただろう。

　いつもそれを言うたびに、離れたくなくて胸が苦しくなっていたけれど、今日は一刻も早く千波くんから離れたかった。

「日菜、溜ため込んではダメだよ」

「大丈夫！　すぐに元気になるから」

　自宅の前に着き、無理に笑顔を向けると、私は逃げるように門の中へ入っていった。




　夕食後、部屋にいるとドアがノックされた。

　ベッドの上で膝を抱えて腕のことばかり考えていた私は、その音に顔を上げた。

「は……い？」

　座ったまま返事をすると、ドアが開いて、大好きな人が入ってきた。

「千波くん……こんな時間にどうしたの……？」

「日菜、わかってるんだよ。つらいんだろ？」

　ベッドの端に腰かけた千波くんの視線は、私のサポーターをつけた腕に動いた。

「……そんなに心配しないで……すぐに元気になるから……ち、千波くんっ!?」

　あっという間に、私は千波くんに抱きしめられていた。

「千波くん……？」

「つらいときは吐きだしたほうがいいんだ」

　彼は私を抱きしめたまま言う。吐息が髪の毛にかかる。

「私……」

「日菜はすぐに相手のことを考えてしまうから」

　心配して来てくれたことが、うれしい。

　千波くんは、しばらく私の身体を抱きしめていてくれた。会話がなくても、気持ちが和らいでいく気がする。

「日菜、土曜日の夜は空いている？」

　どのくらい経っただろうか、千波くんが突然聞いてきた。

「え……？　あ、友達と約束が……」

　突然聞かれて私は、少し考えてから愛ちゃんたちとの約束を思い出した。

「そう、日菜の好きなところへ行こうかと思ったんだけど、友達と約束しているなら仕方ないね」

　がっかりしたふうでもなくサラッと納得されて、寂しさを覚える。

　断った私のほうが内心がっかりしながら、苦笑して頷いた。




　土曜日の夜、私は同じクラスの梨り絵えちゃんと愛ちゃんに誘われて、ひとりで駅に向かっていた。梨絵ちゃんはショートボブの明るく活発な女の子で、クラスのムードメーカーでもある。

　傷痕のことは気にしないようにしている。早く目立たなくなるのを待つばかりだ。

　待ち合わせの駅に着くと、梨絵ちゃんと愛ちゃんはすでに到着していた。

「ごめんね。おまたせ」

　そう言って、ふたりに笑顔を向ける。

「私も今来たところだよ」

　デニムのスカートとＴシャツ姿の愛ちゃんも、たった今来たようだ。

「じゃあ、行こうか」

　一番に来ていつもよりおめかししている梨絵ちゃんが促す。

「梨絵ちゃん、今日の洋服、すごく可愛いね」

　私がそう言うと、梨絵ちゃんが「でしょ～、気合い入っているんだ」とうれしそうに言った。

「気合い？」

　なんのことかわからなくて、愛ちゃんの顔を見た。

「ええっと……」

　話しづらそうな愛ちゃんに首を傾げる。

「どうしたの？　愛ちゃん」

「あのね、日菜には黙っていたんだけど……これから上都大生と合コンなんだ」

　愛ちゃんの思いがけない言葉に、目を見開いた。梨絵ちゃんを見ると、すまなさそうな顔をしている。

　夕食を三人で食べるだけだと思っていたのに。

「黙っててごめんね、日菜。正直に話したら来てくれないと思ってさ……」

　梨絵ちゃんがやんわり笑みを浮かべて謝る。

「梨絵ちゃん……いいよ、行くよ」

　本当は行きたくなかったけど、本心とは裏腹に、私はそう返事した。

「よかった！」

　梨絵ちゃんは、先ほどのすまなさそうな表情とは打って変わって明るい顔になった。




　ふたりに連れていかれたのは、隣の駅前にあるおしゃれなカラオケ店。

　店員に案内された部屋に行くと、中に隣のクラスの女の子がふたりいた。それに、大学生らしき五人の男の子たち。

　カラオケ店には数回愛ちゃんと来ているけど、こんなに狭い個室に男の子たちもいて、すっかり居心地の悪さを感じて戸惑う。

　大学生たちとすぐに仲よく話を始めた梨絵ちゃんに、私の口から自然とため息が漏れる。

　すごいな……梨絵ちゃん。私は、あんなふうに初対面の人とすぐには打ち解けられない。

　そんなことを考えながら、目の前のオレンジジュースに手を伸ばす。

　この間のことがあるから、ペロッとグラスの中身を確認していたとき、目の前に座った大学生が、私を見て笑みを浮かべていた。

「日菜ちゃんだっけ？」

「えっ!?　あっ。はい。そうです」

　グラスを持ったまま、話しかけてきた目の前の大学生に目を向ける。

「日菜ちゃん、すごく可愛いね。モテるんじゃない？」

「もちろん、日菜はモテるんですよ。だから理想も高くて」

　別の人と話をしていた愛ちゃんが、すかさずこちらを見て口を挟んだ。

「なにそれ？　俺のレベルはまだまだってこと？」

　顔は笑っているけど、ムッとしている声。本気で怒っちゃったかも……。

　私は心配そうに愛ちゃんを見た。

「一番向こうの女の子がいますよね？　黄色のワンピ着た子。さっき、あの子があなたのこと、いいな～って言っているの聞いたんですけど」

　内心は怒っていそうなその彼は、愛ちゃんの話につられるようにして、一番端に座っている女の子に視線を移した。

　愛ちゃん、適当にそんなこと言って……。

「日菜、ちょっと化粧室に行かない？」

　愛ちゃんが私の手を引っ張って立ち上がらせ、化粧室へ連れていった。

「ごめん、日菜。やっぱり日菜を連れてくるんじゃなかったよ。日菜は帰ったほうがいいね」

「愛ちゃんは？」

「私は梨絵もいるし大丈夫。二十時か……千波様、呼ぶ？」

　繁華街にあるこのカラオケ店から、ひとりで帰らせるのを心配しているらしい。

「ううん。ひとりで帰れるよ？」

　子供じゃないんだし。

「ダメだよ。じゃあ、郁斗呼ぼうか？」

　郁斗と愛ちゃんは、この間の旅行で携帯の番号を交換した。それにふたりは下の名前を呼び合うほど仲がよくなっている。もちろんまだ友達だけど。

「呼ばなくていいよ」と言う私を無視して、愛ちゃんはスマホを取りだし、郁斗にかける。

「あ、郁斗？　ちょっと日菜を迎えに来てくれないかな？　うん、隣町のカラオケ店」

　正確に場所を教える愛ちゃんを見て、私はぶんぶん首を横に振る。

「郁斗～！　来なくていいよ～、ひとりで帰れるから」

　聞こえないかもしれないけど、愛ちゃんのスマホに向かって言ってみた。

「日菜が来ないでいいって言ってるんだけど。……うん、了解」

　そう言うと、愛ちゃんは電話を切った。

「愛ちゃん……」

「ちゃんと来るってよ。日菜をひとりで帰すのは心配だもん。それに日菜の家に行く途中に公園もあるからさ、危ないよ。駅前のコーヒーショップにいてって」

　確かにあの公園は、木がうっそうと茂っていて、夜にそばを通るときはビクビクしながら通っている。

　愛ちゃんはカラオケ店の出入口まで送ってくれた。

「愛ちゃん、帰りは気をつけてね？」

　私のことばっかり愛ちゃんは心配してくれるけれど、私は愛ちゃんのほうが心配。

「うん。大丈夫だよ。あと一時間ぐらいで帰るから」

　笑顔の愛ちゃんに送りだされて、後ろ髪を引かれるようにしてコーヒーショップのほうへ向かった。




　でも、よりによってコーヒーショップだなんて……。

　コーヒーも紅茶も飲まない私は中に入ることができずに、外で待つことにした。

「あ、郁斗……」

　少しして、走ってきた感じの郁斗は、私の前まで来ると軽く息を整えた。

「お前、兄貴がいるくせに合コンかよ」

　いきなり言われてムッとした私は、頬をプクッと膨らませた。

「だって……合コンだなんて知らなかったんだもん……」

　私だってこんなことなら、千波くんと一緒に出かけたかったよ。

「ったく、兄貴には黙っておいてやるよ」

　うつむいた私に、郁斗はそっけなく言った。

　千波くんは私が合コンに行ったって、なんとも思わないよ。

　そんな言葉が出かかったけれど飲み込んで、黙って歩き始める。

「兄貴が出かけていてよかったな」

「……出かけてるんだ。千波くん」

「ああ。友達と飲み会だって」

　そうだよね……千波くんは大学院生なんだから、お酒を飲みにも行くよね。

　お酒が飲めない体質は、飲酒が大丈夫な年になっても変わらないはずだから、私が一緒に飲みに行くことなんてありえないんだろうな。

　千波くんと一緒に飲みに行ける友人たちが、うらやましく思えてしまった。

「あっ！　日菜、ちょっと待って」

　私が歩きだしたとき、郁斗が呼び止めた。

「ん？」

　なあに？と振り返ると、郁斗の指が私の頬に触れた。

「お前、なに食ってきたんだよ。ソースがついてるぞ？」

　頬の汚れを拭ってくれた郁斗は、笑いながら私に言った。

「え……っと……」

　頬に触れられた指に意識がいってしまって、言葉が出ない。

　千波くんに触れられたみたいで、私の心臓が大きく跳ねた。

　きっと顔が赤くなっている。

「なに意識してんだよ？　俺は兄貴じゃないぜ？　それとも俺を意識しちゃったとか？」

　郁斗の顔が私の顔に近づいて、覗き込まれる。

「バ、バカなこと言わないでよっ」

　私が頬を膨らませて言うと、もう一度、郁斗の指が膨らんだ私の頬をつっつく。

「むきになると、余計にからかいたくなるんだよ」

　少し真顔になった郁斗は、そう言うと歩きだした。

　変な郁斗……そんなからかい方、しなくてもいいのに。

　私は心の中で呟くと、郁斗の横に並んだ。







第二章










別れ話




「日菜、千波くんがいらしたわよ」

　特に理由はないけれど、気が向いて珍しく着物を着て花を活けていた私は、ビクッとなって振り返った。

　お母さんの隣に、カジュアルなジャケットを羽織った千波くんが立っている。

「千波くん、いらっしゃい」

　久しぶりの千波くんに、笑顔になる。顔を見るのは一週間ぶりかも。

「ドライブに行かないか？」

　わざわざ電話ではなく家に来てまで誘うのだから、なにか話があるんだろうな……。

「う、うん。じゃあ、着替えてくる」

「いや、そのままでいいよ。可愛いから」

　ピンクの地に、より濃いピンクの小花をあしらった着物。千波くんに褒められると、とってもうれしい。

　部屋に戻って着物用のバッグを持つと、外で待っている千波くんの元へ向かった。




　車は湾岸方面へ走っていた。そこには海の見える公園がある。

「海を見に行くの？」

　黙って運転をしている千波くんに聞くと、静かな口調で返事があった。

「そう。大事な話があるんだ」

「大事な話？」

　思わず千波くんの横顔を見ると表情はなく、なんだか胸騒ぎがした。

　なんだろう……。

　公園の駐車場に車を停めた千波くんは、私の手を握って歩き始めた。私が着物だから、気を遣ってゆっくり歩いてくれているのがわかる。

「日菜は可愛いね。通りすぎる男は全員日菜のことを見ていく」

「着物を着ているから、物珍しいだけだよ」

　そんなこと言うなら、千波くんだって、女の人が振り返ってまで見ていくのに。

　海が見える場所まで来ると、ベンチに座らされた。千波くんがハンカチを敷いてくれていた。

　隣で脚を組んで座っている千波くんの、話を聞くのが怖い……。

「ミランダと別れたよ。彼女から『新しい恋人ができた』と言われたんだ」

「えっ!?」

　びっくりして、東京湾に浮かぶ屋形船に向けていた視線を千波くんに動かす。

「だから、日菜はもう芝居をする必要がなくなったんだ」

　千波くんは東京湾のほうを見つめて、私と目を合わせてくれない。

　最初からお芝居なんてしてないのに……。

「郁斗と付き合うといい。今まで我慢させて悪かったね」

　この話に戸惑っていると、千波くんは私を見てニッコリ笑った。

　なにを言ってるの……？　私と郁斗が付き合うって……？

　そう聞きたいのに声が出ない。

「日菜と郁斗はお似合いだよ」

「……千波くんは……もうどこにも行かないの？」

　やっと口に出して言えたのは、そんなセリフだった。

「そうだね。アメリカへ行く必要もなくなったから」

　千波くんがミランダさんと別れて、私たちのお芝居は必要じゃなくなった……少しでも千波くんの心が私にあれば……そういつも願っていたのに、あっさり『今まで我慢させて悪かったね』と言うなんて……。

　ショックだった。今まで生きていた中で、一番ショックだった。

　涙が出てきそうになったけど、必死に堪える。

「日菜？」

　なにも考えられないでいると、千波くんに名前を呼ばれ、現実に引き戻された。

「えっ？　な、なに？」

「心置きなく郁斗と付き合っていいよ。応援する」

　気持ちを込めるでもなくさらりと言ってのけられ、もう、ところかまわず泣きたくなった。どうして『郁斗と付き合っていい』なんて言うのかもわからない。

「……どうして……郁斗の名前が出てくるの……？」

「日菜は郁斗が好きなんだろう？　郁斗といると日菜はよく笑う」

　私は驚いて目を見張った。

　どうしてそんなふうに思うの……？

「郁斗も日菜のことが好きだよ」

「そんなことないっ！」

　千波くんにわかってほしくて、私は大きく首を横に振った。

「そうだよ。昔からそうだった。俺は郁斗の気持ちを知っていながら、恋人のフリを日菜に提案したんだ。ふたりにひどいことをしてしまったね」

　私の気持ちを無視して、千波くんはキレイな顔に笑みを浮かべる。

「千波くん……」

　大好きな人の口から出た言葉は衝撃的だった。

　昔から、郁斗は私を好き……？

「土曜日の夜の、友達と会う予定って、郁斗とだったんだろう？」

　私は土曜日の夜を思い出した。

　合コンのときだ……。郁斗が迎えに来てくれて……。

「たまたま見てしまったんだ。楽しそうにコーヒーショップの前にいたのを」

　千波くんは、フッと思い出したように小さく笑った。

　誤解されていたなんて、知らなかった……。私にとって郁斗は、家族同然に思っていたから。

「千波くん……私、帰りたい……」

　千波くんの話は衝撃が強すぎた。彼の前で、泣き顔は見せたくない。涙を堪えるのが精いっぱいだった。

　うつむいて言うと、千波くんは立ち上がった。

　そして、帰り道も彼に手を握られて歩く。

　誰にでもこういうふうにするんだろうな……。私は千波くんの特別じゃなかった。

　特別でありたかったのに、特別でもなんでもない存在だったんだ……。




　家に戻った私は、夕食の時間も苦痛だった。

　お母さんは「千波くんも夕食に誘えばよかったのに」なんて言うし。別れたなんて言いだせない……。

　食事にほとんど手をつけないまま部屋に上がって、ベッドに潜り込んだ。




「日菜、どうしたの？　朝よ」

　翌朝、いつもの時間に下りてこない私を心配して、お母さんが部屋にやってきた。

　私はまだ布団の中だった。

「お母さん……ちょっとだるくって……」

　めまいもあって起きられなかった。

「風邪でもひいたかしら……熱は？」

　私の額に手を置くと、お母さんは顔をしかめる。

「微熱があるみたい。今日は寝ていなさい。学校に連絡しておくから。あとでおかゆ持ってくるわね」

　お母さんはそう言って部屋から出ていった。

　なにも考えないで眠りたかった。

　でも、目を閉じると思い浮かぶのは、千波くんの顔……。千波くんを思うだけで、こんなにも胸が高鳴るのに……。




　学校を休んで三日目。私は自宅でぼんやり机に向かっていた。

　頻繁に出てしまうため息。

　そこへノックのあとに入ってきた人を見て驚く。

「ち、千波くん……」

　なんで来たの？　どうして？

「日菜、具合はどう？　三日も休んでいるんだってね？　海の近くに連れだしたから、風邪をひかせちゃったんだね。すまなかった」

　パジャマの上にカーディガンを羽織った私は、イスに座ったまま彼を見ていた。

「寝ていなくていいの？」

　千波くんの心配そうな瞳に弱い私の胸は、ドキッと跳ねる。

「えっ？　う、うん。ずっと横になっていたから腰が痛くなっちゃって」

「そう」

「明日は学校へ行けると思う」

「その様子じゃ、明日に元気になるとは思えないな」

　千波くんは私の前まで来ると、額に手を置いた。

「ほら、まだ少し熱あるよ。横になったほうがいい」

　そう言って私を立たせると、ベッドに座らせて、自分も隣に座る。

「郁斗にはまだなにも言っていないの？」

　私はその言葉の意味が一瞬わからなくて、ポカンとなったけれど、すぐに別れ話のことだとわかり、コクッと頷いた。

「早く言ってあげればいいのに。俺に遠慮して見舞いに行けないらしい」

　そんな郁斗に同情しているのか、千波くんの表情が曇る。

　郁斗なんて関係ないのに……。郁斗のことを話す千波くんは嫌い……。

「じゃあ、帰るよ」

「……あ！　千波くん！」

　帰ろうと立ち上がる千波くんに、私は慌てて呼びかけた。

「なんだい？」

　私に呼び止められた千波くんの足が止まり、振り返る。

「千波くん……あの……」

「どうした？」

　私が次の言葉をなかなか言いだせずにいると、千波くんは戻ってきて再びベッドの端に腰かけ、こちらを見つめてきた。

「千波くん……お願い聞いてくれる？」

「もちろん。日菜にはたくさん助けてもらったから、なんでもするよ」

　ニコッと微笑む千波くん。

「キ、キスしてほしいの」

　郁斗が好きだと誤解されて、心の中がモヤモヤして……これで千波くんとこうして会うのも最後なのかと考えたら、思わず言っていた。

「いいよ」

　一大決心をして言ったのに、あっさりと返事されてしまった。

　そして千波くんが頭を傾ける。でも唇ではなく、頬にキスを落とされた。

　えっ……？

　まさか頬にキスされるとは思わなくて。

「ち、違うの。頬じゃないよ」

「唇にしていいの？　郁斗のために、しないほうがいいんじゃないか？」

　余裕な大人の笑みを浮かべ、千波くんは私をからかう。

「郁斗……」

　また郁斗の名前を出されて、腹が立った。

「郁斗は千波くんみたいにキスが上手じゃないと思うから、私に教えてほしいの」

　思わずそんなことを口にしてしまっていた。

　私が郁斗とキスしてもいいの？　なんとも思ってくれないの？

　妹みたいにしか扱ってくれない千波くんに、本当はそう聞きたかった。

「確かに……郁斗はサッカーバカだからね」

　フッと笑った千波くんを私は見つめていた。端整な顔は整いすぎていて、触れるのが怖くなる。

　だけど私は勇気を出して、千波くんの頬に触れた。

「千波くん……」

　そう呟いた私の唇は、千波くんの唇によって塞がれる。

　千波くんの唇は初めは、啄ついばむように重ね合わせられていただけだったけれど、私が唇を少し開くと舌を割り込ませてきた。

「んっ……」

　歯列を割って舌を絡ませる千波くん。この上ない優しさで、キスを深めていく。

　どのくらいキスをしていたのかわからないほど、長い時間が経った気がした。

　ふと、ドアをノックする音がして、千波くんは私から身体を離した。

　返事もしていないのに、中に入ってきたのは萌だった。

　パッと離れた私たちに、萌は嫌な顔をする。

「千波兄、日菜ちゃんの風邪うつっちゃうよ？」

　キスをしていたのを知っていたような言葉に、私は思わず顔が真っ赤になった。

「萌、なんの用？」

　千波くんがそっけなく聞く。

「用はないけど。下でお茶しようよ」

「いや、もう遅いから帰るよ」

　そう言うと、私を見て「ゆっくり休むんだよ」と告げ、部屋を去っていく。

　そんな千波くんについて、萌も一緒に出ていった。

　別れたのに、千波くんとあんなキスをしちゃった……。千波くんが原因で寝込んでいるのに。キスなんて頼むんじゃなかった……あんなキスをするなんて……慣れたキス。別れた彼女ともしていたんだろうな。

　どうしても嫉妬してしまう。

「はぁ……」

　ため息をついて指を唇に持っていくと、少し腫れぼったくなっていた。




　翌日は熱が下がり、学校へ行った。

　本当は行きたくなかった。学校へ行きたくないというより、誰にも会いたくなかったから。

　みんなと会っても、普通に笑えない。

　昨日の夜、キスをしてしまってから、また千波くんに囚とらわれてしまったせい。

「よっ！　日菜、もう大丈夫なのか？」

　ぼんやり廊下を歩いていると、目の前に郁斗が立っていた。

「郁斗……う、うん。大丈夫」

「そのわりには、ぼんやりしてないか？」

「そ、そんなことないよ？」

「昨日、兄貴行っただろ？　なんで具合が悪いことを兄貴に言わないんだよ。おかしくないか？」

「おかしくないもん」

　プイッとそっぽを向いて、私は教室に入った。




　三日間休んでしまい、提出物が溜まってしまったので、放課後、学校の図書室で片づけることにした。

　全部終わってから職員室にいる先生に渡しに行った帰り、サッカー部の赤いユニフォームを着た郁斗にばったり会った。

「なにしてたんだ？　こんな時間まで」

「休んじゃってたから、課題が溜まってたの。郁斗こそ、なんでユニフォーム着てるの？　引退したんじゃないの？」

「引退したけど俺はいいの。身体がなまっちゃうからな。俺ももう終わったから、一緒に帰ろうぜ。ちょっと待ってて」

　郁斗はそう言うと、更衣室に走っていった。

　どうやら以前、郁斗が言っていたサッカーチームのプロテストを、本気で考えているようだった。




「最近、うちに来ないな。お袋が寂しがっていたよ」

　自宅の最寄り駅に着いて、家までの道のりを歩いていると、郁斗が言った。

「郁斗……あのね……」

　言葉に詰まる。

「なんだよ」

　彼は、私の様子がいつもと違うことに気づいたのか、立ち止まった。

　郁斗にすべてを話してしまいたかった。もうひとつ、気になることもあった。千波くんが言っていた、郁斗が私を好きということ。

　本当に私が好きなの？

　でも、もしも千波くんの言っていることが本当だったら……。郁斗のことは好きだけど、恋愛対象としては見られない。だからそのことを面と向かって聞くつもりはなかった。ただ、千波くんとのことを話して気持ちの整理をつけたかったのだ。

「私たち……別れたの……」

　言っちゃった……。

「なんだって!?　別れた？　日菜と兄貴が？」

　突拍子もない声を出す郁斗。

「うん……」

「ちょっと待てよ。ちゃんと話してくれ」

　私は郁斗に公園の中に引っ張られると、ベンチに座らされた。とてもじゃないけれど、遅い時間にはひとりじゃ来られない公園だ。

「日菜？　なにがあった？」

　郁斗は隣に座った。その表情は私のことを心配してか、硬かった。

「私たちの付き合いは……偽り……嘘だったの……」

　郁斗に言うのはつらかった。

「それって、どういうことだよ！」

　彼は声を荒らげる。

「千波くんはアメリカに愛している人がいたの。でもその人は病気で、おじ様たちにも反対されていて……。千波くんが帰ってきたのは、彼女が退院するまでおじ様たちから邪魔されないように時間稼ぎをするためだったの。帰国する前から、お見合いをしろって言われていて……私と付き合うことになれば、ご両親が安心して……喜ぶって……」

　話し始めると涙がポロポロ出てきて、制服のスカートを濡ぬらし始めた。

　つらくて、スカートをギュッと掴む。その手の上にも涙が落ちて、濡らしていった。

「なんでそんな話に乗ったんだよ！」

　私の話に、郁斗は戸惑っているみたい。

「だって、私は千波くんが好きなんだよ？　郁斗だって知ってるじゃない！」

「それで兄貴はどうするつもりだったんだ？」

「彼女の具合がよくなったら朝倉の家を出るって……」

　郁斗が前かがみになって両手を頭に置き、深いため息をついた。

「……日菜、苦しかったな？」

　彼の声がいつになく優しく聞こえる。

「苦しかったけど……千波くんと一緒にいられて幸せだったから……」

「お前、バカだな」

「そんなの知ってるよ」

　自分がバカだということなんて、わかりすぎている。

「兄貴はアメリカへ行くつもりなのか？」

　郁斗の問いに首を左右に振る。

　やっぱり知りたいのは、そこだよね。千波くんがいなくなれば、皺しわ寄せが来るのは郁斗だもんね。

「アメリカの彼女と別れたらしいの……彼女と別れたから、もうお芝居は必要じゃなくなって……」

　話していると、また悲しくなってしまった。

「偽りか……まったくわからなかったよ」

　郁斗もショックだったみたいで、ぼそっと呟いた。










すれ違い




　私はその日、眠れない夜を過ごし、睡眠をあきらめて朝を待った。あまり家にいたくなかった。すぐ近くにいる千波くんの存在を忘れたかったから。

　いつもより一時間半も早くダイニングキッチンに行くと、お母さんが驚いている。通いの邦子さんが来るのは九時だから、朝食はお母さんが作っているのだ。

　お母さんが驚くのは無理もない。部活に入っていない私が、登校する一時間半も前に制服を着て現れることなんてなかったから。

「早いのね？」

「う、うん。三日も休んだからまだ課題が終わってないの。学校でやろうと思って」

　課題は昨日終わらせて提出したけれど、考えていた嘘が簡単に自分の口から出た。

　私はいつもの時間より一時間も早く家を出た。




　休み時間に、ばったり廊下で会った萌に話しかけられる。

「今朝、千波兄がうちに来たよ」

「千波くんが？」

「なにか用があったみたい」

　こうやって学校で萌と話すのは久しぶりだ。私はうれしくなった。

　萌の中で、わだかまりがなくなったのかな。

　私と千波くんは別れたんだから、萌はもう気にしなくていい。もしかしたら別れたことを知っているのかも。

「日菜ちゃん？　どうしたの？」

「えっ？　ううん、なんでもない。あとで電話してみるね」

　萌と別れたあと、今朝うちに千波くんが来たということが気になって仕方なかった。

　誰もいない廊下の隅に行って、ポケットからスマホを取りだし、千波くんの番号を画面に表示させる。

　きっと郁斗に、私たちが別れた話だけでなく本当の話をしてしまったから、怒っているんだ。

　怒られるのを覚悟で、私は勇気を振り絞って千波くんへ電話をかけた。

『お客様のおかけになった番号は、電波が届かない……』

　千波くんが出ないことに、ホッとしたような、残念なような……複雑な気分だった。




　翌日、登校すると郁斗が教室に入ってきて私を呼んだ。廊下に出た私は「どうしたの？」と小首を傾げる。

「兄貴、友達に不幸があったとかでロスに行ったんだ」

「ロスに……？」

　ふと思い浮かんだのは、千波くんの彼女、ミランダさん。

　その話は本当なのだろうか。やっぱり別れられなくて、よりを戻しに行ったのかも。

　そう思うと、胸が張り裂けそうなほど痛くなった。

「日菜？」

　無意識に胸に手を置いた私の顔を、郁斗が覗き込む。

「大丈夫か？」

　彼の心配そうな瞳を見て、私はやっとのことで頷いた。

　今にも泣き崩れそうなほどショックだった。

「……兄貴が帰ってきたら教えるから」

　チャイムが鳴って、郁斗は急いでそう言うと私の肩に軽く触れてから、自分の教室に戻っていった。

　私は全身が脱力した感覚に襲われて、やっとの思いで自分の席に戻り、崩れるようにしてイスに座った。

　千波くんは、もう帰ってこないのかも……。

　そんな予感が心の中を占めていく。

　なぜ昨日の朝、自分に会いに来たのか知りたい。千波くん……もしかして本当の別れを言うため？　もう二度と日本に帰ってこないと言うため？

　私の心は不安でいっぱいだった。




　それから毎日不安な気持ちで過ごし、どんなときでも千波くんのことが頭から離れない。そんな一週間が経った今朝、千波くんがロスから帰ってきたことを郁斗が学校で教えてくれた。

「昨日、帰ってきたんだ」

　それを聞いてホッとした。ホッとしたというよりは、うれしかったという感じ。

　帰ってきてくれてよかった……。

　だけど郁斗の話を詳しく聞くと、千波くんの様子がおかしいらしい。

「日菜、兄貴に会ってくれないか？」

「私が……？」

　家族を部屋にも入れないそうだ。それなら他人の私が行っても無理だと思う。

　だけど、様子がおかしいなんて心配……。

「私が行ってもいいのかな……？」

「なに言ってんだよ」

　郁斗がバカらしいというような顔になる。

「だって……私たちは別れたから」

「そのことか……」

　郁斗はなにかを言いかけたけど、一旦口をつぐんで「とにかく兄貴と会ったほうがいい」と言うから、私は渋々行くと約束した。




　家に帰り、制服から私服に着替えて朝倉家へ向かう。

　千波くんに会うのは何日ぶりだろう……。

　顔を合わせづらい。だけどあの朝、家に来てくれた理由だけは知りたい。

　インターホンを鳴らすとお手伝いさんが出てきて、リビングへ通された。そこには、疲れたようにソファに座っているおば様の姿。

「おば様……」

　私が声をかけるまで気がつかないほど、ぼんやりしていた。

「あ、日菜ちゃん……いらっしゃい」

　立ち上がったおば様は、弱々しく微笑んで迎えてくれた。

「あの……千波くんに……」

「どうぞ、千波は自分の部屋にいるわ」

　儚はかなげな笑みを浮かべるおば様は、どう見ても元気がない。

　私は千波くんの部屋の前まで来た。でも、いざドアの前まで来ると、足が止まってしまう。

　勇気を出して重い腕を上げ、ドアをノックした。

「ひとりにしてくれないか」

　中から、千波くんの静かな声が聞こえてくる。

　ドアノブを回して押してみると、ドアが開いた。中を覗くと、背を向けてイスに座っている彼の姿が見える。

　ドアを閉めて、一歩千波くんに近づいた。

　彼は、まったくこちらを見ようとしない。

　どうしたの……？

「千波くん……」

　私の声に、ハッとしたように千波くんが振り向いた。

　郁斗は帰国した千波くんのことを、憔しょう悴すいした顔をしていると言っていたけど、目の前にいる彼はそれほどやつれたようには見えなかった。久しぶりに会った千波くんは、いつも通りステキだった。

「日菜、出ていってくれないか？」

　その言葉と共に、背を向けられてしまう。

　冷たく言われて、思わずビクッと身体を震わせてしまった。立ちすくんだまま、足が動かない。

　でも、千波くんのそばに行きたい。

　なにかに悩んでいるのならば、力になりたいし、癒いやしてあげたい。

「日菜？」

　イスに座ったまま、千波くんはもう一度振り返った。その瞳は怒りを秘めているように見える。

「嫌……」

　私は千波くんの雰囲気に負けないよう首を横に振る。

「今は君の相手をしていられない。余裕がないんだ」

　深くため息をついた千波くんは、そう言うと再び背を向けてしまった。

　そんな千波くんの態度に、私は勇気を振り絞ってすぐ後ろに行った。そして、腕を千波くんの肩に回し抱きつく。

　その瞬間、千波くんの身体がピクッと動いた。

「日菜、離すんだ」

　そう言うものの、千波くんは無理やり私の腕を引き離そうとはしない。

「嫌……」

　顔を千波くんの肩に埋め、私は呟く。

「日菜っ！」

　いつもの穏やかな千波くんらしくない、大きな声。その声に驚いてしまい、はじかれたように私は千波くんから離れた。

　瞳が潤うるんできて、涙を拭ふいてふと見ると、つらそうな眼差しがそこにあった。

「ごめん……泣かせたくないのに……」

　千波くんが、イスから立ち上がる。

「私がいけないの……千波くんの気持ちも考えないで来たりしたから……」

　あとずさりして、ドアのそばまで来たとき、千波くんに抱き寄せられた。

「きゃっ……」

　千波くんを近くに感じた途端に、心臓が暴れ始める。鼓動が聞こえてしまいそう。

「どうして来たんだ……」

「様子がおかしいって……郁斗が……」

「心配して来てくれたんだね？」

　言葉が出なくて、千波くんの腕に抱かれたまま、コクッと頷いた。

「私じゃ……癒せないかな……」

　勇気を振り絞って、やっと言えた言葉。

「今……なんて……？」

　聞き間違いなのか確かめるように、千波くんが聞き返す。

「つらそうな千波くんを見ていられないの。なにがあったかわからないけど、私……千波くんを癒したい……」

「日菜……」

「千波……くん……」

　彼の胸に手を当てて、距離を取った。

「日菜、俺を癒すって、どうやって癒してくれるの？」

　千波くんはなぜか、意地悪く聞いてくる。

「え……」

　私は黙り込んでしまった。そうだ。そこまで考えていなかった……。

「日菜？」

「……千波くんが元気になってくれるなら、なんでもする……」

「本当になんでもしてくれるの？」

　私は真剣に千波くんの言葉に頷いた。

「こんなことも？」

　千波くんの指が顎にかかり、私を上に向かせると顔を近づけてきた。唇がもう少しで触れそうなところまで来て止まる。

「いいの？」

　囁ささやくようなその声に、私は自分から背伸びして千波くんに唇を重ねた。触れるだけのキス。私が自分からできる、精いっぱいのキス。

「……日菜、帰って」

　ふいに能面のように無表情になった千波くんに、わけがわからなくて唖然とする。

「千波くん……？」

　私では満足できないんだ……子供みたいなキス。私じゃ千波くんを癒せない……。

　再びこぼれそうになる涙を堪えて、千波くんから離れた。

「私……」

　なにを言いたいのか自分でもわからない。

　私は言葉にすることをあきらめて、そっと部屋を出た。




「日菜ちゃん！　千波兄、帰ってきたって？」

　玄関に入ると、手にアイスを持った萌がいた。

「う、うん……」

「やだ、もう会ってきたの？」

「少しだけ」

　それだけ言って階段に向かう。

「じゃあ、私も行ってこよっと」

　止めようと振り向いたけど、すでに萌はいなかった。

　その素早さにため息をついて階段を上がる。足取りが重い。

　自分の部屋に戻りドアを閉めると、そのままずるずると床に座り込んだ。

　私じゃ癒せないの？　千波くん……。

　体育座りのまま、頭を膝に預けた。




「日菜ちゃん、夕食だよ」

　ドアの向こうから萌の声が聞こえて、ハッと我に返った。ずっと座り込んでいて、足がしびれていた。

　よろよろと立ち上がってドアを開けると、萌がまだそこにいた。

「萌、もう戻ってきたの？」

「もうって……さっき日菜ちゃんが帰ってきてから一時間は経ってるじゃん。それに、私が行ったときには千波兄、出かけちゃってたよ」

　萌がつまらなさそうに言った。

　やだ……そんなにぼんやりしていたんだ……。

　私は萌のあとについて下りた。

　ご飯を食べ始めてもさっきの千波くんが気になって仕方ない。

　千波くん、どこへ出かけたんだろう。あんな千波くん、おかしいよ……。なにがあったの……？　私じゃ、ダメなのかな。

　ううん、そんなことないはず！　決めた！　絶対に千波くんを元気にさせる。

「日菜？」

　箸を止めてぼんやりしている私に、お母さんが声をかける。

「えっ？」

「考え事は、食べ終わってからにしなさいね」

　苦笑いをしながら、たしなめるお母さん。萌も私をじっと見ていた。




　翌日、学校が終わってから自宅には戻らず、私は制服のまま朝倉家のインターホンを鳴らしていた。

　いないのかな……。誰も出てこない。途中で見たガレージに、千波くんの車はあったけど……。

　みんなで出かけたのかもしれない、と玄関に背を向けたとき、ドアが静かに開いた。

「日菜。入って」

　いないものと思っていたから、びっくりして振り返った。その拍子に手からカバンが離れ、大きな音をたてて落ちた。

「千波くん……」

「俺に用があるんだろう？　それとも郁斗？」

　そう聞かれて、頭を大きく左右に振った。千波くんはそんな私を見て、微笑みを浮かべる。

「おいで」

　玄関から出てきて私のカバンを拾うと、千波くんは中へ入るように促した。

　リビングに行くと、ソファに座るように言って、千波くんはキッチンへ消える。

　これからのことを考えると緊張が極限まで高まってきて、心臓が口から出そう。

　落ち着こう。いつもの千波くんなんだから。昨日よりも、表情は若干柔らかかったはず。

　私は背筋をピンとまっすぐに伸ばしたまま、ソファに座って千波くんを待った。

　すぐに、ジュースの入ったグラスを持った彼が戻ってきた。

　ひとつを私の目の前のテーブルに置くと、千波くんは私と向かい合うように、テーブルを挟んでソファに座った。

「どうぞ」

「あ、ありがとう」

　脚を組んで座る千波くんを、緊張した面持ちで見る。

　憂いを帯びた千波くんの顔を見ると、言葉が出てこない。息が詰まるほどの沈黙がその場を包む。

　先に口を開いたのは、千波くんだった。

「俺を癒しに来てくれたのかな？」

　いつもの柔らかい表情の千波くんにホッとするけれど、昨日のことを思い出して、耳まで真っ赤になった。当たっているから否定もできず頷く。

「日菜は本当に無防備だな……」

「えっ？」

　千波くんの言う意味がわからなくて、顔を上げた。

「家には俺ひとり。いいの？」

　私に意地悪く言う千波くん。

「日菜？」

　彼は、立ち上がると私のそばへ来た。

「……いいよ」

　私も立ち上がり勇気を振り絞って言うと、千波くんのウエストに腕を回して抱きついた。

「日菜……」

「千波くんが元気になってくれるのなら、なんでもするって言ったでしょう？」

　彼の手が、自然と私の身体に回る。

「どういうことなのかわかってる？　本気で言ってるの？」

「本気だよ。元気になってくれる？」

　顔を上げて、真剣な表情でまっすぐ千波くんを見る。

　彼は力が抜けたようにフッと息を吐いて、口元に笑みを浮かべた。

「困ったお姫様だ」

「千波くん？」

　千波くんの指が、私の髪を優しく梳すく。

「日菜は優しい子だね」

「子供扱いしないで。千波くんと三つしか違わないのっ」

　自分を小さい子のように扱う千波くんを軽く睨むと、甘い蜜を吸う蝶のように、千波くんは私の唇にその唇を重ねてきた。

　目を閉じるとまつ毛が震え、胸の鼓動が今まで以上に騒がしくなる。

　千波くんは閉じた瞼にもそっとキスを落とすと、頬へ移動して再び唇を重ねる。

　啄むようなキスは次第に唇を開かせ、そして舌を絡め取る。

「ん……っ……」

　むさぼるように何度も何度もキスを重ねていくと、身体から力が抜けていった。

　気づくと、私はソファに押し倒されていた。

「可愛すぎるよ……」

　そう言いながら、私の髪に指を差し入れ、唇の輪郭を舌でなぞっていく。

「つ……ぁ……」

　それだけなのに、身体の中が熱くなっていく。

「唇だけで感じるの？」

「私……」

　そんなこと聞かれてもわからないよ……。

　戸惑いの瞳を千波くんに向けると、押し重なるように唇を奪われる。下唇を吸われ、舌が口内を深く探っていく。耳たぶを甘あま噛がみされ、首筋に唇が伝うと、甘い吐息が私の口から漏れた。

「ぁ……んっ……」

「日菜……日菜」

　その声に、夢中で千波くんの身体にしがみつく。

　千波くんは私の首筋にキスを落としながら、制服のリボンに手をかける。

　リボンをほどかれている間、身体が震えた。

　制服を脱がされてしまうのだろうか。そう思ったとき、千波くんは一度ほどいたリボンをもう一度結び直した。

「ち……な……みくん？」

「日菜、ありがとう」

　千波くんはもう一度軽く唇にキスを落とすと、私の身体を起こした。

　途中で止められたことに戸惑う。

「こんなところで日菜を抱くわけにはいかない」

　切なそうな声に、きゅんと胸が痛む。

「日菜、時間は大丈夫？」

「うん……」

　お母さんには千波くんに会うと電話してあるから、大丈夫。




『時間は大丈夫？』って聞かれたあと、私は二階の千波くんの部屋に連れていかれた。

　これから起こることを考えると、心配で怖気づきそうだった。

　それなのに……部屋に入ると……。

「ちょっと眠らせて……」

　千波くんはそう言って、ドキドキと胸が暴れている私をベッドに引っ張り込んだ。

　抱きしめられたと思ったら、スーッと寝息をたてて、千波くんは眠ってしまった。

　抱きしめられたままだから身動きできず、視線は自然と千波くんの鎖骨へいってしまう。

　線は細いのに、意外とがっしりしている。

　いつもつけているコロンが漂うほど近いから、胸が早鐘を打つのが止まらなかった。

　こんなにじっくり、千波くんを見たことがない。高い鼻び梁りょう、形のいい唇、長いまつ毛……。抱きしめられた腕の中は、居心地がよくて――。




　……えっ!?

　ふと、人の温もりを感じてパチッと目を開けた。

　あっ……そうだ……。私も眠っちゃったんだ。

　顔を上げると、千波くんの茶色の瞳と目が合った。

「えっと……」

　気まずくて千波くんの腕の中から慌てて抜けだし、身体を起こす。

　いつの間にか眠っちゃってた……。

「日菜、ありがとう。ぐっすり眠れたよ」

　千波くんも身体を起こして、気だるく前髪をかき上げる。その仕草に見とれてしまいそうになる。

「あ、私も寝ちゃって……」

「日菜がいるとよく眠れるから、いつも一緒に寝てもらおうかな」

　そんなこと言ったら期待しちゃうよ……。

　壁にかかっている時計を見ると、すでに二十一時を回っていた。四時間以上も眠っていたらしい。

「食事に行こうか？」

「ううん、いいの。もう遅いから帰るね」

　なんとなく気まずくて、皺になってしまった制服を軽く撫でつけると、私はドアに向かった。

「送るよ」

「すぐ前だから大丈夫だよ」

　そう言って断ったのだけれど、千波くんは私の手をギュッと握った。

「千波くん、どうしたの？」

　手を握ったまま、考え込んでいる千波くんの顔を覗き込む。

「日菜……」

　千波くんは私の名前を呟くと、唇にキスをした。

「ん……っ……」

　名残惜しそうに唇を離すと、指で頬に触れる。甘くキスされて、面と向かって千波くんが見られず、視線を後ろの壁に動かす。

「もう一度、最初からやり直してほしい」

　ハッとして視線を戻すと、真しん摯しに見つめる千波くんの瞳とぶつかった。

「最初から……やり直し……って？」

　私、まだ夢の中？

「日菜、もう一度俺と付き合ってほしい」

　私が大好きな、静かな笑顔だった。千波くんのその笑顔を見ていたら、目頭が熱くなる。

「明日、ちゃんと話すよ。一日出かけないか？　空いている？」

　明日は土曜日で、なんの予定もなかった。

「うん」

　やり直してほしい？　千波くんの言葉に半信半疑で頷いたけど……。

　明日になればわかる。千波くんの気持ちがはっきりする。それを聞くのは怖いけど、後戻りはできない。

　やり直してほしいと言うからには、私にとってうれしいことだ。

　もう、前に進むしかない……。










一から始めよう




　家に戻った私は、簡単に夕食の残り物を食べた。食べている間も心は弾んでくる。

　近くのテーブルでお母さんが花の注文書を書いていた。明日の活け花教室に使う分らしい。

「お母さん、明日、千波くんと出かけてくるね」

「あら、よかったわね。久しぶりじゃない？」

　お母さんは注文書から顔を上げて、私に笑いかける。

　私は食べ終わった食器を気分よく洗いながら、明日はお弁当を作ろうと決めた。

　郁斗が、千波くんは帰国してから食が細くなったようだって言っていたし。

　私のお弁当……食べてくれるかな……？

　洗い終わると冷蔵庫の中を覗き込み、お弁当の材料が充分にあることを確かめた。

「千波くんのためにお弁当作っていくね」

「ちゃんと起きられるの？」

「そういうときは大丈夫なの」

　私は上機嫌で二階へ上がった。




　翌朝、あまりにもウキウキしすぎて、四時に目を覚ましてしまった。昨夜は興奮して、二十四時を回ってからようやく眠ったのに。

　早速キッチンに向かうと、お母さんがといでセットしてくれていたご飯で、たらこ、梅干し、鮭のおにぎりを小ぶりにむすぶ。いろいろな味を楽しんでもらいたいから。

　定番の卵焼き、から揚げ、エビフライ、ポテトサラダ、ウインナーなどを用意して、お弁当箱に見映えよく詰めた。

　時間がたっぷりあったはずなのに、お弁当ができ上がった頃には、着替えるだけの時間しかなかった。

　今日は秋の陽気というより、むしろ、暑いくらいの一日になるらしい。

　私は長袖のブラウスに、デニム地の膝上のスカートを合わせた。

　白いニットのカーディガンの袖に腕を通したとき、インターホンの音が聞こえた。

「うわっ。来ちゃった」

　急いで一階に下りると、玄関で萌が千波くんと話をしていた。

「いいな～。ドライブぅ」

「今度行こうか」

　萌のねだるような視線にかまわず、千波くんは微笑みかけてそう言った。萌のあの視線を無視できる男の人は、千波くんと郁斗以外いない。

　ふたりに近づくと、私の足音に千波くんが視線をこちらに移した。彼に爽やかな笑顔を向けられ、私もニッコリ笑う。

「おはよう。日菜」

「おはよう。千波くん」

　大きな荷物を持っていると、いつものように千波くんは手を差しだした。

「このバッグ、重いね？」

「あのね、千波くんに食べてもらいたくてお弁当を作ったの」

　靴を履きながら伝えると、千波くんの明るい声が返ってきた。

「日菜の手作り？　うれしいよ」

　心からうれしそうに微笑まれて、私の心が弾んだ。




　車に乗り込むと、どこへ行きたいか聞かれた。

「千波くんは行きたいところある？」

「日菜の行きたいところならどこでも連れていくよ」

「じゃあ……水族館」

　夏に行ったばかりだけれど、デートする場所には最適に思えた。

　魚たちが千波くんを癒してくれるかもしれないし、今日みたいに暖かい陽気なら、外でお弁当を食べることのできるような水族館がいい。

「ＯＫ。ちょっと遠いところの水族館に行こうか。確かイルカがいるはずだよ」

　千波くんは濃いめのレンズが入ったサングラスをかけると、車を発進させた。




　二時間後、途中で渋滞もあったけれど、それほどかからず水族館に無事到着した。

「千波くん、運転お疲れさまでした」

　ねぎらいの言葉をかけて外へ出ると、千波くんも車を降り、荷物を持っている反対側の手で私の手を握ってくれる。

　入口で入場券を購入し、ふたりで順路通り歩いていく。

　館内は家族連れが多く、ほのぼのとした雰囲気。魚や可愛いペンギンなどを見るたびに、私が思わず駆け寄ってしまうのを千波くんは目を細めて笑う。

　アシカを見ていたとき、私はクルッと千波くんのほうを振り向いてお腹を押さえる。

「千波くん、お腹空いたね」

　アシカが餌を食べるところを見ていたら、自分もお腹を空かせていることに気づいた。早く起きたから、朝食を食べてずいぶん経っているし。

　千波くんはアシカの様子を見て、納得したというような顔で頷く。

「この地図を見ると、もう少し行けばテーブルがあるらしいよ」

「うん、じゃあ、そこで食べようねっ」

　少し行くとそこは広場になっていて、私たちは空いているテーブルを見つけ、そこでお弁当を広げた。

「全部日菜が作ったの？」

　ボリュームのある中身に、千波くんが驚いている。

「そうだよ～。おいしくないかもしれないから、口に合わなかったら、そう言ってね？あそこで買ってくるから」

　私は目の前の売店を指差す。

「一生懸命作ってくれたんだから、おいしくないわけがないだろう？」

　私は千波くんの返事に思わず笑顔を向けて、箸を渡した。




　お弁当箱の中身は、みるみるうちにキレイになくなった。持ってきていたホットコーヒーを陶器のカップに注ぐ。私はまったく飲めないから、千波くんのために準備した飲み物。

「はい、千波くん」

　ブラックコーヒーが千波くんの好み。

「ありがとう」

　私が差しだしたカップを、千波くんがうれしそうに受け取る。

「熱いから気をつけてね」

　千波くんは返事の代わりに微笑むと、ゆっくり飲み始めた。




「たっぷり遊んだね。連れてきてくれてありがとう」

　夕方になって出口に向かう私は、千波くんから買ってもらったペンギンのぬいぐるみを見ながら、口元が緩みっ放しだった。

　お弁当のお礼がしたいと言って、千波くんが買ってくれたもの。

　駐車場に戻り、車が走りだすと、朝が早かったせいもあって私はすぐに眠気に襲われて、ぬいぐるみを抱いたまま、うつらうつらとしていた。

「日菜、眠っていいよ」

　千波くんの優しい声がぼんやり聞こえてくる。

「大丈夫……」

　そう答えたのに、眠気には逆らえず、私はいつの間にか眠ってしまっていた。




　あれ……？

　目を覚ますと車は停まっていて、運転席に千波くんの姿はなかった。

「千波……くん……？」

　ここはどこ？

　外は真っ暗だった。目を凝らして前を見ると、ボンネットに寄りかかった千波くんの背中が見えた。少し身体を丸め、考え事をしているような後ろ姿。

　私は静かに車から外に出た。

　そこは、見たことのない初めての場所。高台にいるらしく、夜景が美しく見える。

　パタンと閉まったドアの音で、千波くんが振り返った。

「日菜、起きたんだね」

「千波くん……」

　目が覚めたら見知らぬ場所で戸惑ってしまい、ドアの前から動けない。

「おいで」

　ドアのところに突っ立ったままの私を彼が呼ぶ。

「起こしてくれればよかったのに……」

　すぐ横に行くと、千波くんは私の肩をそっと抱いた。

「ぐっすり眠っていたからね。お弁当を作るのに早起きしてくれたんだね？」

「それもあるけど……朝、自然と起きちゃったの」

「それは……楽しみで？」

　顔を覗き込まれて、コクッと頷く。

「よかった……結果的に日菜を振りまわしてしまったから、嫌われたかなと思ったよ」

「き、嫌いになるわけないよ……」

「ありがとう。日菜」

　肩に回っていた手に力が入り、ギュッと抱きしめられた。

「日菜、好きだ。愛してる」

「えっ……」

　千波くんの信じられない言葉に、私は目を大きく見開いたまま固まった。

「愛……してる……？」

　千波くんの愛している人は、アメリカにいるんじゃ……。

『別れた』と言っていたけど、千波くんの様子を見ていたらそうは思えなかった。

「ああ。日菜を愛している」

「アメリカの彼女は……？」

「ミランダは……亡くなったんだ……」

　そう告げる千波くんの顔は、ロスから戻ってきた直後に見たような暗い表情になる。

「え！　亡くなった!?」

「そう、病気ではなく事故でね。彼女は新しい恋人とドライブ中、事故に遭ったんだ。一緒に亡くなった恋人は彼女の主治医で、俺が日本へ戻ってから親身になってくれていた彼に心が傾いたんだ。でも勘違いしないでほしい。ミランダに恋人ができたから、日菜を好きになったんじゃないということを」

　唖然とする私に、千波くんは小さく微笑む。

「恋人のフリをしているうちに、俺はミランダではなく日菜を愛していることに気づいたんだ。それに、萌ではなく日菜に頼んだのは、心の奥底では君の存在が愛いとしかったんだと思う。理由をつけて一緒に過ごし、触れたかったからなのかもしれない」

　朝倉家を出てもいいと思っていたくらい愛していた人のことを話すのは、つらいのだろう。

　だけど、心の中を打ち明けてくれる千波くんの表情がだんだんと和らいでいく。

「本当に……？　本当に……？」

　千波くんの告白がまだ信じられない。夢でも見ているの？

「本当だよ、信じて。日菜に悲しい思いをさせたこと……本当に悪かったと思っている。すまなかったね。許してもらえるかな？」

「千波……くん……」

　私は胸がいっぱいになって、ギュッと千波くんの身体に抱きついた。

「私……千波くんのことがずっと好きだったから……いつも……許してた……」

　千波くんの指先が私の顎に触れて、上を向かせる。瞳がぶつかると、千波くんは顔を寄せて唇を重ねた。慈しむような優しいキスは、長くて甘い。

　幸せすぎて、涙が目尻を伝った。

「日菜、泣かないで」

「千波くんに郁斗のことを誤解されてたときは、悲しかったんだよ？」

「ずっと日本を離れていたからね。日菜の気持ちに自信がなかったんだ。ロスから帰ってくると、郁斗と日菜はとても仲がよさそうで……入り込めないと思ったよ……。俺と一緒にいても郁斗の話ばかりしてたし」

　確かに、千波くんを前にするとなにを話せばいいのかわからなくて、郁斗の話題になってしまってばかりだった。私が千波くんに誤解をさせてしまっていたんだ。

「俺の気持ちは複雑だった。あの夜、郁斗と日菜がじゃれ合うように歩いているのを見て嫉妬心に駆られた。……いつの間にか君は俺にとって大事な存在になっていたんだ。愛している、日菜」

　顔がよく見えるように、千波くんが私の前髪をかき上げる。そして頬に伝わる私の涙を、そっとハンカチで拭ってくれた。

「こんなに泣いちゃって恥ずかしい……」

「泣いた顔も、怒った顔も、どんな顔も日菜は可愛いよ」

　優しく見つめてくれる瞳。そんな瞳を向けられて、胸の鼓動が高鳴っていく。

　千波くんの腕の中で抱きしめられ、また涙が出そうで目を閉じると、瞼の上にそっと唇が触れた。

　羽のようにふんわりとしたキスに、心がとろけそう。

　まるで夢のようで、私は目を開けて、千波くんを確かめるように見つめた。

「千波くん……大好き……」

　そう言うと、千波くんはもう一度、私に甘く口づけた。




　ふいに足元からの冷えで、ぶるっと震えが走る。外にいるのが寒くなり、私たちは車に戻った。エンジンはかけたままにしてくれていたから、車内は暖かい。

「大学院は辞めることにしたよ」

「どうして……？」

　確かに、アメリカの大学を卒業している千波くんは、わざわざもう一度こっちの大学院で勉強をしなくても、問題なく社会に出られると思うけど……。

「朝倉ホテルに入るんだ」

「だって……来春でも……」

　千波くんが社会人になることに戸惑いながら、首を傾げて助手席から彼を見る。

「勉強することがたくさんあるからね」

「千波くんなら大丈夫だよ」

「朝倉に入り、一から勉強していく。すべてを把握したいんだ」

　千波くんなら、すぐにいろんなことを身につけていくはず。御曹司という立場に甘えない千波くんを尊敬する。

「がんばってね」

　千波くんの腕に手を置くと、彼の手が重ねられる。

「週末しか会えなくなるかもしれないけど、ちゃんと空けておいてくれる？」

「うん」

　千波くんは首を伸ばすと、唇にキスをする。

　触れるだけのキスに、どこか物足りなさを感じてしまい、私は心の中で笑った。

　千波くんは私の彼氏……。小さい頃からの思いが叶って、私は今、本当に幸せ。

「私もがんばるから」

　それを聞いて、千波くんが楽しそうに笑う。

「なにをがんばるのかな？」

「え……」

　がんばるとは言ったものの、そう聞かれても思い浮かばない……。

「日菜はがんばらなくてもいいんだよ。笑って、俺のそばにいてさえくれればね」

　優しい笑顔が降ってくる。

「うん」

　帰りが遅くなっても、親に信用されている千波くんと一緒だから叱られることはないけれど、私たちは近くのレストランで夕食を食べて、急いで家に帰った。




　翌朝、いつも通りに目が覚めてキッチンへ行くと、お母さんが朝食を作っていた。

「お母さん、おはよう」

「あら、日菜。すごくうれしそうね？」

「そうかな～？　あっ、そうだ、あとで千波くんのところに行ってくるね」

「じゃあ、生徒さんから昨日いただいたおいしいお菓子を持っていくといいわ」

　お母さんもなんだか気分がよさそうだった。それは、私が笑顔でいるからなのかもしれない。




　昼食後、お母さんから持たせてもらったお菓子を手土産に朝倉家へ向かう。

「日菜ちゃん、いらっしゃい」

　おば様がにこやかに出迎えてくれた。

「おば様、こんにちは。これ、母からです。いただき物ですけどって」

「いつもありがとう。あら、大好きな和菓子だわ。千波は本屋さんに行っているのよ。すぐに戻るって言っていたから、それまでお茶にしましょうか」

　リビングのソファに座ると、お手伝いさんが緑茶を運んでくる。

「日菜ちゃん、ありがとうね」

　対面に座ったおば様に突然お礼を言われて、きょとんとしてしまう。

「ふふ……千波を元気にしてくれたでしょう？」

「それは……私が元気にしたわけじゃ……」

　私はゆっくりと左右に首を振る。

「いいえ。それに今朝、急に朝倉に入るって。まだまだ先だと思っていたから、主人も私もびっくりで」

　千波くんの決断、ご両親はうれしかったんだろうな。

「日菜ちゃんのおかげだわ。アメリカから帰ってきた千波はおかしかったもの。いつも通りに戻ったどころか、いい方向に向かって本当に喜んでいるのよ」

　おば様は私に優しく微笑むと、お茶を飲むように勧めてくれた。

「ただいま」

　そこでリビングのドアが開いて、千波くんが姿を現した。本を抱えた千波くんは、目が合った私に微笑んでくれる。

「待たせてごめん」

「ううん、おば様とお話ししていたから」

　ニッコリ笑うと、千波くんは私のそばに来る。

「千波、コーヒーでも飲む？」

「いや、いいよ。日菜、部屋へ行こう」

　千波くんが手を差しだしてきて、私をソファから立たせた。




　千波くんの部屋に入ると、途端に彼を意識してしまう。千波くんは買ってきた本を無造作に机の上に置いた。ただそれだけなのに、私の胸ははじけそうなくらい高鳴る。

　少し千波くんから離れようと背を向けると、後ろから長い腕が回って、私の身体はすっぽりと腕の中に収められた。

「日菜、会いたかった。昨日会ったばかりなのに、すぐに会いたくなる」

　その言葉に胸がきゅんとなる。

「私も……会いたかったよ」

「顔見せて……」

　千波くんは私を振り向かせると、優しく微笑みながら、ゆっくり顔を近づけた。

　唇が、触れるか触れないかのところで止まる。

「なにがしたいか……わかってる？」

　ちょっと意地悪な質問に、私は真っ赤になって頷く。

　次の瞬間、千波くんの唇が重なった。啄むようなキスが、だんだんと深まっていく。気がつかないうちに、私はベッドに押し倒されていた。

　シーツと千波くんに挟まれ、しばらくの間、甘いキスに酔いしれる。

　唇が離れると、急に恥ずかしくなって起き上がった。

　ふと、机の上に置かれたたくさんの本が目に入り、近寄る。

「経営学……」

　日本語の本はほんの少しで、他は全部英語の本……。本のタイトルは読めても、中身は絶対に理解不可能。

「すごくお勉強してるんだね？」

　振り返ると、千波くんはベッドの端に座ってこっちを見ていた。

「勉強というより、読んでいるだけだけどね」

「朝倉の会社に入ること、おば様も喜んでたね」

「ああ。『信じられない』を連発していたよ。日菜、俺はひとり暮らしをしようと思っているんだ」

　突然の千波くんの言葉に、目を丸くしてしまった。

「この家を出ちゃうの？」

「そろそろ自立しなくちゃね」

　ここから離れてしまうと聞いて、急に悲しみが襲ってきた。

「そんな顔しないで」

「だって……会えなくなっちゃう……」

「なにをバカなこと言ってるんだ？　週末には会えるよ。それにここで会うと、母さんに日菜を取られるからね」

　千波くんが私の手を軽く引っ張る。その反動で、身体が千波くんの上に倒れ込む。

「キスして。日菜」

　いつでも見とれてしまう端整な顔が、目の前で微笑みを浮かべている。

「い、嫌っ……」

　火が出そうなくらい真っ赤な顔で、ふるふると首を横に振り、断った。

「嫌なの？」

「さ、さっきしたもん……」

　なおも余裕の笑みに、私は千波くんの腕から逃れようと動く。

「きゃっ……」

　軽く引っ張られ、唇が重ねられた。

「日菜は恥ずかしがり屋だね」

「千波くん……」

　そっと彼の腕の中から離れた。

「どうした？」

「……ミランダさんは恥ずかしがり屋じゃなかったの……？」

　そんなこと、言ってはいけないと思ったのに、口に出ていた。

「まあ……そうかな……」

　私はうつむいてしまい、気まずくなって、すぐに立ち上がった。

「日菜？」

「ごめんね。違う話にしよう……」

「……そうしよう。ちょっと待ってて。飲み物を持ってくるよ」

　肩に手を置き、私を再びベッドの上に座らせると、千波くんは部屋を出ていった。

　私が悪いんだよね……ミランダさんのことを話に出しちゃったから、気まずくなっちゃった……。

　自己嫌悪に陥る。

「はぁ……」

　ため息をついて、ベッドから離れた。

　――ゴトッ。

　どこからか写真立てが床に落ちた。

「いけないっ！」

　かがんで、裏になっている写真立てを拾って表にしたその瞬間、私は目を見開いた。

　どうして……？　これは、ミランダさんの写真だよね……？　まだミランダさんの写真が……？

　ブルーの瞳で微笑んでいる。彼女の顔を、これまで見たことがなかった。

　見なければよかった……とてもキレイな人……。こんなにキレイな人が千波くんの恋人だったんだ……。

　微笑む彼女を見ると、胸がズキズキと痛んでくる。ミランダさんを初めて見たショックで動揺しつつ、急いで写真立てを机の上に置くと、部屋を出た。廊下でトレーを持った千波くんにぶつかりそうになる。

「日菜？　どうしたの？」

　今にも泣きだしてしまいそうな顔を隠した。

「ちょ、ちょっと用事を思い出したの。帰るね」

　うつむきながら千波くんの脇をすり抜けると、彼は廊下にトレーを置いて私を追いかけてきた。

「日菜！　日菜、待つんだ」

　玄関を出たところで追いつかれる。手首を掴まれた私は、まだ千波くんの顔を見られなかった。

「どうしたんだ？」

　泣きそうになって呼吸が乱れているのに、大きく首を振る。

「なんでもないっ」

「そんな顔して、なんでもないわけがないだろ？」

　千波くんが、下を向いている私を覗き込んできた。

「本当になんでもないのっ」

　今話したら、どんどん嫌な子になっちゃう……。

「日菜……」

　千波くんが鋭い眼差しを向ける。手首を掴んでいる千波くんの指を、外そうとした。

「日菜！」

　千波くんが声を荒らげると、そこへ、郁斗がサッカーボールをリフティングしながら門のほうから近づいてきた。

「なにやってんの？　痴話喧げん嘩か？」

　私は気まずくなり、そっぽを向いた。

「千波くん、あとで電話するから」

　ぼそっと言って、無理やり千波くんの指を振りほどくと、その場から走り去った。










心の整理




　家に戻ると、まっすぐ自分の部屋に戻り、力なくベッドに腰かけた。

「どうしよう……」

　千波くんの指、乱暴に振りほどいてきちゃった。

　きっと、わけがわかんないよね。私って、どうしてこうバカなんだろう……。

　千波くんにとって彼女はまだ過去の人じゃないんだ。確かにショックを受けたけど、それくらいわかってあげないで、よく『癒したい』なんて言えたもんだよね。

　私はすぐに謝ろうと、スマホに手を伸ばした。でも、電話できなかった。スマホを持ったまま、勇気が出なかったのだ。

　するとスマホが突然鳴り、驚いて落としそうになった。手の中から落ちそうになったスマホの着信画面を見る。

　相手は……千波くん。

「ダメ……やっぱり今は出られないよ……」

　呼びだし音が鳴るスマホを布団の中に放り込んで家を出た。

　家にいたら千波くんがやってきそうで……。このままにしておくような人じゃないから、家に来てしまったら向き合って話をしないといけない。

　少し時間が欲しい。気持ちの整理ができるまで……。




「あれ？　日菜……」

　あてもなく歩いていると、いつの間にか駅前に来ていて愛ちゃんにばったり会った。

「愛ちゃん……」

　彼女の顔を見ると、思わず目が潤んでしまう。

「日菜？　どうしたの？」

　愛ちゃんは私の手を取って、すぐそばのカフェへ連れていってくれた。

　店内にはお客さんが結構いるけど、それぞれの席が離れているから、まわりの人に会話を聞かれることはなさそう。

　隅の席に座った私は、まだぼんやりしていた。

　愛ちゃんは私の前に座ると、てきぱきと注文を済ませてくれた。自分にはホットコーヒー、私にはホットミルクを。

「どうしたの？　日菜、様子がおかしいよ？」

「愛ちゃん……私って……心が狭いんだなって……」

　水を飲んでいた愛ちゃんは、口から水を吹きだしそうになった。

「いきなりなに言ってるの!?　千波様となにかあったの？」

「鋭いね……愛ちゃんって」

　私は思わず苦笑いする。

「ほら、はぐらかさないで？　お姉さんに話してみなさい」

「千波くんの部屋の写真立てに……ミランダさんの写真があって……」

　愛ちゃんは、驚いたように目をしばたたかせた。

「ミランダさんって、千波様の……恋人……？」

　顔をしかめて言いづらそうに、愛ちゃんが聞く。

「うん……」

　そうだ……愛ちゃんにまだ、ミランダさんが亡くなったことを話していなかった。

　私は愛ちゃんに、これまでのことを話した。最初からやり直すことになったと伝えると、愛ちゃんは自分のことのように喜んでくれた。

　話し終えると、私は窓の外に目を移す。そこへ、注文した飲み物が運ばれてきた。

　ホットミルクをひと口飲むと、小さくため息をついた。

「その写真立てって、ただ片づけるの忘れているだけじゃないの？　亡くなった人だからすぐに捨てるのも……とか」

　愛ちゃんが、考えられる理由をいろいろと並べ立てる。

「うん……よく考えたらそうなのかもしれない……でも、見た瞬間はすごくショックで、飛びだしてきちゃったの」

「でも、この週末にそんな展開になっていたなんて……びっくりだよ。とにかく……ちゃんと千波様と話をしたほうがいいね」

「うん……。愛ちゃん、聞いてくれてありがとう」

　愛ちゃんに聞いてもらって、少し気持ちが落ち着いた。

「日菜は自信持っていいんだからね？　絶対に千波様に愛されているんだから」

　愛ちゃんにそう言われて、私は微笑んだ。

　千波くんにちゃんと話そう。愛ちゃんと会えてよかった。会えなかったらまだ、気持ちの整理がつかなかったはずだから。




　それから少しして、愛ちゃんと別れて家に向かった。外はもう暗くなっていた。時刻は十九時過ぎだから無理もない。

　家に帰る道を足早に歩いていると、家の横の壁に寄りかかった千波くんが目に入りその場に立ち止まってしまう。

「ち……な……みくん……」

「日菜」

　私に気づいた千波くんが、ゆっくりとした足取りで歩いてきた。

「千波くん……いつからここに……？」

「よかった……」

　耳に聞こえてきた、千波くんの小さな呟き。

　次の瞬間、私は彼の胸の中にいた。

「心配させないでくれ……」

「ごめんなさい」

　頬に当たるジャケットの布地が冷たくて、千波くんがずっとここにいたことがわかった。

　我に返りパッと腕の中から離れると、千波くんは怪訝そうな表情になる。

「人が通るから……」

　冷静になると恥ずかしくなった。

「あぁ……」

　千波くんは私の手を握り、歩き始める。

「千波くん、どこに行くの？」

　私は話がしたいのか逃げたいのか、わからなくなった。なのに、手を握られていることで、気持ちが安らぐ。

　寒い外でずっと待っていてくれた千波くんには悪いけれど、冷たい手に、幸せを感じていた。私のために待っていてくれたから。

「ここでは話ができないからね」

　朝倉家のガレージの前で、彼がポケットに入れていたリモコンのボタンを押すと、扉が静かに自動で開く。

「千波くん？」

「食事に行こう。食べてないよね？　おばさんには言っておいたよ」

　助手席のドアを開け私を座らせると、千波くんはどこかへ電話をしてから運転席に座った。私は慌ててシートベルトを装着する。

　エンジンをかけた彼は、ガレージを出て車を走らせた。




　運転中の千波くんは、無口だった。私はチラッと彼の顔を見ては前を向く、その繰り返し。

「俺の顔になにかついてる？」

　おもしろがっているその声に、私は大きく首を左右に振る。

「なにもついてない……」

　見ていたことが、バレバレだった……。

「落ち着かないんだね？」

　答えに困って黙っていると、膝の上に置いた手に千波くんが右手を重ねてきた。

　しばらくすると、車は懐石料理で有名な店の前に停まった。

「さあ、降りて」

　エンジンを切って、千波くんが声をかけてくる。

「千波くん、ここは高級すぎるよ」

「ここなら個室だから、ゆっくり話ができる」

　千波くんは先に降りると、助手席のドアを開けてくれた。小さく息を吐き、私も仕方なく車を降りた。




　六畳ほどの広さの部屋に通された私たちは、向かい合って座っていた。

　目の前にあるのは、高級食材をふんだんに取り入れている、目にも美しい料理たち。器にもかなり値打ちのあるものを使っていると聞いたことがある。

「おいしそうだ。食べよう」

　千波くんが言うので、私は素直に箸を手にした。しばらく黙って料理を口に運ぶ。

　確かにおいしいけれど、気持ちが落ち着かなくて、よく味わえない。

「千波くん……」

　沈黙に耐えられず、口を開いた。

「ごめんなさい」

　千波くんがなにかを言いだす前に謝った。

「どうして謝るのかな？」

　箸を動かしていた千波くんの手が止まる。涼しげな眼差しでじっと見つめられて、私は目を伏せた。

「……嫉妬しちゃったから……」

　私の言葉に彼が目を見張った。

「嫉妬って……誰に？」

　千波くんはあっけに取られた様子。

「ミランダさん……」

「ミランダに？　なんのことか、わからないな」

　彼は箸を置き、大きく息を吐く。

「見ようと思って見たんじゃないのっ。写真立てをたまたま見ちゃったら、ミランダさんの写真で……まだ大事にしているのかと思ったら……」

「……日菜、ごめん。処分していなかったんだ。無神経すぎたよ。俺だって日菜が別の男の写真を持っていたらショックを受けるのに。本当にごめん」

　すぐに謝ってくれた千波くんに、私は首を横に振った。

「もういいの。千波くんがミランダさんを忘れるまで待つから」

「それは違う！　俺が愛しているのは日菜だよ。ひどいようだけど、ミランダのことはもうなんとも思っていない」

　珍しく声を荒らげた千波くんは、顔を曇らせた。

「千波くんっ！」

「日菜が傷つく前に捨てておけばよかったんだ」

　千波くんの声が切なく聞こえる。

　昨日、『愛している』って言ってくれたのに、私はその言葉を信じられなかった。

　……最低だ……私……。

　千波くんの思い出を奪おうとしてしまった……。

　自分がすごく嫌になって、両手で自分の顔を覆った。

「日菜？」

　対面に座っていた千波くんが立ち上がって、隣に来ると片膝をつき、私の手を顔からそっと外す。私の手は涙で濡れていた。

「千波……くん……私、嫌な子……」

「日菜は嫌な子じゃないよ。俺が悪いんだ。本当にごめん」

　泣きじゃくる私を千波くんがそっと抱きしめてくれる。

「泣かないで……日菜の泣き顔を見るのはつらい……」

　耳元で囁かれて、懸命に泣きやもうと努力した。

　でも、一度出た涙はなかなか止まってくれなくて、千波くんのシャツも濡らしてしまう。

「俺が日菜を愛しているということを、忘れないで」

　しっかり抱きしめられて、私は次第に落ち着いてきた。




「おやすみ。日菜」

　家の前に車をつけた千波くんは、玄関まで送ってくれた。

「ごちそうさまでした。おやすみなさい、千波くん」

　彼の指が私の頬に触れる。その仕草に心臓がドキンと脈打つ。

　千波くんは顔を傾けて、そっと口づけをくれる。

「過去のことは気にしないでほしい。今の俺は日菜を愛しているんだから」

　情熱を秘めた瞳で見つめられ、千波くんには本当に心奪われてしまう。

「うん。千波くん……大好き」

　自然と身体が動いて、彼の腰に腕が回っていた。

　いつ誰がドアを開けるかわからないのに……。

　でも、もし見られたとしても、私はかまわないくらい千波くんに夢中だった。

「日菜、また電話するよ」

　頭を撫でてくれる彼に、私は顔を上げて、ニコッと笑う。

「おやすみなさい。千波くん」

　もう一度おやすみを言ってから、玄関のドアを開けて中へ入った。

　リビングに顔を出すと、お母さんと萌がテレビを見ていた。

「おかえりなさい。千波くんと食事してきたのよね？　よかったわね。おいしかった？」

「うん。懐石料理をごちそうになったの。おいしかったよ」

「いいな～、日菜ちゃんばっかり」

　部活で忙しい萌は口を尖とがらせて、恨めしそうに言う。

「萌も千波くんくらいの彼氏を見つけなくちゃね」

　お母さんが萌をからかうと、彼女は首を横に振ってこれみよがしなため息をつく。

「千波兄くらいのいい男なんて、いるわけないじゃん。郁兄だってまだまだだし」

　ブツブツ言っている萌。萌の感覚だと郁斗もまだまだなんだ。学校でモテまくりなんだけどな。

「私、お風呂入ってくるね」

　いろいろ聞かれないように、お風呂を理由にリビングを出た。




　翌朝目が覚めたときも気分はふわふわと浮いていて、学校に到着したときもそれは持続していた。

　気を引きしめなければなにかミスをしちゃいそう。自分に活を入れて教室に入ると、こちらに近づいてくる愛ちゃんの姿が。

「おはよ～。日菜」

「おはよう。愛ちゃん」

「千波様とうまくいったみたいだね？」

　通学カバンから筆記用具を取りだす手を止める。

「うん。愛ちゃん、ありがとう。あのあと、家に戻ったら外で待っていてくれたの」

「うんうん、それで？」

　前の席に軽く座った愛ちゃんは後ろにいる私のほうに振り向き、返事を待ちきれないように、身を乗りだして聞いてくる。

「えっと……食事に連れていってくれて、そこで正直に話したの。そうしたら、写真を処分するのを忘れていただけだって」

「そうだと思った～。意外と千波様、女心に鈍感なのよね～。でもよかった！　日菜、幸せそうだね」

　愛ちゃんは、自分のことのように満足そうに笑ってくれた。




　次の日曜日、千波くんは都心の新築マンションへ引っ越しをした。

　その日、私は千波くんの車に乗って、引っ越し先のマンションへ連れていってもらった。駐車場は地下にあって、停められている車の多さを見てかなりの規模のマンションだとわかる。

「すごく大きなマンションだね？」

「立地条件がいいから決めたんだ。他の階はもう空きがないらしいけど」

　ここは朝倉グループの所有するマンションらしい。

　すぐに引っ越しができたのは、千波くんがひとり暮らしをしたいと言ったときのために、おじ様が空き部屋を準備していたから。

　それにしても、マンションの洗練された豪華さに、キョロキョロと中を見まわしてしまう。

「行こう」

　手を引かれてエレベーターに乗ると、あっという間に最上階へ着いた。

「千波くんのお部屋、一番上なんだね」

　三十階建ての高層マンション。高所恐怖症の私は、窓から下を見られないな……なんて思っていた。

　エレベーターを降りると六畳ほどのスペースがあって、玄関が左右にふたつあった。

　千波くんは右のほうの玄関に鍵を差し込んだ。

「あ……れ？」

「なに？」

「こんなに大きなマンションなのに、ふたつしか玄関がないの？」

　千波くんはあっけに取られている私に笑いかけると、手を取って部屋の中へ連れていく。

　中へ入ると、カーテンなど引かれていない大きな窓が目に入って、思わず駆け寄ってしまった。けれど、高いところからの景色がやはり怖くて、すぐに窓際から離れる。

　千波くんの部屋はセンスのいい家具も配置されていて、まるでモデルルームのようだった。

「すごい部屋……お家賃高そう……」

　呟くように言った言葉が、千波くんに聞こえていたようで、背後から私の身体に腕を回してきた。

「なにを心配してるの？」

　耳元で囁かれて、身体がぞくりと反応し足に力が入らなくなる。

「えっ……と……あまりにもすごいマンションだから」

　千波くんの腕が支えていてくれなければ、ペタンと床に座り込みそうだった。胸もドキドキと暴れ始めて、千波くんを意識せずにはいられない。

　背後から抱きしめてくれる千波くんに私のドキドキが伝わったようで、クスッと笑われる。

「日菜の心臓、うるさいね？　襲われるか心配？」

　千波くんの長い両腕に優しく包まれたまま、慌てて首を左右に振る。

「そ、そんなこと思ってないよ……は、早く片づけようよ」

　でも、部屋にふたりきりだし、今は千波くんに抱きしめられている。

「本当に片づけたい？　俺はこのシチュエーションで日菜に触れないなんてできないな。この場で日菜を押し倒していい？」

「えっ……い……嫌……」

　からかうように言われた言葉に、私は耳から胸元まで、真っ赤になってしまった。

「千波くん……からかわないで……」

　くるっと千波くんの腕の中で動き、その瞳を見た。

「日菜に癒されたい……」

　頭を傾けて唇をそっと重ねてくる。最初は触れるだけのキスも、私が唇をうっすら開くと、千波くんの舌が割って入り込んできた。

　舌を絡ませた深いキスに囚われ、立っていられなくなったそのとき。

　――ピンポーン。

　部屋の中にインターホンの音が響いた。

　千波くんはキスを止めると、ちょっと苛立ったように小さくため息をつく。

「きっと郁斗だよ……」

　私から離れ、リビングのドア近くの壁に向かう千波くんを見ながら、気持ちを落ち着かせなきゃ、と深呼吸をする。

　やはり郁斗だったようで、千波くんはドアホンにあるエントランスのスイッチを押した。

　オートロックで、来客は室内から解錠してもらわないと、各部屋に入ることができない。

　郁斗が来ちゃう。早く私の心臓、静まれっ。顔は赤くなってないよね？

　別のことを考えようとしても、まだ私の脳内は千波くんのことでいっぱい。

　千波くんがひとり暮らしをするってことは……ここに遊びに来れば私たちはふたりっきり……。そうなると……。

　私は想像を巡らせてしまい、さらに顔が熱くなった。

「日菜、なに百面相しているの？」

　私の元に戻ってきた千波くんは、おかしそうに笑っている。まるで、私の考えていることが、わかっているみたいに。

「な、なんでもない」

「郁斗が来るよ」

　千波くんがそう言ったとき、今度は部屋のインターホンが鳴った。

「よっ！　めちゃくちゃ速いな、ここのエレベーター」

　郁斗がコンビニの袋を重たそうにぶら下げて、部屋に入ってきた。

　ふと見ると、郁斗の後ろに愛ちゃんの姿。私は思わぬ来訪者に、びっくりして駆け寄る。

「愛ちゃん！」

「日菜！」

　愛ちゃんは千波くんに頭を下げると、気遅れしたような笑みを私に向ける。

「どうして……？」

　郁斗と愛ちゃんが一緒で驚く。

「郁斗が誘ってくれたの。千波様、こんにちは。しっかり引っ越しのお手伝いいたします」

「ありがとう。助かるよ」

　千波くんは愛ちゃんに笑顔を向けてから続ける。

「でも、ほとんどやってもらうことはないんだ。家具は運んであるし、持ってきたのは必要最低限のものだけで、まだ朝倉の家にいろいろと置いてあるから」

「そうなのか？　手伝いしなくていいならラッキーじゃん」

　郁斗はずんずんと中へ入り、ガラスのダイニングテーブルの上にコンビニの袋を置いた。

「すげえマンション。兄貴がうらやましいぜ」

　郁斗は室内を見てぼそっと呟いた。いろいろな部屋を見て歩く彼は本当にうらやましそうだった。




「なんだか夏の旅行のときみたい……」

　愛ちゃんはアップルジュースをひと口飲んで言った。

　確かに四人でこうして会うのは、あのとき以来だ。

「うん、懐かしいね。もう冬だもん、あっという間だね」

　愛ちゃんはうんうんと頷いてくれたけれど、郁斗は呆れたような声になる。

「日菜、なにをババアみたいなこと言ってんの？」

　郁斗の言葉に千波くんが笑う。

「だって、本当に懐かしいんだもん」

　実際にはそれほど月日は経っていないけれど、あれから私たちの間にはいろいろあったから、あの夏の日が懐かしかった。

　外は暗くなって、お腹が空いたと騒ぐ郁斗もいて、千波くんはピザを頼んでくれた。

「ここのピザ、すごくおいしい！」

　私は二枚目のピザをパクリと頬張り、千波くんを見る。

　よくある宅配ピザではなくこの近くのイタリアンレストランの窯で焼いたピザで、本格的なおいしさにみんな舌鼓を打ち、大満足の様子。

「ん？　あ、あぁ」

　返事が遅れた千波くんに私が小首を傾げていると、「日菜に見とれていたんだよ、千波様は」と愛ちゃんに耳元でこそっと言われて、自分の顔が赤くなっていくのがわかる。

「日菜はすぐ赤くなるんだよな」

　愛ちゃんの言葉に赤面した私を、郁斗がからかう。

「日菜の可愛いところだよ。近くにおいしいレストランがあってよかった」

　さらっと言ってのける千波くんの言葉に、ますます恥ずかしくなって、真っ赤になった顔を手でパタパタ仰いだ。




　千波くんは車でまず愛ちゃんを送り、それから私と郁斗を送ってくれた。

　私の家の前で車を降りた郁斗は、私たちを残し、さっさと中へ入ってしまった。千波くんから私と正式に付き合うことを聞いて、郁斗なりに気を遣っているみたい。

「千波くん。ありがとう。今日は楽しかったよ」

　これから千波くんの帰る場所は、あのマンション。すぐ近くに千波くんの存在を感じられないのは、とても寂しい。

　次に会えるのはいつ……？

「手伝ってくれてありがとう。ゆっくり休むんだよ」

「千波くん……」

「ん？」

　なかなか言葉を言いだせずにいると、千波くんが私の顔を覗き込む。

「あの……あのね？　今度、お食事作りに行っていい？」

「もちろん。平日は帰宅時間が遅くなるから、週末に来てくれるとうれしいよ。まだ揃えたいものもあるし、連絡するよ」

『うれしい』と言われて、私の顔に笑みが広がる。

「寒いから風邪をひいてしまうね。早く家の中へ入って」

　千波くんは唇に触れるだけのキスをして、通用口のドアを開けて促すと、車に戻っていった。










結婚の申し込み




　それから私は毎日、早く週末にならないかな、と指折り数えて過ごした。

　会いたいけど、千波くんは本社の秘書課に入ったらしく、毎日が忙しそうだった。

　一から会社を知るために、主力である営業部から始めたかったそうだけれど、おじ様に説得されて、秘書課に落ち着いたみたい。秘書課なら重役につき添って、いろいろなことを学べるからということらしい。

　千波くんとは一日一回のメールのやり取り。それも仕方がない。彼は、夢中になると他に目を向けないから。

　ないがしろにされているわけでもないので、一度でもやり取りできることを喜ぶべきなんだよね。時間のあるお気楽な私とは違うんだし。




　金曜日の夕方、学校から帰ってきて部屋に入ると、私のスマホが鳴った。千波くんからだった。千波くんから、まだ仕事をしている時間にかかってくるなんて、初めてのこと。なんとなく嫌な予感がした。

『日菜、週末ダメになったんだ。これから神こう戸べに仕事で行くことになってね』

　その予感は的中だった。会えなくて残念だけど、仕事なら仕方ない。

『この埋め合わせは必ずするから。ごめんね、日菜』

「謝らないで。お仕事なんだから仕方ないよ」

『ありがとう。また電話する』

　電話が切れると私はがっくりと肩を落として、ベッドの上に寝そべった。

　明日、楽しみにしていたのに……千波くん、会いたかったな。

　――コンコン。

　気分が落ち込んできて枕に顔を埋めたとき、ドアがノックされて、お母さんが入ってきた。

「お母さん、どうしたの？」

　私はベッドの上に身体を起こしてお母さんを見る。

「日菜、明日空いているかしら？」

「どうしたの？」

「実はね、本家のパーティーがあるのよ。お父さんが行けなくなって、お母さんひとりだと寂しいから、一緒に行ってくれればと思って」

「萌は部活？」

「そうなのよ」

　お母さんの困った顔を前に、私は「いいよ」と言ってしまった。

　明日の約束もなくなったから暇になってしまったし、部屋にこもって千波くんのことばかり考えるのも嫌だから。

　部屋にいれば、考えることは必ず千波くんのことになってしまう。それなら、少し気を紛らわせたほうがいいかも。

　お母さんは「よかったわ～、明日のお着物は真っ赤な振袖にしましょうね～」などと言って、よっぽどうれしかったのか、小躍りしそうな足取りで部屋を出ていった。

　ま、真っ赤な振袖!?

　まだ成人式もしていないのに、我が家にはパーティー用に振袖も揃えてある。

　振袖を着なくちゃいけないようなパーティーなんて、本音を言えば、行きたくないよ……。行くなんて、簡単に返事をしなければよかった……。




　翌日、パーティーは十五時からなのに、私は朝から忙しかった。

　いつもお願いしている美容師さんが朝から家に来て、私の髪を結い上げていく。最後に、真珠の髪飾りが挿し込まれた。

　髪を整え終えてからお昼を食べて、そのあとに来たのは、着つけの先生。

　お母さんも着つけはできるけど、自分のことで忙しくて、私は先生に任せられた。

　稽けい古こ場である和室で着つけが終わり、姿見で全身を眺める。

　こんな真っ赤な振袖は、私より萌のほうが似合っているのに。彼女の真っ黒な髪は、この振袖に映えると思う。私の茶色い髪はなんとなく浮いて見えて、どうしても自分の着物姿が好きになれない。

「日菜～？　用意はできた？」

「う、うん」

　返事と同時に障子が開いて、お母さんが顔を覗かせた。

「あら～。日菜、すごくキレイよ！　千波くんにも見せてあげたいわ～」

　お母さんは久しぶりの振袖姿の私を見て、うれしそうだった。

「さあ、行きましょう」

　門の外に出ると、送迎のタクシーが停まっていた。




　私たちを乗せたタクシーが到着した場所は、以前アルコールを飲んでしまって気分が悪くなった、朝倉ホテルだった。

「ここ……」

「そうなの。朝倉さんのホテル。ホテルといったらやっぱりここが一番だわね」

　タクシーがエントランスに停まると、外に白い制服をきっちり着こなすドアマンが待っていた。

　朝倉ホテルへ来て、千波くんのこと、また思い出しちゃった……。

　会場に着くと、詳しくパーティーの内容を聞いていなかった私は、その盛大さに目が丸くなる。

　今日は本家の家元である私のおじい様の、八十八歳の誕生日を祝う会。華道家のパーティーらしく会場のいたるところに、高価な花器に活けた花が飾られていた。

「日菜ちゃん？」

　振り返ると、紋つき袴はかまが似合いすぎる男性が立っていた。

　年齢は二十八歳。私の従兄いとこ、そして花はな房ぶさ流の跡継ぎの夏か葉ようさんだ。目鼻立ちがはっきりした、いわゆるイケメン。

「夏葉さん、こんにちは」

　ペコッと頭を下げると、夏葉さんが親しげに微笑んだ。

「来てくれてうれしいよ、日菜ちゃん。またキレイになったね。君はどんどんキレイになっていく。学校でもモテるんじゃないかな？」

　彼に褒められて戸惑い、頬が熱くなる。

「夏葉さんこそ、女の人にモテモテだって噂うわさ、聞きますよ」

　着物を着た夏葉さんは硬派に見えるけど、まだ落ち着く気はないらしく、ガールフレンドがたくさんいるらしい。

「それは誰から聞いているのかな？」

「えっ……と、風の噂で」

　笑いながらごまかす。本当は両親の会話なんだけど。

「まったく。変な噂は鵜う呑のみにしないでほしいな。特に日菜ちゃんには」

　夏葉さんが眉尻を下げて困った顔をした。

　特に日菜ちゃんには……って……。

　最後の言葉にドキッとしてしまった。

「私が交際相手と別れてしまうのは、半分はおじい様のせいなんだ。花房流を私と一緒に継いでくれる人を、おじい様は求めているから」

　本家の家元の跡継ぎともなれば、大変なんだな……。

「日菜ちゃんなら、おじい様も納得するな」

　夏葉さんの言葉に、私はポカンと口を開けた。

「ちょっと！　夏葉さんっ。早速日菜ちゃんを口説いているのかしら？」

　はっきりした口調の女性の声が聞こえて、私はそちらを振り向いた。

「あやめさんっ」

　あやめさんは夏葉さんの母方の従妹いとこ。確か、二十五歳で花房流の師範として教室を開いている。あやめさんも、私の親戚ってことになる。

「あやめ……邪魔しないでくれるか？」

「なに言ってるのよ。日菜ちゃんにはいい迷惑だわ。女子高生を捕まえる二十八歳のおじさんなんて」

　そういうあやめさんは萌のようなキレイな黒髪を結って、黒地の、大きく艶あでやかな寒かん椿つばき柄の着物を着ていた。

「十歳の年の差くらいは、大人の包容力でカバーするさ」

　しれっと言いきってしまう夏葉さんに、あやめさんがため息をついた。

「日菜ちゃん、久しぶりね。お正月以来かしら」

　あやめさんは、こちらに向き直って声をかけてくる。

「お久しぶりですね」

　おじい様に新年の挨拶に行ったときに会って以来。私はニコッと笑顔で答えた。

「今日はおば様と一緒？」

「はい。お父さんが来られなくなったので」

　しばらく三人で話をしていると、次期家元となる夏葉さんはお客様に呼ばれて行ってしまった。

「盛大なパーティーですね」

「家元の米寿のお祝いだから、準備が大変だったわ」

　話しながらあやめさんの視線が夏葉さんを追っているのが、鈍感な私でもわかった。

　もしかしたら……あやめさんは夏葉さんを……。

　ふたりは誰が見てもお似合い。従兄妹いとこ同士だって、結婚できるわけだし。あやめさんは才色兼備だし、花房流の師範でもあるから、おじい様も賛成すると思う。




　お母さんは接客で忙しくて、ほとんど一緒にいられなかった。

　おじい様に挨拶をしたあとは、私は特にすることもなく、会場に活けられた花を見ていた。それは夏葉さんが活けた作品。

　やっぱり夏葉さんはすごい。艶やかさと斬新さの入り交じった活け方に、感銘を受ける。パァッと華やかなものもあれば、数本だけなのに凛りんとした力強いものもある。

　私もこんなふうに活けられたらいいな。

「感想を聞かせてくれる？」

　その声に振り向くと、夏葉さんが立っていた。今まで見ていた作品への感動から、思わず彼に微笑みかける。

「日菜ちゃんの笑顔はいいね。癒される」

　癒されると聞いて、私は千波くんのことを思い出してしまった。

「夏葉さん、疲れているみたいですね」

　ウエイターから飲み物を受け取った夏葉さんは、ウーロン茶の入ったグラスを私に差しだし、自分も同じものを口に運んだ。

「あ～。ひと息つけたよ」

　ごくごくとグラスの中身を飲み干したあと、夏葉さんはニッコリ笑った。

「お酒は飲まないんですか？」

「今日はもてなす側だからね。頭をはっきりさせておきたいんだ。あ、日菜ちゃん、今日はこれから時間あるかな？」

「えっ？」

「夕食を一緒にどうかなと思って」

「予定はないですけど……」

「よかった。パーティーはもうすぐ終わるから、待っていてくれる？　叔母様には言っておくから」

　夏葉さんはそう言って、招待客の元へ戻っていった。

　パーティーの責任者でもあるから、目が回りそうなほど忙しいんだろうな。

　笑顔で接客している夏葉さんを目で追いながら、そう思った。




　振袖では外のレストランだと注目を浴びてしまうから、と夏葉さんは朝倉ホテルのスイートルームに食事を用意してくれた。

「こんなにすごい部屋でルームサービスだなんて、いいんですか？　彼女さんに怒られちゃいそう」

　スイートルームに夏葉さんとふたりっきりになって、戸惑っている。

「もともと今日借りている部屋だから。ちょっと着替えてきていいかな？」

　私はニッコリ笑って頷いた。

　奥の部屋に入った夏葉さんは、水色のセーターとグレーのスラックスに着替えて出てきた。

　落ち着いた大人の雰囲気だ。職業柄、着物も似合うけど、身長が高いから洋服もサマになっている。

「お待たせ。悪いね、私だけ着替えて。日菜ちゃんは振袖で窮きゅう屈くつでしょ？」

「いいえっ」

　本当のところは窮屈に決まっている。肩が凝った感じで、お腹も締めつけられているから苦しかった。これで食事ができるのか。

「たくさん食べて。ここのイタリアンはおいしいって評判だからね」

　千波くんの勤めている朝倉ホテルの評判を聞いて、なんだかにやけてしまう。

「日菜ちゃんは彼氏いるの？」

「え……」

　突然聞かれて困ってしまう。

「もちろんいるに決まっているね。こんなにキレイなんだから」

　答えに困っていると、夏葉さんが勝手に解釈した。

「え……っと、います……」

　千波くんの顔を思い浮かべ、頬がピンク色に染まった。




　それからは、主に生け花の話を中心に当たり障りのない話をして、食事が終わった。

「送っていくよ」

「大丈夫です。タクシーで帰りますから」

「いや、日菜ちゃんを送るためにアルコールは飲まなかったんだから。誘ったからには、最後まで責任を取らないとね」

　ニッコリ微笑まれて、私は仕方なく了承していた。




　振袖を脱いでお風呂に入り、やっと自分の部屋でくつろぐことができた。気疲れして、全身が凝った感じだ。肩をぐるぐると、凝りが和らぐように動かしてみる。

　夏葉さん、大人だったな。あやめさんとくっついちゃえばいいのに。

　食事の最中、その話をしたらうまくはぐらかされてしまった。『あやめは妹みたいなもんだから』と。

　本当にそうなのかな。あんなに美しくてなんでもできる女性を、ただの妹のような存在としか見ていないだなんて……。才色兼備というのは、まさにあやめさんのような人だと思う。




　翌日、なにも予定のない私はお昼を食べ終わって部屋で本を読んでいると、インターホンが鳴った。

　今日はお稽古の日だから、ちょっと早いけど生徒さんかな。そう思いながら、再び本に目を戻した。




　その日の夜は、食卓に久しぶりに家族が揃った。

「日菜、大事な話があるんだ」

　食事をしていると、お父さんが珍しく慎重に切りだした。

「大事な話……？」

　箸を止めて、神妙な面持ちのお父さんを見る。

「あなた……日菜には好きな人がいますから」

「どういうこと？」

　箸を置いて、私は鋭くお母さんに尋ねた。

　萌もなにがなんだかわからない感じで、食べるのをやめてお父さんを見ている。

「今日、夏葉さんがいらしたの」

「夏葉さんが……？」

　思わず眉をひそめる。

「お父さん、夏葉先生が日菜ちゃんになんの用だったの？」

「結婚の申し込みだよ」

「結婚!?」

　萌と一緒に私も驚いた。それも、イスをガタッとさせて飛び上がるぐらいに。

「どうして……付き合っても、好きとも言われていないのに……夏葉さんとの結婚の話が出るの？」

「家元も日菜ならば、と許してくれているらしい」

　夏葉さんのお嫁さんは家元の許可がなければダメだと昨日言っていたけど、まさか自分が結婚の対象になるとは思わなかった。

　年が十歳も離れている高校生の自分より、年の近いあやめさんのほうがふさわしいのに……。夏葉さんは、あやめさんの気持ちに気づいていないんだ……。

「夏葉さんと結婚なんてできないよ。私は千波くんを愛しているんだから」

　お父さんに向かってきっぱりそう言った。

「それは、もちろんわかっているよ」

　お父さんも千波くんとの交際は大賛成だった。なのに……。

「わかってないよ。私には千波くんがいるのに、どうしてすぐ断ってくれなかったの？」

「日菜、落ち着いて」

　興奮気味な私を、お母さんがなだめようとする。

「千波くんとは結婚の約束をしていないだろう？」

「お父さん！　私はまだ高校生だよ!?　結婚なんてまだ早いのに！」

「そうだよ。お父さん、おかしいよ」

　そう言って助け舟を出してくれたのは萌だった。

「年が離れているのはわかっているが、夏葉くんがぜひにと言ってきたんだ。日菜だって夏葉くんのことは嫌いではないだろう？」

　嫌いではないけど……愛しているわけじゃないもん……。

「お父さん、家元のところにお嫁に行ったら、日菜ちゃんが苦労するに決まってるよ。親としていいの？　娘が苦労しても」

　さすがに頭の切れる萌。娘に甘い父親の心理を突いている。

「それにお父さんもお母さんも、日菜ちゃんは千波兄が好きって知っているのに、なんで夏葉先生との縁談を勧めるの？　おかしいよ」

「家元のご機嫌を損ねたくなかったのよ……」

　お母さんが申し訳なさそうに呟く。

「おじい様のご機嫌を損ねたくなかったって……どうして？」

　私は気になって聞いた。

　私たちに打ち明けたほうがいいと考えたのか、お母さんが話し始める。

「本来なら、お母さんが花房流を継ぐはずだったの」

　お母さんはふたり姉妹。お姉さんは夏葉さんのお母さん。

「姉より私のほうが実力があると言われていたけれど、お父さんに出会って……。おじい様は結婚を許してくれなかった。実は、私たちは駆け落ちして結婚したの……。日菜が生まれてから、おじい様はやっと私たちを許してくれたのよ。それまでは会ってもくれなくて。日菜はおじい様にとても可愛がられているし……断ったら、家を出たときのような関係に戻ってしまいそうだったから……」

　両親が駆け落ちして結婚したなんて、初めて聞く話だった。

「どうして、伯お母ば様が家元にならなかったの？」

　萌が聞く。夏葉さんのお母様は、五年前に若くして心筋梗塞で亡くなっていた。

「姉は華道が好きではなかったし、家元になる実力もなかった。罪滅ぼしのように自分のひとり息子……夏葉さんを華道の道へ進ませたわ」

　伯母様を思い出したのか、お母さんの目にうっすら涙が見えた。

　お母さんとお父さんは、おじい様に負い目があるんだ……。

　でも、そんな話を聞いても、私の心は動かない。動くはずもない。夏葉さんのことは兄のような存在としてしか見ていないし、結婚するなら千波くん以外考えられない。

「とにかく……絶対に嫌。私、この話は聞かなかったことにするからね？　ごちそうさまでした」

　きっぱりそう言って、自分の部屋に戻った。

　机の上に置いてあったスマホを手にする。千波くんからの着信はなかった。

　食事の間にかかってきているかな、と淡い期待をしていた私は、気持ちが沈んだ。

　千波くんという恋人がいるにもかかわらず、両親から華道の次期家元とのお見合いを勧められ、鳴らないスマホを片手にため息をつく。

　まだ神戸なのかな……接待で食事中？

　電話を待っているうちに睡魔に襲われ、私はいつの間にか眠りに落ちていた。







第三章










プロポーズ




「おはよ～、日菜」

　教室へ入るなり、愛ちゃんが私のところへやってきた。

「おはよう、愛ちゃん」

「どうしたの？　元気ないね？」

　沈んだ声に、愛ちゃんが私の顔をじっと見る。

「ん……」

　昨晩はいつの間にかぐっすり寝てしまっていたけれど、今朝お母さんの顔を見たら夏葉さんとの縁談を思い出し、それから鬱うつ々うつと考えてしまっていた。

「あっ！　そうだ！」

　なにかを思い出したかのような愛ちゃんの表情。

「どうしたの？」

「これ見てっ！」

　愛ちゃんが通学カバンの中から取りだしたのは、有名な経済誌だった。

「愛ちゃん、こんな雑誌に興味があるの？」

「興味あるわけないじゃん！　これを見てよ」

　愛ちゃんが表紙の見出しを指差し、私はその文字を目で追っていく。

「千波……くん……」

「そうなの～。電車の中なか吊づり広告見て買っちゃったよ」

【日本屈指の朝倉ホテルの御曹司、朝倉千波氏】

　千波くんの出ているページをめくった。いわゆる巻頭カラーページに、千波くんの端整な顔が大きく写っている。誰かと対談中の写真。その年配の男性は、有名な経済評論家だと書いてある。テレビでよく見る顔だった。

「千波くん……すごい……」

　記事は、千波くんの経歴の素晴らしさや、朝倉ホテルの将来の重役として申し分ないということなど、彼を褒め称えた内容だった。

「千波様、すっかり有名人だよね～」

　アイドルよりカッコいいし、お金持ち。

　これを見た世の女性たちが、きゃあきゃあ言っているところが目に浮かぶ、と愛ちゃんは興奮している。

　私はこの記事を見て、千波くんが遠い存在になってしまった気がした。

「日菜？」

　ぼんやりとしてしまった私に、愛ちゃんが声をかける。

「千波くんがどんどん……離れていっちゃう気がしたの……」

　不安で寂しくて……泣きたい気分。

「なに言ってるのよ。千波様を信じなくちゃ。日菜がそんなことを考えているって知ったら、悲しい気持ちになると思うよ」

　愛ちゃんが元気づけてくれるけど、私の気分は落ち込んだまま。




　下校時刻になっても、私は気が滅入ったままだった。

「ちょっと日菜、元気出してよ。あの記事のことがそんなに気になるの？　それとも、なにかあった？」

　下駄箱から校門に向かって愛ちゃんと一緒に歩いていたとき、私の落ち込みように愛ちゃんは心配そうに聞いてきた。

「……千波くん、週末、神戸に出張だったの……」

「出張か……仕方がないよね。千波様も真剣に仕事に取り組んでいるんだもんね」

「それはわかっているの……だけど、会いたくて会いたくて……」

「そっか……つらいんだね、日菜。それなのに、ごめんね……私には、どうしてあげることもできなくて……」

　愛ちゃんの言葉に、私はハッと顔を上げた。

「愛ちゃん……私こそごめんね……自分のことばかり……」

　校門をくぐったところで、愛ちゃんがマイクを持つジェスチャーをして聞いてきた。

「気分転換にカラオケでも行く？」

　その提案に頷きかけたとき、名前を呼ばれた。私たちは立ち止まって、声のしたほうを向く。

「夏葉さん……」

　校門のそばに立っていたのは、グレーのスーツを着た夏葉さんだった。

「日菜、知ってる人？」

「うん。次期家元の夏葉先生」

　いつもは『さん』付けで呼んでいるけれど、結婚の話に怒っていたから『先生』と言った。

　愛ちゃんが夏葉さんにペコッと頭を下げると、夏葉さんも愛ちゃんに笑顔を見せた。

「日菜ちゃん、時間あるかな？」

　夏葉さんと出かけたくない私は、愛ちゃんに助けてほしいという意味を込めて視線を向けた。

「日菜、いいよ。カラオケはまたにしようね」

　私の思いは叶えられず、愛ちゃんはそう言って手を振ると、バッグをぶらぶらさせながら行ってしまった。

「悪かったね。お友達と約束があったのに」

「なんの用ですか？」

　冷たく聞こえるように言った私を見て、夏葉さんがフッと笑う。

「日菜ちゃんに嫌われたようだね」

「だって……」

　縁談の話は断ったはずなのに、なぜ学校まで来たのか、わからない。

「ここではみんなの目もあるから、車に乗ってくれるかい？」

　確かに、カッコいい夏葉さんをさっきから生徒たちがじろじろ見ていく。

　私は仕方なく、道路に停まっていた黒い高級車の助手席に座った。

　車が走りだしても、私は口を開かなかった。そんな私を横目に、夏葉さんは余裕のある笑みを浮かべていた。

「どこへ行くんですか？」

　まっすぐ前を見据えていた私はしばらくしてから、我慢しきれずに聞いた。

「この先に、おいしいフルーツジュースを出す店があるんだ。日菜ちゃんはコーヒーとか苦手だったよね」

　ちゃんと私について把握していることをアピールする夏葉さんは、ほどなくカフェレストランのパーキングに車を停めた。

　私は夏葉さんが降りる前に、さっさと外へ出た。こんな態度、自分でも嫌になってくるけど。

「日菜ちゃん、こっちだ」

　まだ車の横にいる私を、夏葉さんが入口へ案内する。

　彼は何度もここに来ているらしく、オーナーらしい年配の女性が、夏葉さんを見るとにこやかに出迎えた。

　まわりに誰もいないテーブルに案内される。

「日菜ちゃん、なんのジュースがいいかな？　自家製のケーキもおいしいけど？」

「バナナジュースがいいです。ケーキはいりません」

　夏葉さんは自分のコーヒーと、私のバナナジュースを頼んだ。

「突然、結婚の申し込みをしたんで、驚いたんだね」

　オーナーが去っていくと、夏葉さんが切りだした。

「驚いたというか……この状況はかなりバカバカしいです」

「バカバカしい？」

「はい。私は夏葉さんのことをほとんど知らないし、年も違いすぎます。夏葉さんにはもっとふさわしい人が、近くにいるじゃないですか」

「ふさわしい人が近くに？」

「よく考えてください。それに私には、大好きな人がいます」

　そこへ注文した飲み物が運ばれてきた。

「日菜ちゃんの好きな人って、朝倉の御曹司だよね？」

　コーヒーをひと口飲んで、夏葉さんは突然千波くんのことに触れてきた。

「どうして知っているんですか？」

「叔母様が言っていたから」

　そうだったんだ……お母さんは断ろうとしてくれていたんだ。

「結婚の約束はしている？」

「それは……していません」

　隠していても仕方がないので、正直に言った。

「私なら君を大事にするよ。日菜ちゃんは華道の腕前も素晴らしいし、私のよき理解者に……私の支えになってくれると思っている。それに、君に惹かれない男なんていないよ」

　男らしく端整な顔の夏葉さんに言われて、好きな気持ちがなくても私の心臓はドキッと音をたてた。

「そんなこと言わないでください。この話はお断りしたはずです」

　ポーカーフェイスを装い、首を横に振る。

「日菜ちゃん、すぐに答えを出さなくてもいい。よく考えてほしいんだ」

　夏葉さんとの話は堂々巡りだった。

　私がこんなにきっぱり断っているのに、夏葉さんは「じっくり考えてほしい」と言って、退しりぞかなかった。




　私はベッドに寝そべってスマホをいじっていた。見ているのはスマホで撮った千波くんの写真。

「千波くん……」

　会いたいと思ったら、いても立ってもいられなくなって身体を起こした。

　時刻は二十時だけど、もしかしたら仕事が終わっているかもしれないと思って千波くんに電話をかけてみる。

「出ない……」

　会いたい気持ちがついに我慢できなくなって、コートを着て階段を下りた。

「日菜ちゃん、こんな時間にどこへ行くの？」

　玄関で靴を履いていると、萌がリビングから出てきて見られてしまった。

「萌……」

　見つかってしまって、かなり気まずい。

「今から外へ出るのは危ないよ？」

「千波くんのところに行ってくる。顔を見たらすぐに帰ってくるから。お願い、お母さんたちには黙ってて」

　必死で萌に懇願すると、彼女はため息をついて「わかった」と頷いた。

「気をつけてね。帰りはタクシーで帰ってくれば？　千波兄に迷惑でしょ？」

　萌の言葉に私は内心驚いた。

『千波兄に迷惑でしょ？』と言ったのは、私を気遣う萌の照れ隠しに思えたから。

　夏葉さんとの縁談のときも私の味方になってくれたし。私たちのこと、認めてくれたのかな。

　私は少し気が楽になって家を出た。




　千波くんのマンションまで、電車で三十分はかかる。

　電車を降りてすぐ、千波くんのスマホに電話をかけたものの、まだ出ない。

　もしかして、一昨日戻ってきていると思っていたけど、神戸からまだ帰っていないのかな……。

　改札を出て、駅前にある千波くんのマンションへ向かう。

　エントランスに入って、千波くんの部屋のインターホンを押した。わかっていたけど、やはり返事はなかった。

　エントランスには警備員が立っていて、うろうろしている私のことを、うさんくさそうに見ている。

　ここにいると変に思われちゃう。注意されないうちに、マンションの外に出た。

「寒い……」

　冷たい手でスマホをポケットから取りだす。時刻は二十一時。

　私は寒さに震えながら、あてもなく千波くんを待っていた。




　寒さを我慢し、一時間以上待った頃、スマホが鳴った。

「千波くんっ！」

『日菜、どうしたの？　たくさん着信が入っていたけど』

「千波くん、今どこ？」

『帰る途中の車の中だよ。あたりが騒がしいね？　もしかして外にいるの？』

「ん……あのね……今」

『日菜、もう遅いよ。友達と別れて早く帰るんだ』

　思いがけない千波くんの言葉に、私は表情をこわばらせた。

　友達と遊んでいると思っているんだ……。

『日菜？』

「千波くんのバカッ！」

　そう言うと、乱暴に電話を切った。

　ひどいよ、千波くん。会いたいのに。会いたかったから……。

　私はこみ上げてきた涙を堪えて、しばらくそこに立っていた。

　再び着信音が鳴る。千波くんからだった。

　スマホの電源を落とし、駅に向かおうと歩きだした。

　ふと、自分の名前が誰かに呼ばれた気がして、私はビクッと身体を震わせる。

　千波くん……？

　振り向くと、千波くんが車から降りて、私のほうへ走り始めている。

　あれほど会いたかった千波くんなのに、顔を見たら、逃げだしたくなった。

「日菜！」

　私は千波くんの声を振りきって、追いつかれないよう全力疾走で駅に向かった。

　そして電車に飛び乗った私は、スマホを握りしめたまま震えていた。

　逃げちゃった……。千波くん、きっと怒ってる……。素直に、千波くんを待っていたって言えばよかったのに。

　遊んでいると誤解されたせいで、変な意地を張ってしまって、言えなかった。

　自己嫌悪に陥って、到着した駅のホームをうつむいて歩く。

　公園の近くを歩くの、嫌だな……。萌の言った通りタクシーにしようかな？　でも、タクシーにひとりで乗るの、苦手だし。

　知らない人と車の中にふたりっきりになるのが怖い。そんなことを考えながら、私は駅の改札を出た。

　すると突然、若いサラリーマン風の男性が近づいてきた。聞き取れない言葉でなにかを話しかけられたと思った矢先、男性は私の手首を掴んだ。

「離してください！」

　掴まれた手を振りほどこうとしているのに、相手の力が強くて、なかなか離してくれない。

「いいじゃん、ちょっとぐらい付き合ってよ。そこでコーヒーでも飲もうよ」

　少しお酒が入っているらしく、息がお酒臭い。

　まわりを行き交う人は、見て見ぬフリをしていて、泣きたくなった。

「あいにく、この子はコーヒーが飲めないんだ」

　頭から降ってきた千波くんの声に、私は心臓が止まりそうなほど驚いた。

「それにあざができやすい。離してくれないか？」

　千波くんが私を掴んでいる男の腕を捕らえた。

　彼の出現に、男はあっけなく手を離し、「なんだ。男連れかよ」とブツブツ呟きながら、去っていった。

　掴まれていた手首が痛んで、無意識にさすってしまう。

「日菜？　大丈夫か？」

　私を明るいところまで移動させた千波くんは、手首を丁寧に見る。

「赤くなってるな」

「大丈夫だよ……どうして……？」

　ホッとした途端に、堪えていた涙が溢れてきた。

「日菜……俺から逃げないで。こういうこともあるんだから。間に合ってよかったよ」

　千波くんは私をロータリーの隅に停めた車まで連れていくと、そっと助手席に座らせた。自分も運転席に回って座ると、こちらに身体を向ける。

「日菜、すまない。俺に会いに来てくれたんだね」

　うつむいていた私は、ますます頭を上げられなくなった。

「会いたかったの……」

「俺も会いたかったよ」

　本当なんだろうか……本当に会いたかったら、毎日メールか電話をくれるはずなんじゃないのかな？

　そう思うとまだ意地を張ってしまう。

「もう顔を見たから帰るね」

　車から降りようとドアに手をかけた。

「日菜！　なにを言っているんだ。送るに決まっているだろう？」

　千波くんにきっぱり言われて、思わずドアにかけた手を引っ込めた。

「やっぱりなんかあった？　今日の日菜は変だよ」

「……帰りたくないって言ったら、千波くんはどうする？」

「日菜？」

「一緒にいたいの」

　私の顔を見つめ、なにかを探ろうとする千波くんの瞳から目を逸らす。

「今日は平日だし無理だよ。送っていくから」

　私はまた流れだしそうな涙を堪えて、千波くんの顔を見ていた。

　千波くん、少し痩せたみたい……私は、わがままを言って忙しい千波くんを困らせているんだ……。

「……うん」

　千波くんは私の手を一度握ってから、前に向き直ると車を発進させた。

　時刻は二十三時を回り、時間を気にしてくれている千波くんは、すぐに車を私の家の前に停めた。

　彼も一緒に車から降りてきたので、不思議に思った。

「こんな時間だと、おば様たちが心配しているだろ？」

「……言ってないの。知っているのは萌だけ」

　だんだんと声が小さくなる。

　千波くんがため息をついた。

「日菜、会いに来てくれてありがとう。だけど、もうこんなことを二度としてはいけない。わかったね？」

　小さく笑顔を浮かべた千波くんは、やんわりと私に言い聞かせる。

「……はい」

　玄関へ向かう私のあとから、千波くんがついてくる。

　鍵が開いていたので、そっとドアを開けると、そこにお母さんが立っていた。

「お母さん………」

「もう、心配させないで……」

　お母さんは私の顔を見て、ホッと胸を撫で下ろしている。

　私の後ろに千波くんの姿を見つけたお母さんは、パッと笑顔を向けた。

「千波くん、迷惑かけてごめんなさいね」

「いえ、こちらこそ申し訳ありませんでした」

　千波くんが真剣な表情で頭を下げる。

「千波くんが悪いんじゃないんだから、謝らないでっ！」

「そうですよ、日菜が勝手に会いに行ったのだから」

　お母さんは私に呆れたような顔を向けてそう言った。

「夏葉さんのことが――」

「お母さん、千波くんには関係ないの」

　お母さんが夏葉さんの名前を出したので、私は急いで遮った。不思議そうな顔を浮かべる千波くんに、お礼を伝える。

「千波くん、送ってくれてありがとう」

「週末は必ず時間を作るから。じゃ、おやすみ」

　千波くんはそう言ってから、もう一度お母さんに頭を下げて、玄関の扉をそっと閉めた。




　待ちに待った金曜日になり、今日はずっと千波くんからの電話を待っていた。週末の予定を聞きたいのもあったけれど、声が聞きたいのだ。もちろん声を聞くよりも顔が見たいけど。

　千波くん、少し痩せたみたいだった……。きっとお仕事が大変なんだね。私の身勝手さに呆れちゃったかな……。もっと大きな心を持たなきゃ！

　両手で顔をパチンと叩いたとき、耳に届いたスマホの呼びだし音。

「千波くんっ！」

『電話、待っててくれたんだね？』

「う、うん……」

　素直に認めるのも癪しゃくだったから、そっけない返事をしてみる。そんな私に電話の向こうの千波くんが、クスッと笑った気がした。

『明日、十時に迎えに行くよ』

「私が千波くんのマンションに行っていい？　お休みのときぐらい、朝寝坊して」

『本当に？』

「本当だよ。ゆっくり寝ててね」

『日菜、ありがとう』

　電話を切った私は、幸せいっぱいな気分だった。

　翌日、十一時ぴったりにマンションに到着した。エントランスの端には、この前の警備員が立っていた。

　さりげなく目を逸らして千波くんの部屋の番号を押そうとしたとき、警備員が声をかけてきた。

「藤田日菜さんですね？」

「え？　は、はい」

「どうぞ、そのまま入っていただくように言われています」

　そう言って中へ案内され、エレベーターの前に連れてこられた。

　エレベーターが開いて警備員がカードをかざすと、千波くんの部屋の階を押す。

「どうぞ、これで行けます」

「あ、ありがとうございます」

　高級マンションの警備員って、こんなことまでしてくれるの？

　エレベーターの扉が閉まり、ひとりっきりになると、私は首を傾げてしまった。

　エレベーターはあっという間に最上階に到着して、扉が開くと、そこに千波くんが立っていた。

　とても朝寝坊したようには見えない、爽やかな笑みを浮かべている。

「日菜、おはよう」

「おはよう。千波くん」

　一歩前に進むと、千波くんが私の手を握った。

「おいで。温かい飲み物を飲もう。鼻が赤いよ」

　ちょこんと鼻にキスされる。それだけでも、私の顔はゆでだこのように真っ赤になってしまう。

　手を引かれて明るいリビングの中へ入ると、ソファに座るよう促された。

　千波くんは、私が座るのを見届けてからキッチンの中へ入っていった。

　部屋の中を見渡すと、仕事が忙しいからだろう、この前と同じでまだ生活用品がなかった。

　思わず立ち上がってキッチンへ行く。棚を覗いてみても、調理道具が一切ない。

「日菜、座っていていいんだよ？」

「……千波くん、食事はどうしているの？」

「外で食べているよ」

「……今日は私が作るね」

　それほどレパートリーはないけれど、千波くんのためなら勉強してでも作りたい。

「日菜が料理をしてくれるの？　うれしいな」

　話しながら、千波くんは私にはホットココア、自分にはコーヒーを淹いれている。

「そ、そんなに期待しないでね。簡単なものしかできないんだよ」

「日菜が作ってくれるものなら、なんでも食べるよ」

　うれしそうに微笑みながら飲み物を置いた千波くんは、私をソファへ連れていって隣に座った。あまりにも近い距離に心臓がバクバク音をたて始めて、隣の千波くんに聞こえてしまいそう。

「飲んで。温まるよ」

「いただきます」

　両手でカップを持って手を温めながら、口元に持っていった。




　飲み物を飲み終えると、ランチも兼ねてマンション近くのショッピングセンターへ出かけた。

　休日のショッピングセンター内は家族連れなどで混んでいて、千波くんはしっかり私と手を繋いでくれている。

　すれ違う人がみんな見ていくのは、彼がカッコいいから。濃い紫のダウンジャケットにジーンズという何気ない姿でも、千波くんは人目を引く。

　店内にかかるクリスマスソングとショップに飾られたクリスマスツリーに、ふと立ち止まった。

「早いな、もうクリスマスか」

　千波くんも私につられ、足を止めて言う。

　まだ一ヵ月以上あるのに、店舗はクリスマスカラーで彩られていた。

　クリスマス、千波くんと一緒に過ごしたいな。でも、なんとなく言えない。

　言葉にできないでいると、軽く手を引っ張られた。

「行こう、日菜」

「うん」

　千波くんに促されて歩き始めた。

　先にレストラン街でパスタのランチを食べてから、ぶらぶらとショッピングゾーンへ向かった。

「日菜、どこから行こうか？」

「え……っと……重いものはあとにしたいから、小物の日用品からにする？」

　初めての、生活用品などの買い物。新婚さんみたいで、なんとなく気恥ずかしい。

　でも、気に入ったものを一緒に買っていくのは楽しかった。

　小さい頃からの付き合いだから、ほとんどの好みはお互いわかっていて、買い物はスムーズに進んだ。




「たくさん買っちゃったね」

　助手席から振り返り、荷物の乗った後部座席を見て言った。

「必要なものだからね。付き合ってくれてありがとう」

　千波くんはそう言って微笑むと、エンジンをかけてショッピングセンターの駐車場から車を出した。

「こういうお買い物、今までなかったもんね。すごく楽しかったよ」

「ああ。もうこんな時間だ。時間が過ぎるのが早いね」

　時計を見ると十五時を回っている。

「本当だ……」

「疲れただろう？」

「ううん、全然だよ。お買い物は大好きだから」

　千波くんこそ無理していないかな？　仕事はずっと忙しかったみたいだし、本当は家でゆっくりしたかったのかも。

　そんなことを心で思っていても、変に遠慮してしまい、素直に言えない。

　どうしたんだろう……。少し前までは、ちゃんと気持ちを伝えられたのに。




　マンションへ戻ると、千波くんがあくびを噛み殺しているのがわかった。

「千波くん、買ってきたもの片づけておくから、少しお昼寝してきて」

「日菜、大丈夫だよ」

　重い荷物を千波くんがテーブルの上に置く。

「ダメだからね。千波くん、疲れた顔してるよ？　もしかして寝るのが遅かった？」

「少し仕事を片づけていたけど、それほど遅かったわけじゃないよ」

「そうかなぁ……。私、お料理しているからその間だけでも。ね？」

「……わかった。三十分だけ寝てくるから、起こしてくれる？」

　私の髪をそっと梳き、千波くんがそう約束させる。

「うん。わかった。ちゃんとベッドで眠ってね？　ソファで寝たら風邪をひいちゃうから」

「了解」

　千波くんは私の唇に軽くキスを落とすと、リビングを出ていった。

　千波くんの家は、ひとり暮らしなのに広くて部屋数が多い。

　だだっ広いリビングと千波くんの寝室、その他にもまだ部屋がある。それにウォークインクローゼット。本当に贅ぜい沢たくな造り。

　都心で駅の近くだから、きっとお家賃も高いんだろうな……。金額がまるで想像できない。

　あ！　また考えちゃってる。私って貧乏性なのかも。

　でも……千波くんは御曹司だから、そんなこと気にしなくていいのか……などと、買ってきたものを片づけながら考えていた。




　三十分で起こしてと頼まれていたけど、すでに二時間経っていた。

「だいぶ、人が住んでいる部屋らしくなってきた！」

　片づけをしながら、私はポトフを煮込んでいる。これなら簡単で失敗しないはず。

　おいしそうなパン屋で、バゲットも買ってある。デザートは、可愛いパティスリーで買ったプディング。あとはポテトサラダを作れば完成。

　煮込んでいたポトフに味を染み込ませるために、そっと火を止めた。




　ポテトサラダを作り終えてから、寝室に行ってみた。静かにドアを開けると、部屋は暗い。

　廊下の明かりを頼りにして、ベッドの横におしゃれなスタンドライトを見つけた。それを点けると、部屋の中が柔らかい光に包まれる。

　ベッドで眠っている千波くんの姿が、ようやく浮かび上がった。

「千波くん」

　ベッドの端に腰かけて、声をかけるけど、まったく起きる気配がない。仕方なく、手を伸ばして千波くんの身体を揺すってみる。

「ん……日菜？　……ごめん、すごく寝てしまったみたいだ」

　目を覚ました千波くんが、身体を起こす。

　目に入りそうな髪をかき上げる仕草が、色っぽい。起きたばかりで、どことなく憂いを帯びた表情をしている。

「二時間ちょっと寝ただけだよ。ぐっすり眠れた？」

「そんなに？　起こしてくれればよかったのに。退屈だっただろう？」

「ううん。夕食を作っていたし」

「日菜は優しいね。ありがとう」

　千波くんの顔が近づいてきて、唇にそっとキスを受ける。

「いい匂いがする。もうでき上がってる？」

　キッチンからポトフの匂いが漂って、千波くんはお腹が減ったというようなジェスチャーをした。

「うん。できてるよ」

　千波くんは私の頭をポンポンと撫でてから、床に足を着けた。




　食事が終わるとふたりで片づけをして、リビングのソファに腰かけた。

「おいしかったよ。日菜はなんでもできるんだね」

　千波くんの腕が肩に回り、私の色素の薄いブラウンの髪を撫でている。

　寄り添う千波くんは、甘い雰囲気を漂わせていた。

「な、なんでもはできないよ？　食べてもらうまで、おいしくないって言われたらどうしよう……って。でも口に合ってよかった」

　がんばった甲斐があった、と私はニッコリ笑顔を向ける。

「日菜、一緒に暮らそうか？」

「ち、千波くん……？」

　真剣な顔で言われて驚いた私が息を呑むと、千波くんはその顔を崩し、フッと柔らかく笑った。

「冗談だよ。日菜はまだ高校生だし、俺も独立したばかりだから親たちが黙っていないだろう」

　確かに、想像すると反対される確率はかなり高い。でも、冗談だと言われてちょっぴり胸が痛む。

「でもね、日菜。俺が日菜を大事に思っていることは、忘れないで」

　熱のこもった瞳で見つめられる。髪を撫でていた長い指が移動して、私の唇の輪郭をゆっくりなぞる。

「千波くん……」

「俺には日菜しかいない」

　私の不安を払拭してくれるような、きっぱりとした口調だった。

「うん……千波くん、大好き……」

　しばらく私たちは、お互いの気持ちを確かめ合うように抱きしめ合っていたけど、そろそろ帰る時間だ。

「そんなに遅くないし、電車で帰れるよ。ひとりで大丈夫だから」

　時刻は二十一時。

「日菜、なにを遠慮しているの？」

「遠慮なんてしていないよ？」

「いや、している。ちゃんと俺が家まで送り届けるよ。大事な日菜になにかあったら大変だからね」

　千波くんがリビングのテーブルに無造作に置いてあった鍵の束を掴み、私は素直に従うことにした。




　家に戻った私は、萌の好奇心たっぷりな眼差しを無視して、自分の部屋に入った。

　それでも萌は後ろからついてきて、部屋に入ってきた。

「ねえねえ日菜ちゃん、今日一日なにしてたの？」

　萌はベッドに座って、意味ありげに微笑む。

「なにって……お買い物してからお夕食作って、食べて帰ってきたんだよ？」

　萌の聞きたいことはわかっている。

「本当に!?　買い物に出ていた時間を除いても、かなりの時間を千波兄の部屋で一緒に過ごしたんだよ？　それでなにもなかったの!?」

「ないったらっ」

　真っ赤になって怒る私に、萌はいきなり笑いだした。

「じゃあ日菜ちゃん、千波兄に愛されていないんだよ。愛していたらキスだけじゃ終わらないはずだよ？」

「萌、なんてこと言うの!?」

「夏葉先生のところへお嫁に行ったほうがいいんじゃない？　よく言うでしょ？　愛されて結婚したほうが幸せだって」

　私の怒りにも動じない萌は、先を続ける。

「夏葉先生はカッコいいし、大人だし、いいんじゃないの？」

「萌っ！　そんな話聞きたくない！　出ていって！」

「はーい。おやすみ、日菜ちゃん」

　悪びれた様子もなく、彼女は手をひらひら振って出ていった。

　萌はなんで、あんなこと言うのかな……。

　愛していたらキスだけじゃ終わらないはず……か……。

　確かに千波くんは、キス以上のことはしようとしなかった。

　ダメ、萌の言葉に惑わされちゃいけない……。

　不安になる自分にそう言い聞かせた。










意外な訪問者




　翌朝、リビングに下りると、両親が慌てた様子で出かける用意をしていた。

　お母さんは地味めなグレーの訪問着を着ている。

「お母さん、おはよう。どうしたの？」

「日菜、おはよう。家元が倒れたのよ」

　そう言いながら、バッグの中のものを確認しているお母さん。

「えっ？　家元が？」

「そうなの。もう年だしね。これで夏葉さんが家元になる日が近づいたんじゃないかしら」

「日菜、これからお父さんたちは病院に行ってくるから、留守番を頼むよ。また連絡するから」

　少し緊張した面持ちでお父さんは言い、慌ただしくお母さんと出ていった。




　朝食を食べていると、手元に置いてあったスマホが鳴った。着信は千波くんから。

　今日も会えたらいいのになと思っていたから、つい顔がほころぶ。

「もしもし？」

『日菜、おはよう』

「おはよう、千波くん」

『今日の予定はなにか入っている？　昨日聞くのを忘れていたよ』

「予定はないんだけど……家元が倒れちゃって、お父さんたちが出かけちゃったから、留守番役で……」

　今日は日曜日だから、お手伝いの邦子さんはお休みだ。

『家元が？』

「うん」

『そうか。それなら、これから日菜の家に行っていいかな？』

　千波くんの言葉に、喜びを隠せない私。

「本当に!?　うれしい。千波くん、気をつけて来てね？」

『道がすいていれば三十分もかからないで着くよ』

　千波くんはそう言って通話を切った。

　二十分後、待ちきれなくて、門の外に出て千波くんを待っていた。

　待っている間、昨日の萌の言葉を思い出す。

　愛していたらキスだけじゃ終わらないはず……か……。

　考えないようにすればするほど、そのことを考えてしまう。

「日菜！」

　我に返ると、千波くんがすぐ横に立って、首をかすかに傾げていた。

「千波くんっ！」

「ぼーっとしてたね。考え事？」

「えっ？　ううん。ただぼんやりしてただけ」

　千波くんは、私の冷たくなった頬を温かい両手で包む。

「外で待っていてくれなくてもよかったのに。寒かっただろう？　ほら、頬が冷たい」

「千波くんの顔が早く見たくて、待っていたんだよ？」

　気遣ってくれる優しさがうれしくて、自然と千波くんの腕に自分の腕を絡めていた。




　自分の部屋に千波くんを入れるのは、なんとなく照れくさかった。

　以前はなんとも思わずに、部屋で会っていたのに。目線が不自然にベッドに行ってしまう。

「い、今、飲み物持ってくるね」

　私は部屋に千波くんを残して、そそくさとキッチンへ下りた。

　――ピンポーン！

　パーコレータのコーヒーが全部落ちたとき、インターホンが鳴った。

「誰だろう……」

　ドアホンのモニターを確認すると、訪問者は、あやめさんだった。初めて訪れた彼女に驚いてしまう。

　玄関にあやめさんを招き入れると顔色が悪く、思いつめたような表情をしていた。

「あやめさん、顔色が悪いけれど、どうかしたんですか？」

　リビングのソファを勧めると、あやめさんは静かに腰を下ろした。

「外に車があったけど、お客様がいるの？」

「え？　あ、はい」

　部屋にいる千波くんのことを、すっかり忘れていた。

　あ……コーヒー……。

「そう……時間は取らせないわ」

　いつもの柔らかい感じではないあやめさんの口調が、気になる。

「どうしたんですか……？」

「お願いがあって……はっきり言うけど、日菜ちゃん、夏葉さんと結婚してほしいの」

　あやめさんの口から出た言葉に、私は唖然とした。

「な、なにを言っているんですか!?　あやめさんは夏葉さんのことが好きだと思っていました」

　私は目を丸くし、慌てて言った。

「夏葉さんは……このままでは家元が決めた女性と結婚しなくてはならないの。でも家元は、日菜ちゃんならいいと言っているのよ」

「どうして……あやめさんが夏葉さんのことを、そこまで？」

「私と夏葉さんは恋人同士なの」

　その話に驚いたけれど、やっぱり、とすぐに納得。誰が見てもお似合いのカップルだから。

「でも、恋人同士なのに、どうして私と夏葉さんを結婚させたいんですか？」

「……私は養女なの。今の両親に施設から引き取られて……本当の父親は殺人犯なのよ……。私がこのことを知ったのは高校生のときで……ごめんなさい、とても恥ずかしいことなんだけれど、どうして家元が反対しているのか日菜ちゃんに本当のことを知ってほしくて」

　父親を恥じているのか、あやめさんは視線を伏せた。そして小さく呼吸をしてから再び口を開く。

「事実を知ったとき、私はショックを受けて悪い仲間と毎晩のように遊び歩いたわ。自分が悪い人間に思えて、精神が不安定になってしまったの」

　あやめさんが自暴自棄になっていたという過去に、私は呆然となった。

「そのとき、心配してくれたのが夏葉さんだった。その頃から夏葉さんを好きになったんだけれど、父親のことがあるから、気持ちを隠していたの。それが、五年ほど前に夏葉さんが私を好きだと言ってくれて、付き合うことになって……。でも、私の本当の父親のことを知っている家元は、私たちのことを許してくださらなかった」

　あやめさんの瞳が潤み始めた。膝の上で組んだ両手の指先も小刻みに震えている。

　知らなかった……あやめさんが養女だったなんて……それにお父様が……。

　あやめさんの突然の告白に私は動どう悸きが止まらず、返す言葉も見つからない。

　実の父親が殺人犯だということは、きっと誰にも言いたくないはず……。そこまでして、私と夏葉さんを結婚させようと……。

　息苦しさを感じて深く呼吸を繰り返し、言葉を見つけようとした。

「……だからって……そんな話、おかしいです！　私と夏葉さんが結婚しても、あやめさんが悲しい思いをするだけじゃないですか！」

　夏葉さんと結婚だなんて、ありえないよ……。

「夏葉さんはステキでしょう？　もし家元が勧める方と結婚することになったら、相手の人はきっと、浮気なんか絶対に認めないと思う……」

「あやめさんっ！　夏葉さんが結婚したあとも付き合うつもりなんですか!?」

　あやめさんの話は、驚くことばかりだ。

「そうよ。いわゆる二号さん……愛人ってこと」

　今まで強い口調だったのに、今度は悟りきったように笑う。

「愛人……！」

　こんな愛があるなんて……。

　私は理解に苦しんだ。

「日菜ちゃんには好きな人がいるって聞いたわ。その人と付き合っているのならば、夏葉さんに心が移ることはないと思って……」

「そんな……私に、夏葉さんと結婚した上で千波くんと付き合うように、と言っているんですか？」

　頭がだんだん混乱していき、手のひらが汗ばんでくる。

「そうよ。夏葉さんと籍を入れて、必要なときだけ妻になってくれればそれでいいの」

　必死に頼み込むあやめさんに困惑していると……。

　――ガチャ。

　突然リビングのドアが開き、私たちは驚いてそちらに顔を向けた。

　すっかりあやめさんの話に聞き入って、部屋にいる千波くんのことを忘れてしまっていた。

「千波くん……！　ごめんなさいっ、待たせ――」

「いいんだ」

　千波くんは私の言葉を遮って近づいてくると、隣に腰かける。長い脚と腕を組んで座った姿が、威圧感に満ちていた。

　千波くんの突然の出現に、あやめさんは驚いている様子。私も戸惑ってしまい、隣に座った千波くんを見つめる。

「日菜によくそんなことを言えますね？」

　あやめさんに話しかける千波くんの声は、背中がぞくりとするほど冷たい。

　千波くん……？

　こんなに冷たい千波くんの声と視線は、私にとっては初めてだった。

「あなたが日菜ちゃんの恋人の、朝倉千波さん？」

　あやめさんは、千波くんの怒りを秘めた雰囲気に負けじと尋ねる。

「そうです。俺のことは、調査済みってわけですか？」

「ええ、朝倉ホテルの御曹司なのよね。あなたも女性を惑わすルックスね？」

　そう言うと、あやめさんはフッと笑顔になる。

「私が日菜ちゃんに言ったことは、取り消さないわ」

「あなたたちは日菜の人生を狂わせる気ですか？　自分たちの都合のいいように日菜を操ろうとしている」

「悪いと思っているけど、そうでもしなければ、夏葉さんと私の未来はないもの」

「日菜の未来はどうなるんですか!?　無理ですよ。あなたたちはあきらめるしかない。俺と日菜は結婚しますから」

　え……？　今、千波くん、なんて……？

　思いがけない話に驚いて、厳しい表情を浮かべている端整な横顔に視線を動かす。

「……そこまで話が進んでいたの？」

　あやめさんがガクッと肩を落とす。

「千波くん……？」

「日菜は黙っていて」

　私の言葉を、千波くんが静かに遮る。

　まだ結婚の約束なんてしていない。それどころか、昨日は本当に自分のことを愛してくれているのか心配になったくらいなのに。

「バカな考えはやめて、家元を説得したほうがいい」

　年上のあやめさんに対してでも、千波くんの態度は落ち着きはらっていた。

「もう無理なのよ……」

　家元は遺言書に、夏葉さんとあやめさんとが結婚した場合は、次期家元の座から夏葉さんを外すと書いたそうで……。

　小さく泣き崩れるあやめさんに、私は同情してしまった。

　あやめさん……。許されない恋に苦しんでいるんだ……。

「俺は絶対に日菜を離しません」

　千波くんは強い口調で断言した。

　あやめさんが間違っているのはわかっている……。許されない恋に行き場がなくなって、こんなことを考えてしまったんだ。

　私を利用しようとしたことは、確かにひどい。

「あやめさん、もう帰ってください。申し訳ないですけど、お力にはなれません」

　落胆の色を隠せないあやめさんに、私もしっかりと伝えた。




　意気消沈した様子のあやめさんを門まで送って戻ってくると、千波くんはさっきと同じ場所で、腕を組んで私を待っていた。

「千波くん……」

　近寄りがたいオーラを出していて、立ち止まってしまう。

「日菜」

　手招きされて、千波くんに近づいた。差しだされた手を見て戸惑う。

「どうした？」

　彼が自分の隣ではなく、膝の上に座れと示していたから。

「だって……」

「日菜を抱きしめたいんだ」

　千波くんはそう言うと、手を引いて強引に私を自分の膝に座らせた。

「知っていたよ。日菜が次期家元にプロポーズされていること」

「えっ……？」

　恥ずかしがってうつむいていた顔を、即座に上げた。

「様子がおかしかったからね。日菜がうちに来てくれたあのときに、わかってやれなくてごめん」

「千波くん……」

「さっき、あの人に言ったことは本当だ。俺が日菜を幸せにしてあげたい。いずれは結婚したいと思っている」

　あやめさんに対する口調とはガラリと変わって、彼は甘い笑みを浮かべる。

　頬に手を触れられ、優しい唇が重ねられ、身体の力が抜けていくようだった。

　唇が離れると、我に返った私は顔を真っ赤にして立ち上がった。

「ち、千波くん。私、コーヒー淹れてくるっ」

　千波くんの言葉は、舞い上がるほどうれしかった。恥ずかしくて、どうしたらいいのかわからなくて、胸を高鳴らせながらキッチンへ向かう。

　少ししてコーヒーを手に、千波くんの隣にそっと座った。

「もしかしたら……とは思ったけれど、夏葉さんとあやめさんは、やっぱり付き合って――」

「日菜、あの人の言ったことは忘れるんだ」

　禁じられた愛に身を焦がすふたりに、つい同情を覚えてしまう。

「あのふたりはどうなっちゃうんだろう……」

「日菜……」

　千波くんが顎に指をかけて、私を上に向かせた。

　そのとき、家の電話が鳴った。その音にビクッと身体が跳ね、慌てて千波くんの指から離れて移動すると、受話器を手にした。

「もしもし？」

『日菜、お母さんよ。これからお父さんと食事をして帰るから、用があるなら出かけてもいいわよ。家元の具合もたいしたことはなかったから』

「うん。……それなら私、出かけるかもしれない」

『戸締まりはしっかりね』

「はい」

　受話器を置いて千波くんの元へ戻る。

「千波くん、映画観に行かない？　観たいのがあるの」

「留守番しなくていいの？」

「うん。家元の具合、大丈夫だったって」

　家元のことを口にすると、思わず気持ちが暗くなる。

「じゃあ、出かけようか」

「着替えてくるね」

　コーヒーを飲んでいる千波くんを残して、自分の部屋に向かった。




　それから千波くんの車に乗って、渋しぶ谷やの街へと出た。

　映画館に入って、今話題のラブストーリーの映画を観ている間はずっと手を繋いでいた。

　ホラー映画を一緒に観たときのことを、ふと思い出す。

　あのときは、本当の恋人じゃなかったんだよね……。

　まだあまりデート経験のない私は、好きな人と一緒にいる時間が、こんなに楽しいということを初めて知った。

　映画を観終わると十五時を回っていて、さすがに空腹を感じる。

　上映時間に間に合うように急いだから、昼食をまだ食べていなかった。

「千波くん、お腹空いたね？　ここに入ろうよ」

　指差したのは、映画館近くのハンバーガーショップ。

「こんなところでいいの？」

「うん、もうお腹空きすぎ。今すぐ食べたい！」

「ＯＫ」

　千波くんがニッコリ微笑んだのを確認して、弾むように店の中へ入った。




「あれ？　兄貴と日菜」

　ちょうど食事が終わった頃、郁斗の声がした。見ると、サッカー部らしき集団の中に、郁斗の姿があった。

「郁斗っ、こんなところで偶然だね？」

　笑って郁斗に手を振る。

「こっちは練習試合の帰り。この近くの学校まで来たんだ。兄貴たちはデート中か」

　三年生で部活はすでに引退したけれど、推薦で大学が決まっている部員は用事がない限り参加していると聞いていた。

「きゃーっ！　郁斗先輩のお兄様なんですか!?　すごくカッコいいっ！」

　三人の会話に突然割り込んできた女の子が口を開く。

「この店、混んでますね。席がいっぱいなので相席させてもらってもいいですか？」

　女の子がニッコリ笑いながら、千波くんに聞く。

　さっきまで空いていた店だけれど、サッカー部の団体客のおかげで今は満席に近かった。

「おいっ！　マネージャー、デートの邪魔するなって！」

　郁斗が慌てて彼女を引き止める。

「だって……」

「どうぞ？」

　千波くんは女の子に、空いている隣の席へ座るよう促した。

「本当ですか！」

「俺たちはもう出るから」

　彼女にニッコリ微笑むと、千波くんは立ち上がり、私のイスを引く。私はされるがままに立ち上がった。

「じゃあ、郁斗」

　千波くんは私の手を握ると、トレーを持って出口に向かった。

　千波くんが女の子にそっけない態度を取ってくれて、私はうれしかった。自然と顔がにやけちゃう。

　車の助手席に座って、千波くんをチラッと見やる。

「どうした？」

　視線を感じたらしく、千波くんが尋ねてきた。

「えっと……どこへ行くのかなって」

「マンションへ行こう」

「うん。千波くんのマンションが、一番落ち着けるもんね」

　私の言葉に、なぜか千波くんが苦笑いした。










初めての経験




　地下の駐車場に車を停めて、エレベーターに乗る。すると、千波くんに引き寄せられ、ギュッと抱きしめられた。

「ち、千波くんっ？」

　誰かが乗ってくるかもしれないと思うと、慌ててしまう。

「人が乗ってきてもかまわない」

「千波くん……」

「しっ……黙って」

　千波くんの顔が近づいて、私の唇を強引に塞ぐ。

　いつもと違う強引なキスに戸惑いながらもこたえようとしたとき、扉が開いた。

　そして部屋に入ってからも、千波くんは執しつ拗ように私の唇を求めてくる。唇を何度も吸われて、巧みに開かされた唇に舌が入り込む。

「ん……っ……」

　とろけてしまいそうなキスに立っていられなくて、千波くんの肩をギュッと掴んだ。

　千波くんは私を軽々と抱き上げると寝室へ向かい、ベッドに運ぶ。

「千波……くん……？」

「日菜、大好きだよ」

　サラサラのこげ茶色の髪から覗く熱い眼差しは初めて見るもので、戸惑ってしまう。

　まっすぐ見ていられなくて目を伏せると、両手で顔を挟むようにされて、額に唇が触れた。

　千波くんの熱を持った唇が、何度も私の唇に触れて、首筋へと移っていく。

「んぁ……っ、千波、くんっ……」

　鎖骨を吸い上げられ、思わず甘い声が出てしまった。

「日菜のすべてを俺のものにしていい？」

　切なく響く甘い声と、私を見つめる艶つやを帯びた瞳が、頬をさらにほてらせる。

『嫌だ』と言えば、千波くんはすぐにやめてくれるだろう。だけど私はそうしてほしくないと思っている。

　小さく頷くと、私は自分から千波くんの唇にキスをした。

　唇を重ねながらシーツの上に押し倒され、長い指がブラウスのボタンを外していく。

「そんなに目をギュッと閉じなくても……日菜、目を開けて俺を見て」

　そんなこと言われても……恥ずかしくて開けられずにいると、震える瞼にキスが落とされ、こわごわと瞳を覗かせた。

　千波くんの指に私の全神経が集中しているみたいで、白いレースのブラジャーのカップから覗く膨らみに少し触れられただけで、心臓がドクンと脈打つ。

　心臓、静まって！

　全身が震えだして、このまま千波くんに愛されることができるのか不安で仕方ない。

　私が知っているのは、恋愛小説の中のエッチだけ……。

「日菜？」

　甘くとろけさせるような声が聞こえて、私はそっと彼を見つめた。

「緊張してるとつらいから」

「だ、だって……緊張しちゃうんだもん……」

　千波くんは笑みを浮かべて私の唇を塞ぎ、そして鎖骨へと唇を移動させていく。

　胸を締めつけていたものがフッとなくなった。ブラジャーが外されて、大きな手のひらが膨らみを包み込み、それから頂がそっと摘つままれた。ビクンと驚いて千波くんの手を思わず掴む。

「……千波……くん……」

「キレイだよ。触れるのが怖いくらいだ」

　掴んだ私の指に千波くんは舌を這わせ、力を失わせる。彼の茶色い瞳に、身体つきのわりにはボリュームのある胸が晒された。

　ピンク色の頂が舌で舐なめられ、ちゅっと吸われる。舌先で刺激を与えられ、なんだかわからない電流みたいなものが、足の先から頭まで駆け抜けていく。

　指と舌で刺激された頂は、痛いくらいに硬くなって尖りを見せている。こんなのは初めてで、自分の身体が自分のものでなくなったみたいだった。

　脇腹やおへそのあたり、それから下に移動していく舌に困惑していた。ブラジャーとおそろいのレースのショーツをするりと足から脱がされ、羞恥心いっぱいの私はショーツの代わりに手で隠そうとする。

「……っ……や」

　そっと私の手が外されて驚いていると、秘密の場所に指を感じた。ビリッと胸に触れられたときよりもさらに強い電流が走ったみたいだった。

「嫌？」

　口ではそう聞いているのに、千波くんの指は脇腹を滑って刺激を与えてくる。愛あい撫ぶを休めずに彼は顔を上げて、恥ずかしさが最高潮の私を、熱い瞳で見つめてくる。

「嫌なら、日菜の言う通りにするよ」

　ということは、やめてもいいということ？　千波くんをひとり占めしているこの時間が愛おしいのに……。

「い……やじゃ……ない……」

「だよね？　中はこんなに濡れているよ」

　そう言って指を侵入させていきながら、Ｓっ気のある笑みを浮かべる。

「そ、そんなこと、言わないでっ……」

　指が動かされるたびにクチュクチュと羞恥音が聞こえくる。

「日菜の白い身体が全身赤みを帯びている。本当に、恥ずかしくて仕方ないんだね。ずっと離したくないくらい可愛い。もっと足を開いて」

　そう言われても開けずにいると、千波くんの顔が一番恥ずかしいところに下りていく。むき出しにされた敏感な場所に息が吹きかけられ、舌で愛撫され、さらに私の中からは水音が……。

　千波くんの指と舌は、私を淫みだらにさせていく。

「んぁ……ああん……っ……」

　喘あえぎ声しか出てこなくて、その声は甘く掠かすれている。

　大好きな人に抱かれている。恥ずかしいけれど、千波くんにも満足してほしい。

　千波くんの愛撫で私は何度も高みに持っていかれた。いつでも彼を受け入れられると思った。

　けれど、千波くんの張りつめたものが入ってくると、痛みに呼吸が一瞬止まった。

「痛いよね？」

　入口で動きを止めた千波くんは、戸惑う私の鼻へちょこんとキスを落とす。

「たっぷり濡れていても痛むんだね。最初は我慢してもらうしか……」

「ん……」

　ほんの少しの挿入だけでも痛いけれど、それは最初だけだと本で読んだことがある。

　千波くんは優しい微笑みを浮かべて、私の唇を塞いだ。お互いの気持ちを確かめ合うような深いキスだった。痛みを逃そうとしてくれているのだろう。

　何度か挿入を繰り返されたのち、ググッと屹きつ立りつしたものが奥までやってきた。どこまでが奥なのか、今の私にはわからないけれど、裂けてしまうんじゃないかっていうくらいの強烈な痛みに襲われた。

「痛い？　大丈夫かい？」

　千波くんはそのまま動きを止めて、私に確認してくれる。

「う、ううん……大丈夫……」

　触れ合う部分が熱く、身体の芯がジンジンしびれたような感覚になっている。

「わかる？　日菜の中がヒクヒクしている。気持ちいいよ」

「千波くんも……気持ちいいの？」

「言うまでもないけどね」

　千波くんは私の背中に腕を回し、身体を少し持ち上げると、尖ってピンと立った頂を口に含む。

「ああぁ……っ……」

　舌で乳輪をぐるりと刺激され、頂が甘噛みされ、身体が自分のものじゃなくなった感覚だった。下腹部は甘くしびれ始めて……。

　千波くんは私の反応を確かめるように、腰をゆっくりと動かし始めた。

「ん……や……ぁっ……」

　人形のように揺さぶられ、次第に痛みよりも気持ちよさが全身に広がって、なにかが爆発しそうだった。

　好きな人に抱かれて、私は大人への階段を一段のぼった気がした。




　身体を優しく揺さぶられる感覚に、目が覚める。ふと見ると、私を覗き込む端正な顔がすぐ近くにある。

「千波くん……」

　その人だとわかった瞬間、パチッと目が開いて、彼に微笑みかけた。

　けれど、すぐにハッとして、自分が裸だったことに気づく。

「わっ……」

　首まで布団を上げて、真っ赤になってしまった顔を隠した。

「もう見たんだから、そんなに恥ずかしがらないで」

　フッと笑いかけるような優しい千波くんの声。

「だって……千波くんは、もう着てるし……」

「そうやって恥ずかしがるところも大好きだけどね」

　布団をそっと下げられ、真っ赤に染まった頬に、キスが落とされる。

「日菜、食事に行こう」

「食事なら私が作るよ。簡単なものになっちゃうけど。千波くん、いつも外食ばかりでしょ？」

　真顔になって伝えた。

「まあそうだけど。今日は……いや、外に出よう。ね？」

「う、うん」

　それから、シャワーを浴びて身支度を済ませると、リビングへ行った。

「髪の毛ちゃんと乾かさないと風邪をひくよ。座って待ってて」

　そう言って、ソファから立ち上がった千波くんは、リビングを出ていくとすぐに、ドライヤーを手に戻ってきた。

　千波くんのしなやかな指が、私の髪の中を優しく移動する。

「日菜の髪は柔らかいね。俺のとは違う感触だ」

「千波くんはサラサラの髪だよ」

　そっと千波くんのほうを振り向いた。

　千波くんの髪に手を伸ばし、そして指を差し込む。手からサラサラと髪の毛がこぼれた。

「ねっ？」

　微笑むと、千波くんは私の唇にキスを落とした。




　歩いて千波くんに連れていかれたのは、近くのカフェレストラン。中へ入ると、男性が席を立つのが見えた。

　千波くんに引っ張られるように、その席に向かう。

「夏葉さんが、どうして……？」

　私は目の前になぜ夏葉さんがいるのか、わけがわからなかった。

「千波くん……？」

　千波くんを見てから、夏葉さんに視線を戻す。

「日菜ちゃん、いきなりすまないね。君に謝りたくて携帯にかけたら、彼が出たんだ。渋る彼に無理を言って連れてきてもらった」

　夏葉さんが真剣な眼差しを向ける。

「とにかく座ろう」

　千波くんがイスを引いて、私を座らせた。

「夏葉さん、あなたの言い分をお聞きしましょう」

　千波くんが冷静に言うので、私は慌てて彼に目をやった。

　鋭い眼差しが、しっかりと夏葉さんを捉えている。

「許してくれなんてあつかましいことは言わない。あやめから聞いて驚いた。まさかあやめが、あそこまで追いつめられていたなんて知らなかった。彼女を追いつめてしまった責任は自分にある」と、夏葉さんは口にした。

「あやめがひどいことを言ったね……」

「そうです。日菜はひどく傷ついた」

　千波くんが口を挟む。

「夏葉さん、あやめさんを幸せにしてあげてください」

　私の言葉に、夏葉さんが静かに問いかける。

「私と結婚しても幸せになれるのだろうか……」

「幸せになれるに決まっています。あやめさんは愛人になろうとまでしていたんですよ。あんなに愛してくれている人と一緒になれば、絶対に幸せになれるはずです」

「ありがとう。日菜ちゃんならそう言ってくれると思っていたよ……私は家を出ようと思っている」

　家を出るということは、家元の地位も受け継がないということ……。

「夏葉さん……」

「家元のネームバリューが欲しいわけではないんだ。育ててくれたおじい様に喜んでもらいたい一心で習い始めた華道だからね。家元になるように育ててくれたおじい様には申し訳ないが。花は好きだから、これからもどんな形であれ、華道と関わっていくつもりだ」

　千波くんは静かに夏葉さんの話を聞いていた。

　私は微笑みながら、夏葉さんに言葉をかける。

「夏葉さんとあやめさんはお似合いです。夏葉さんが家元を継がれないことは本当に残念ですが、おふたりなら幸せにやっていけると思います」

「ありがとう。日菜ちゃんたちもお似合いだ。君たちも幸せになってほしい」

　先ほどとは違う、なにかふっきれたような、自信に満ちた顔の夏葉さんだった。




　夏葉さんが帰ったあと、私たちはそのカフェレストランで食事をとった。

「夏葉さんは……日菜のことも本気だったと思う」

　食事が終わる頃、千波くんがぽつりと言った。

「え？」

「男同士だからわかるんだ。あやめさんの深い愛で愛されるより、自分から愛したかったんじゃないかな」

　食後に運ばれてきたコーヒーをひと口飲んで続ける。

「俺も、愛されたいけど愛したい」

　真剣な顔つきで私を見つめて言う千波くんに、トクンと胸が高鳴った。

「千波くん……」

「日菜」

　千波くんが急にクスッと笑う。

「ここについているよ」

　手を伸ばして、私の口元についたパンくずを優しく取り除いてくれた。

　それから千波くんは身を乗りだすと、唇にキスをする。

「ち、千波くんっ！」

　まわりのテーブルに座っている人に見られたかもしれないと思うと、真っ赤になって慌てた。

　そんな私を、千波くんは余裕の笑みを浮かべて見ている。

「可愛くてキスしたくなったんだ」

「ここは外国じゃないんだよ？」

　怒っているフリをしても、堂々とした千波くんを前に、自然とにやけてしまった。




　数日後、夕食のあとにお母さんから、夏葉さんが家を出たことを聞いた。

　お母さんは、夏葉さんが家元に勘当されたらしい、と驚きながら話し、なぜそうなってしまったのだろうと不思議がっていた。

「びっくりしたわ。次期家元は夏葉さんだと思っていたから……これから大変になるわね」

　お母さんがため息をつきながら言う。

　私は夏葉さんが家を出たと知って、ホッとしていた。

　きっとあやめさんと暮らすに違いない。苦労して隠れるように付き合っていたふたりだから、これからは堂々と幸せな時間を過ごしてほしい。

　千波くんに伝えたいな。千波くん、もうマンションへ帰ったかな？

　スマホの時計は二十二時を示していた。

　今日は水曜日。週の半ばだから、お仕事が忙しいかもしれない。

　そう思いながらも、部屋に戻って千波くんに電話をかけてみた。

　――プルルルル……。

　何度か呼びだし音が鳴っても出ないので、あきらめて電話を切ろうとしたとき、女の人の声が聞こえた。

『はい？』

　少しハスキーな女性の声に、私はスマホを落としそうになった。

「えっと、あの、朝倉さんの携帯ですか？」

　なんとか気を取り直し、やっと言葉を出すことができた。

『はい、そうです。ごめんなさいね。朝倉は今、席を外しています』

　慣れた感じの言い方に、ショックを受ける。

「わかりました。またあとで電話をします」

『今日はまだ忙しいの。後日にしていただけませんか？』と、いきなり言われて、びっくりしてしまった。




　ベッドの上で、寝返りを打ってはため息をつく。

　あのあと、とっさに通話を切ってしまった。

「どうして……？」

　さっきの女の人の言葉が気になって眠れない。

　あの人と千波くん……とても親しげな様子だと感じた。

　また電話をかけようとしたけれど、あの女の人が出そうでかけられなかった。

　そのあとも気になって眠れずに、何度も何度も寝返りを打っていた。




　翌日、玄関を出て歩いていると、後ろからポンと肩を叩かれた。

「よっ。日菜、おはよう」

　横に並んだのは郁斗。

「郁斗、おはよう。今日は朝練なかったんだね？」

「もうすぐ期末考査だろ？」

「そっか……」

　期末考査だとわかっているけど、頭の中が千波くんでいっぱいで、他のことに目を向けていられなかった。

「変なヤツ。朝からボケボケしてんなよな？　幸せボケか？」

「もうっ！　幸せボケって……」

　昨日までは幸せだったのに、今はそれ以上に不安。

「日曜日、お互いしか目に入らないような状態だったじゃん」

　私の頭を軽く小突く。

「そんなことないよ」

　郁斗と話をしていても、昨日の女の人が気になって仕方ない。

「兄貴とうまくいってよかったな」

「……うん」

「なんか変だな？」

「そ、そんなことないよ」

　私は首を横に振って、女の人を頭から追いだし、先を急いだ。




　それからは冬休み前の期末考査の勉強もあって忙しく、千波くんも仕事に忙殺されて、なかなか予定が合わず会えなかった。

　まだ不安は心の底にあったけど、私は千波くんを信じて、電話に出た女性は気にしないことにした。




　三日間のテスト期間が終わった。最後の追い込み中のセンター試験組はこのテストは免除されているけど、ほとんどの生徒が上都大に進むので、気を引きしめる意味で期末考査があるのだ。

　あとはテストの返却期間が二日間あり、それ以降は終業式まで学校に行かなくていいことになる。もちろん点数が悪かったら追試なので、そのときは終業式までの間、学校へ行かなければならないんだけれど。

「日菜、どうだった？」

　最後のテストの答案用紙が返却されて、愛ちゃんが近づいてきた。

「ん……思ったよりよかったかも」

　一夜漬け状態だったけど、追試もなく、ホッとした。

「上位五十番までの人が、職員室の掲示板に貼りだされていたよ」

「ふ～ん。入ってないと思うから、見に行かないよ。愛ちゃんはどうだった？」

　答案用紙をカバンの中にしまいながら聞く。

「私も、まあまあってとこ。でも郁斗はすごいよ、なんと一位だったんだよ！」

「そうなんだ。すごいな～」

　いつも郁斗は上位だけど、三年生で部活も前ほど忙しくなくなったから、さらに勉強に身が入ったんだね。まあ、朝倉一族はもともと頭がいいんだけど。

　難関大学にも入れると教師に言われているのに、期末考査を受けたってことは、上都大学へ進学するのだと私たちは思っていた。




　学校が終わると、久しぶりに愛ちゃんと梨絵ちゃんと三人で寄り道をした。

　学校からひと駅隣の駅の近くにあるカフェに入ると、私たちはケーキセットを注文する。

「愛ちゃん、郁斗とうまくいってるの？」

　注文したものが運ばれてくるのを待つ間、ずっと気になっていて聞いてみた。

「ん～、いいお友達って感じかな」

「ねえ、日菜っ。朝倉さんとどこまでいってるの？」

　梨絵ちゃんの言葉に、愛ちゃんまでも、うんうんと頷きながら身を乗りだす。

「どこまでって……？　どこも行ってないよ。あっ！　この前はショッピングセンターまでお買い物に行ってきたよ。あとは映画に行ったり。そうだ、水族館にも行ったよ」

　愛ちゃんと梨絵ちゃんが、なぜか顔を見合わせている。

「もうっ、そんなこと聞いていないし！」

　梨絵ちゃんが言う。

「え？　でも、どこまでって……？」

　ポカンと首を傾げたけれど、少ししてふたりの言葉の意味がわかって、急激に暑くなった。顔が赤くなってくるのがわかる。

「そんなこと、聞かないでっ！」

「いいじゃん。私たち親友でしょ？」

　梨絵ちゃんの言葉に、愛ちゃんが大きく頷いている。

「照れているのを見ると、もしかして……？」

　鋭い愛ちゃんが目を輝かせる。

「知らないっ！」

　私がプンと怒ったところで、ケーキセットが運ばれてきた。

「日菜がうらやましいな～」

　梨絵ちゃんがフォークでケーキを切りながら言う。

「私がうらやましい？」

　私は思わず聞き返す。

「そうだよ。朝倉さん、ひとり暮らしじゃん。ベタベタし放題って感じ？」

「やだ、梨絵ちゃん！」

「梨絵、日菜にそんなことを言っても無駄。初体験を済ませたのに、日菜はまだまだ奥手なんだもん」

　愛ちゃんがのんびり言う。

「奥手って……愛ちゃんたちは違うの？」

　そんなこと言われても……まだ千波くんとは一回しか……。あんな体験、すぐに慣れるわけがないよ。

「んんっ……ところでクリスマスはどうするの？」

　私の質問をはぐらかし、最後のひと口を頬ばった梨絵ちゃんが聞く。

「まだなにも……千波くん、仕事が忙しいし」

　あと一週間でクリスマスイブだというのに、千波くんからはなにも言われていない。

　もしかしたら、仕事が忙しくて会えないのかもしれないな。

「じゃあさ、もし誘われなかったら、私たちだけでクリスマスパーティーをしようよ」

「うん、そうしよう。愛ちゃんもそれでいい？」

　私は、隣に座る愛ちゃんに尋ねる。

「そうだね。私も郁斗に誘われる可能性はなさそうだし」

　私たちはそんな約束をして別れた。




　ふたりとのクリスマスパーティーを約束しちゃったけど、心の中では千波くんに誘われることを期待していた。自分から誘えばいいのに、それができない。千波くんの負担になりたくないから。

　今年のクリスマスイブは金曜日だから、昼間は仕事があるし、忙しい千波くんは残業があるかもしれない。

　そう思うと、積極的に誘うことなんてできなかった。

　でも、クリスマスはお休みの土曜日だよね……。

　机の上に置かれた卓上カレンダーを見ては、ため息が漏れる。

「日菜ちゃん、なんでため息ばかりついてるの？」

　萌の声にハッとして、自分のベッドを見た。

　そうだ……萌がベッドでファッション誌を読んでいるんだった。

「え？　そう？　ため息なんかついてた？」

「ついてたよ。もう何回も。うるさくて読めないよ」

　ファッション誌を持って床に足を下ろすと、萌は部屋から出ていった。

「はあ～」

　やっぱりため息が出てしまう……。




　お風呂を終えて部屋に戻ると、ベッドの上のスマホが鳴っていた。

　この着信音は千波くん。慌てて電話に出る。

　最近は、二十二時を過ぎると、千波くんから電話が入るようになった。

「千波くんっ」

『日菜、寝てた？』

「ううん、ちょっと部屋にいなかったから」

『二十四日は、空いている？　食事をしないか？』

　突然聞かれてびっくりした。昨日話したときは、なにも言っていなかったから。

「空いてる、すっごく空いてるっ」

　心の中で愛ちゃんと梨絵ちゃんに謝りながら言う。

　でもふたりは、千波くんから誘われたらかまわないって言ってくれたし……。

『空いていてよかった。じゃあ、レストランを予約しておくからね』

「うん、楽しみにしてる……千波くん、ありがとう」

　私は千波くんと話し終えると、愛ちゃんと梨絵ちゃんに電話をした。ふたりとも『そういう約束だから仕方ないね』って言ってくれて、私は何度も「ごめんね」と謝って電話を切った。










プレゼント




　翌日、私はクリスマス用の花を活けていた。

　活けるといっても剣山や花瓶にではなく、今回はオアシスを使ったので、真っ白な籠かごが花瓶代わり。活け終わったら朝倉家に持っていくつもりだった。

　突然、ポケットの中のスマホが鳴る。

　あれ？　千波くん……？

　着メロを聴いて驚いたと同時に、嫌な予感がした。

　まだ時刻は朝の十時。会社だよね……？

『おはよう、日菜』

　千波くんの声は沈んでいるように聞こえた。

「どうしたの？　こんな時間の電話、珍しいっていうか初めてだね」

『日菜、二十四日の食事、ダメになったんだ』

「えっ……」

『午後の便で、ニセコのホテルに行かなければならなくなってね。戻るのは二十六日になる。悪いけど、食事は戻ったら行こう』

「……うん」

　嫌な予感的中……。千波くんの出張は仕事なんだから仕方ないこと。

　頭ではわかっているけど、心は痛かった。楽しみにしていた分、なおさら。でも千波くんのせいじゃないから、明るくしなくちゃ。

「千波くん、気にしないでね。仕方ないよ。電話待ってるから」

『日菜、本当にごめん。羽はね田だに着いたら電話する』

　そう言って電話が切られた。

　目の前の花が、途端に色彩を失ったみたいに見える。涙が頬に伝わるのを止められなかった。悲しみが胸を突いて痛む。

　愛ちゃんたちに、大丈夫になっちゃったって電話しないと……。

　気持ちは沈んでいたものの、なんとかクリスマスアレンジの花を活け終え、それからふたりに電話をした。ふたりとも口々に『ひどいよね～』と私に同情してくれたけど、ひどいのは、ふたりの言うように会社なのか、仕事を断ってくれなかった千波くんなのか……。

　まだ社会人経験のない私は、社会の厳しさを知らずにそう思っていた。

「……お母さん、千波くんのおうちに行ってくるね」

「あら、ステキに活けられたわね。クリスマスカラーで華やかだわ」

　お母さんが花籠を見てうれしそうに微笑む。

　最近、私と萌があまり花を活けないから、寂しいのかもしれない。




　インターホンを押すと、朝倉家のお手伝いさんが出てきて、リビングへ通された。

　郁斗も二階から下りてきて、ソファに座る。活けた花をプレゼントすると、おば様は喜んでくれた。

「ステキだわ～。いつもありがとう、日菜ちゃん。早くお嫁さんに来てくれないかしら～」

「日菜はまだ高校生だろ」

「あら、女の子は十六歳以上だったら結婚できるのよ。千波も成人しているし」

「結婚したとしても、兄貴は一緒にここに住むわけがないだろ？　快適なマンションがあるのにさ」

　結婚と言われても、将来本当に千波くんと結婚できるのか、私は少し不安も感じていた。社会人ともなれば、子供っぽい私なんかより、大人の女性を好きになるかもしれない。

「日菜、なんか暗いな？」

　私が黙り込んでいると、郁斗が視線をこちらに向けた。

「な、なんでもないよ」

「そんなわけないだろ？　お前すぐに顔に出るからわかるよ。もしかして兄貴のこと？」

　郁斗の観察眼は、いつもながらに鋭い。

「あら、千波のことで悩んでいるの？」

　郁斗ったら……おば様の前で言わなくても……。

「もしかしてクリスマスイブ、まだ兄貴から誘われていないのか？」

　また痛いところを……。私の顔色を見て、郁斗は確信したみたい。

「クリスマスイブは、恋人同士なら最大のイベントじゃない！」

　おば様が身を乗りだして言う。千波くんのいないところでこんな話をするのは、正直嫌だった。

「違うの……誘われたんだけど、そのあと千波くん、仕事が入っちゃって……」

　仕事という言葉を聞いたおば様は、どうやら気に障ったらしく。

「まあ、ひどい！　主人に抗議するわ！」

「いえ、ダメです！　もういいんです。千波くんはお仕事なんですから、なにも言わないでください」

　このことを千波くんに知られたら、嫌われちゃう。

「でも、日菜ちゃんがかわいそうだわ」

「お袋、兄貴の立場も考えろよ」

　郁斗の言葉は私の心にも響いた。

　おば様がしゅんとしてうなだれ、私も自分のわがままを反省していたとき、「日菜、いいこと思いついたぞ！」と、郁斗が大声を出した。

「日菜がニセコのホテルに泊まればいいんだよ」

「それは……嫌だよ、郁斗……」

「大丈夫だって。仕事といっても二十四時間働きづめってわけじゃないんだから。熱い夜を過ごせよ」

「い、郁斗っ！」

　もうっ！　なに言ってんのよ！

　おば様の前でそんなことを言われてしまい、どんな顔をすればいいのか……。私は顔を赤らめながら、郁斗を睨んだ。

「あら～、いいのよ。赤ちゃんができれば万々歳だわ。ふたりの赤ちゃんなら、とっても可愛いわよ～」

〝赤ちゃん〟と聞いて、今度は耳まで赤くなる。

「私ひとりじゃ嫌だよ……。それに愛ちゃんと梨絵ちゃんと約束しちゃったし。一度ふたりからのお誘いを断ったから、もう断りたくないし……」

「お前ら、女三人で寂しくクリスマスパーティーをするつもりだったのか？」

　郁斗がバカにしたように言う。

「郁斗だってそうじゃないの？　愛ちゃんのこと、誘わないし……愛ちゃんがっかりしていたよ？」

「あら、郁斗にも彼女ができたの？」

「彼女じゃないよ」

　郁斗がサラッと否定する。

「……じゃあ、みんなでニセコへ行ったらいいんじゃないかしら」

　おば様が楽しそうに言うと、郁斗も納得したように頷いた。

　私はまだ戸惑っている。ニセコへ行ったら『ずうずうしい』と千波くんに思われそうで。

「日菜ちゃん、どうせ昼間は千波と過ごせないんだから、スキーでもして遊んだら？あそこの雪は最高よ」

「そういえば、ずっとあそこへは行ってなかったな……」

「でも、ホテルと飛行機のチケット、取れないかもしれませんよね？」

　なんとかして、この無謀な計画を止めさせないと……。

「それなら私に任せなさい。お友達には早速電話をしてあげてね。みんなを招待しますからって」

「兄貴には内緒な。驚く顔が見たいから」

　郁斗が悪戯いたずらっ子のように、にんまり笑う。

「大丈夫かな……押しかけるみたいなことして……」

　私は気持ちが落ち着かなかった。

「大丈夫だろ、自分のホテルなんだから。日菜が行けば時間作るって」

『兄貴の立場も考えろ』っておば様に言ったのは、郁斗なのに……。それに……。

「自分のホテルだなんて、千波くんは思っていないよ」

　そんなに傲慢な人じゃない。早く仕事に慣れようと、必死にがんばっている。

「じゃあ、朝倉ホテルの御曹司の俺に任せれば大丈夫さ」

　そう言って郁斗は、まだ納得していない私の肩をバシッと叩いた。




　結局、この時期の飛行機は混んでいて、二十四日の午後一の便しか取ることができなかった。

　でも、愛ちゃんと梨絵ちゃんはこの話に大喜び。特に愛ちゃんは、郁斗が行くこともあってかなり興奮していた。

「日菜、すごいクリスマスプレゼントだよ。持つべきものは友達だね」

　愛ちゃんがニコニコしながら言う。

「さすが朝倉ホテルだよね。あっさり、私たちまで招待しちゃうなんて」

　梨絵ちゃんは感心している様子。

　朝倉のおば様は、私たちのために飛行機代、宿泊費をすべて負担してくれた。




　明日はまさに二十四日、クリスマスイブ。

　今、愛ちゃんと梨絵ちゃんは、私の部屋にいる。

　明日の夜にホテル主催のクリスマスパーティーがあるので、事前に私のドレスを貸そうと考え、寄ってもらっているのだ。

　背の高い愛ちゃんには、萌のドレスを渡す。その萌はあいにく友達数人と別荘に泊まりに行く予定で、スノーボード好きの彼女に北海道旅行の話をすると、行きたいと言ってかなり残念がっていた。

　私は、ウインタースポーツが苦手。でも郁斗をはじめ、愛ちゃんも梨絵ちゃんもスキーがとても楽しみみたい。




「着いた～」

　新しん千ち歳とせ空港を出ると、雪が降っていた。

　愛ちゃんと梨絵ちゃんは、空港の扉を抜けて外に出ると、大きく伸びをしている。

「すご～い。雪だぁ」

　来るのをためらっていた私も、積もっている雪を見てちょっとウキウキしてきた。

「おい、まだ目的地には着いてないんだぞ？」

　郁斗がはしゃぐ愛ちゃんと梨絵ちゃんに呆れている。

「ほら、早く来いよ。ここからバスに乗るんだ。急がないと遅れるぞ？」

　私たちは、どんどん行ってしまう郁斗のあとを慌ててついていった。

　バスに乗り込むと、ホッとひと息つく。これから千波くんに会えると思うと、やっぱりうれしい。自然と顔がにやけてくるのを止められなかった。

「日菜、うれしそうだね」

　隣に座った梨絵ちゃんに声をかけられる。

「うん。千波くんに、もうすぐ会えるんだなって思って」

「そうだよね。もうすぐ会えるよ～。本当、うらやましいな」

　梨絵ちゃんが優しく笑いかけてくれた。




　バスに乗った私たちは、空港を出発してから二時間近くかかって、朝倉ニセコホテルのエントランスに到着した。

「郁斗！　すごいホテルだね」

　愛ちゃんがホテルの立派な外観を見て驚いている。

　羊よう蹄てい山ざんをバックに白銀の世界に建っているそのホテルは、一枚の写真のように優美だった。

「ここがカップルに人気だっていうのも、わかる気がするよ」

　梨絵ちゃんも圧倒されているみたい。

「郁斗って本当に御曹司だったんだ」

「まあな」

　適当に返事をする郁斗がおかしかった。

　自分で自分のことを御曹司って言っておきながら、人から言われると嫌みたい。

　ロビーの中へ入った私は、今にも千波くんにばったり会いそうでドキドキしていた。自然と目が千波くんを探してしまう。

　ふと、郁斗がフロントで「岡本」と名乗っているのが耳に入った。その名前に驚く。

「どうして梨絵ちゃんの名前なの？」

「バッカだな。予約の時点で俺や日菜の名前にしたら、兄貴にバレるかもしれないだろ？」

　私たち三人が納得していると、郁斗はみんなに宿泊カードを書くよう伝えた。

　カードキーをもらって、エレベーターに向かおうと歩き始めたそのとき。

「日菜？」

　スキー客で混雑しているロビーから、千波くんの声が聞こえた。その声に、私は飛び上がるほど驚いた。郁斗も振り向く。

「なんだ、もうバレちゃったのか」

　笑いながらぼやいた郁斗。

　でも、千波くんの顔には険しい表情が浮かんでいて、それに気づいた郁斗からも笑顔が消える。

「千波くん……」

　ひと目で、歓迎されていないことがわかる。私は、穴があったら入りたいくらいに恥ずかしかった。

「兄貴、日菜が来たんだぜ。喜ばないのかよ」

　郁斗が気を取り直したように言う。

　私は千波くんの顔をまともに見られず、頭を上げられない。

「日菜……」

　千波くんが深いため息を漏らした瞬間、涙が出そうになる。

　千波くん、怒ってる。

『ごめんなさい、邪魔はしないから』と、謝ろうとしたとき。

「あら？　こちらの方たちは？」

　聞き覚えのある女性の声がした。

　驚いて声のしたほうを見ると、目鼻立ちの美しい女性が笑みを浮かべて、千波くんの隣に立っていた。

　ブラウンのロングの髪を後ろでまとめ、遅い時間なのにメイクは崩れておらず、私が〝キャリアウーマン〟という言葉から想像するイメージを具現化したような女性だ。

「十と和わ子こさん、弟と友人たちです。じゃあ、仕事があるから」

　千波くんは手短に私たちを紹介すると、背を向けた。

　私の身体は小刻みに震えた。ロビーは薄着でも大丈夫なほど暖房が効いているので、寒さから震えているわけじゃない。

　電話の女性と一緒だったんだ……。

　私は動揺を隠せない。

　愛ちゃんと梨絵ちゃんも、去っていく千波くんに親しげな笑みを向ける十和子さんを見ているし、郁斗は千波くんの態度にムッとしている。

「い、郁斗、行こう」

　郁斗の手を引っ張って、エレベーターに向かった。

　エレベーターの中へ入ると、ポロポロと涙が溢れ出た。

「日菜……」

　愛ちゃんと梨絵ちゃんは戸惑った顔をしている。

　三人は、十和子さんが私にとってどんな存在なのか知らない。私でさえ彼女が千波くんにとってどんな存在なのかわからない。

　郁斗たちは、千波くんに冷たくされたことを悲しんでいると思っているんだろうな。

「兄貴は忙しくて機嫌が悪かったんだよ」

　郁斗が慰めてくれる。私は頭を大きく横に振り、涙を止めようと両手で顔を覆い隠した。

「そうだよ、あとできっと来てくれるから」

　愛ちゃんが私の肩に手を置く。すぐにでも、この場からいなくなりたかった。

　帰りたい……。そんな思いに反して、エレベーターは最上階へ到着する。

　ベルボーイが、カートに乗せた私たちの荷物と共に、部屋の前に立っていた。

　愛ちゃんと梨絵ちゃんに抱えられるようにして、私はふた部屋ある寝室のひとつへ入った。

　落ち着かなくてすぐに出て、真ん中にあるリビングのソファに座っていると、もうひとつの寝室に荷物を置いた郁斗がやってきた。

「愛、ルームサービスで日菜にホットミルク頼んで。お前たちもなにがいい？　俺はコーヒーね」

　私は真っ白なソファで膝を抱え、その膝頭に顔を埋めて、気持ちを落ち着かせようとしていた。

「日菜、そんなにショックを受けることじゃないだろ？　兄貴は、今日ここに来ることを内緒にしていた俺に怒っただけだよ」

　私は顔を埋めたまま頭を左右に振った。困惑している三人には申し訳ないけど、悲しくて仕方なくて、堪えていた涙が再び頬を伝った。三人とも困惑している。

　少しして、ルームサービスで頼んだ飲み物が運ばれてきた。温かいホットミルクを飲むと気持ちが落ち着いてきて、涙が止まった。

　ふいにポケットに入っていたスマホが鳴る。カップをソーサーに戻して着信を見ると、知らない番号からだ。

　誰だろう……。

「日菜、誰？　出ないの？」

　スマホをいつまでも見つめていると、梨絵ちゃんに声をかけられた。

　私はおそるおそる電話に出た。

「……はい」

『私のこと、わかるわよね？　あなたって呆れた子ね？　彼を追いかけてくるなんて』

　相手はそう言うとクスッと笑う。

　先ほど千波くんと一緒にいた女性、十和子さんの声だった。

『そんなに自信がないの？　彼は公私混同しない人よ。そんなことするんじゃ、嫌われちゃったかもしれないわよ？　帰ったほうがいいんじゃないかしら』

　十和子さんの言うことはもっともで、自分自身そう思っていたけれど、彼女から言われるとさらに心がズタズタに傷ついた。

『でも、公私混同しないと言っても、夜は別よね？　私たちはこのホテルでずっと一緒だから、なにかないほうがおかしいわよね？』

　すでになにかあったに違いないと思わせる十和子さんの言葉。

『そんなの嘘！』と言おうとしたけれど、言葉にならなかった。

　息が苦しくなる。

「はぁ……はぁ……うっ……ゴホッ、ゴホッ」

　私は突然咳せき込んだ。

「日菜っ！」

　電話を切ってもそのまま咳が続き、呼吸が荒くなる。

　苦しい……千波くんっ……助けてっ！

「過呼吸の症状だ！　紙袋はないか!?」

　郁斗が叫ぶと、梨絵ちゃんが声を上げた。

「紙袋……確かパウダールームで見た！」

　郁斗は走って探しに行った。




　パウダールームにあった紙袋を口に当て、その中で呼吸をしたおかげで、荒い呼吸は徐々に治まった。

「もう大丈夫だよ、日菜。いったい、どうしちゃったの？」

　ぐったりとソファに座り、呼吸が戻った私の髪を、愛ちゃんが優しく撫でる。

「帰りたい……」

　私の呟きに、三人は驚く。

「そんな、いくらなんでも……千波様は怒っていないと思うよ」

　愛ちゃんが慰めてくれるけど、心が痛くてそうだと思えない。

「そうだよ、夜には日菜と会ってくれるよ。今日はクリスマスイブなんだから、それまで楽しもうぜ」

　郁斗が明るく言う。心配してくれている三人に申し訳ない……。

「ごめんね……郁斗、愛ちゃん、梨絵ちゃん……もう大丈夫だから、三人はゲレンデに行って」

「私たちのことはいいよ。日菜、それより、今の電話はなんだったの？」

　愛ちゃんが私に、ホットミルクのカップを渡しながら言う。

「あの電話は……さっき千波くんの隣にいた人から……」

　少し冷めてしまったホットミルクをひと口飲み、十和子さんのことを話す。

「隣にいた人って、あの美人？」

　郁斗が聞く。やっぱり、郁斗から見てもキレイなんだ。

「私も初めて会ったんだけど……」

　私は千波くんのスマホに彼女が出たことや、先ほどの彼女からの電話のことを、ゆっくり伝えた。

「ちょっと、それってひどくない？　何様なのよっ！」

　愛ちゃんが憤慨している。

「そうよ。朝倉さんの彼女は日菜なのに」

　梨絵ちゃんも怒りを隠せない様子。郁斗は顔をこわばらせ、黙っている。

「お願い、郁斗。千波くんには自分から話すから言わないでね？」

　自分から話したほうが、誤解を招かなくて済むはず。




　それから、もともとウインタースポーツが苦手な私は部屋で休むことにして、心配してくれる三人の背中を押し、滑りに行ってもらった。

　すでに外は暗くなっている。ベッドに入って、私は目を閉じた。

　いつ千波くんから電話が鳴ってもいいように、手にはスマホを握りしめて……。

　ふと、人の気配を感じて目を覚ますと、梨絵ちゃんがニッコリ微笑んで私を覗き込んでいた。

「日菜、よく眠れた？」

「え……今、何時？」

　三人はさっき滑りに行ったばかりだと思っていたので、ポカンとしてしまった。

「あれから一時間経ったよ」

「そ……う……なんだ……そうだ、梨絵ちゃん滑れた？」

　寝起きのせいで、頭がぼんやりしている。

「すごくサラサラな雪で、滑りやすかったよ～。少しでも滑れてよかった。ゲレンデに大きなクリスマスツリーがあるの。あとで行ってみようね」

　ゆっくり身体を起こすと、梨絵ちゃんがベッドの端に座った。

「日菜、元気出して。今日はクリスマスイブなんだよ。うまくいくって」

　私を励ましてくれる梨絵ちゃん。

「ん……」

「朝倉くんと愛も、なんだかんだ言いながらいい雰囲気なんだよね～。ひとり者は私だけかぁ～」とぼやいている梨絵ちゃんに、思わずクスッと笑った。




　二十時から始まるパーティーのために持参したドレスを着た、愛ちゃんと梨絵ちゃんと私の三人。

　萌からドレスを借りた愛ちゃんは、スリムな真っ赤なミニスカートのドレス。

　梨絵ちゃんは、私が持っている中で一番大人っぽい、膝丈で、キャミソールタイプの水色のドレスを着ている。

　そして私は真っ白で、デコルテが大きく開いた、袖と襟元と裾にラビットファーをあしらってある、丈が膝より少し長いドレスを選んだ。

「お前、ウサギみたいだな」

　そう言って笑うのは郁斗だ。

「耳としっぽ、つけたほうがいいんじゃないか？」

「郁斗、それじゃバニーちゃんになっちゃうでしょ！」

　愛ちゃんが、私をからかう郁斗をふざけながら睨む。

　郁斗はブラックのカジュアルなスーツにブラックのワイシャツ。クリスマスらしく、赤の細身のネクタイを締めていて、背が高いこともあって、高校生というより大学生に見える。

「郁斗と愛ちゃん、合わせたみたいだね？」

　並んだふたりを見てそう伝えると、ふたりはなんのことを言われたのかわからないといったように、ポカンとしている。

「ネクタイの色とドレスの色が同じなんだもん」

　そう言ってニッコリ笑った。

「それにしても、抱きつきたくなっちゃうよね～、日菜って」

　梨絵ちゃんの言葉に、私は耳まで真っ赤になった。

「きっと千波様、日菜を見たら落ち着いていられないよ」

　愛ちゃんがそう言ったけれど、私は会いたくなかった。

　電話を待っていたのに、結局かかってこない。何度も確認したけれど、着信履歴はなかった。

「もういいの、千波くんなんてっ！」

　私の口から出た言葉に、三人が唖然としている。

「パーティー、たっぷり楽しむんだからっ！　私と梨絵ちゃん、ふたりで楽しむから、郁斗はしっかり愛ちゃんをエスコートしてね？　愛ちゃん、キレイだから声かけられちゃうかもよ」

「それは日菜のほうだよ」

　愛ちゃんが真っ赤になって、首を左右に振っている。ストレートの黒髪がサラサラと宙に舞う。照れている愛ちゃんは可愛い。

「とにかく、せっかく来たんだから楽しもうよ」

　梨絵ちゃんが笑って言い、私たち四人は部屋をあとにした。

　足取りは重かった。パーティー会場で、千波くんに会いそうで怖い。

　エレベーターに乗ると、最上階の七階から一階まではあっという間だった。パーティー会場に入るために、宿泊客が並んでいるのが目に入る。

　みんなおしゃれしていて楽しそうだけど、パーティーが苦手な私は息苦しさを感じ、立ち止まって大きく息を吸う。千波くんに会ってしまうかも、と思うと緊張して、呼吸が苦しかった。

「日菜？　どうしたの？」

　三人が、立ち止まってしまった私のところに戻ってきた。

「な、なんでもないよ」

　大きく息を吐く。

「また過呼吸になりそう？」

　梨絵ちゃんが、息を整えている私に聞く。

「ううん、大丈夫」

　ゆっくり呼吸を繰り返すと、郁斗が心配そうにこちらを見ているのが目に入った。

　申し訳なくなって気を取り直し、会場の入口をもう一度ぐるりと見渡すと、千波くんの姿はなかった。ホッと胸を撫で下ろす。

「日菜、そんなにビクビクしないの」

　スーツ姿の青年が通るたびに落ち着かなくなる私に、声をかけてくれる愛ちゃん。

　私は彼女に、弱々しく笑みを向けた。

　中へ入ると家族連れやカップル、大学生らしきグループなど、たくさんの人がいた。

　私たちは、飲み物をもらうためにカウンターに並ぶ。

「日菜、絶対に酒は飲むなよ」

　コーラをチョイスした郁斗が念を押す。

「わ、わかってるよ」

　そもそも未成年だし、それに以前、知らずに飲まされたアルコールは体質に合わなくてひどい目に遭ったから、もう二度と飲みたくない。

　私はオレンジジュースをもらった。

「腹減った。なにか食おうぜ」

　郁斗はスキーでお腹を空かせているようで、料理のほうへ向かう。

　愛ちゃんと梨絵ちゃんも、ビュッフェスタイルの豪華な食事に、目を輝かせている。

「おいしそうだね～」

　三人は身体を動かしたあとだからお腹が空いているんだろうけれど、私は食欲がなかった。千波くんのことを考えれば考えるほど、食べたくなくなる。

「ほら、日菜、これ持って」

　愛ちゃんが皿を渡してくる。

「う、うん」

　それを受け取って、少しだけ料理を乗せることにした。










クリスマスツリー




「本当に日菜のこと、好きなのかよ！」

　突然、郁斗の大声が聞こえ、びっくりして料理を乗せた皿をテーブルに置き、振り返った。

　少し離れたところで彼はスマホ片手に誰かと話している。会話の内容を考えれば、相手は誰か容易に想像がつく。

　郁斗はハッとした顔で私のほうを見てきた。間違いなさそう……。

　私は一瞬怒った顔になったところで、愛ちゃんになにか言葉をかけられ、郁斗から視線を外した。

　でも、郁斗の会話が気になって仕方なかった。

「ちょっと、日菜、どこ行くの？」

　愛ちゃんが声をかけてくるけど答えず、私は郁斗のほうへ歩いていく。

「郁斗！　言わないでって言ったでしょう！」

　そして郁斗の手からスマホを取り上げると、自分の耳に当てる。

「千波くんなんて、もう知らないっ！　大っ嫌いっ！」

　それだけ言って電話を切ると、郁斗に返した。

「おい、日菜、いいのかよ！　あんなこと言って！」

「いいのっ！」

　私は不機嫌になって郁斗を睨むと、もう一度飲み物を取りにカウンターへ行った。

　飲み物を片手に戻ってくると、テーブルの上にビンゴカードが置かれていた。

「豪華賞品が当たるらしいよ」

　梨絵ちゃんがうれしそうに言う。先ほどの一部始終を聞いていた愛ちゃんと梨絵ちゃんは、私の気を紛らわそうとしてくれているみたい。

「なにが当たるんだろうねっ」

　申し訳なくなって、ふたりの旅行が台無しにならないように、と笑顔で答えた。

　司会者の女性がビンゴゲームの数字の発表を始めたけど、耳に入ってこない。隣では愛ちゃんと梨絵ちゃんが喜んだり、がっかりしたりと忙しい。

　千波くんに大っ嫌いと言ってしまったことを、私は早くも後悔していた。でも素直になれない。テーブルに頬ほお杖づえをついて、ぼんやりしていた。

　そういえば、外にあるツリーがキレイだって言ってたっけ……。

　そっと立ち上がって、私はゲレンデへと繋がる出口に向かった。コートを着ていないから、外に出ることは無理でも、建物の中からツリーを眺められるのではないかと考えて。

　行ってみると、まだスキーを楽しんでいるお客さんたちが、ゲレンデ側のロビーに数人いた。私だけが場違いな格好をしているため、じろじろ見られてしまう。

　うつむきがちに大きな窓ガラスへ近づいた。

　あった……。そこからは三階ぐらいの高さのある大きなクリスマスツリーが半分だけ見える。ガラス窓に張りつくようにして、クリスマスツリーをしばらく眺めていた。

「君もひとりでツリーを見に来たの？」

　後ろでハスキーな男性の声がした。

　振り向くと、おしゃれなスーツを着た男性が立っている。年は二十歳くらいだろうか。まだ大学生ぐらいに見える。さっきのパーティー会場から、私と同じように抜けだしてきたみたい。

　彼の問いに答えず、再びツリーに視線を移した。

「一緒に見てもいいかな？」

　そう言って、その男性は私の隣に立った。

　微動だにせずじっとツリーを眺めている私を、その男性はおかしそうに笑う。

「そんなにツリーが好きなの？」

「……キレイですよね」

　美しく電飾されたツリーをひとりで見ているのが、急に寂しくなり、つい彼の言葉に答えてしまった。

「そうだね。でもここからだと、半分しか見えないよ。近くに行ってみないか？」

　私も近くで見てみたかった。でも、この格好じゃ無理。

「外に出たら寒いから」

「ジャケットを貸してあげる。そこのテラスまでだったらヒールも影響ないよ」

　そう言って彼はジャケットを脱ぎ始めた。

「い、いいです」

「大丈夫だって。正直言うと、男ひとりで見るのは寂しくてね」

　ニコッと笑って、強引に私の肩にジャケットをかける。

「じゃあ……少しだけ」

　戸惑いながらもツリーを近くで見られることの誘惑に勝てなくて、男性が開けてくれたドアからテラスに出た。

　そこには誰もいなかった。寒くて吐く息が真っ白。ジャケットを羽織っていても凍えるほど寒い。ディナーシャツ一枚になった彼も寒いはず。

「ごめんなさい。寒いですよね」

「いいから、いいから。それよりツリーはどう？」

「あ……」

　私は大きなツリーに目を移した。

「キレイ……」

　キラキラした七色の美しい光が目に飛び込んできて、思わず感嘆の声が私の口から出た。

　横にいるのが、千波くんだったらよかったのに……。

　北海道になんて、来なければよかった……。来なければなにも知らずにいられたのに。千波くんと十和子さんが……。もう、想像したくない。

　千波くん、本当に十和子さんが好きになってしまったの？

「日菜！」

　後悔していると、怒りを含んだ声が聞こえて驚いた。ビクッと肩を震わせてから振り返ると、千波くんがすぐそばに立っていた。

「千……波……くん」

　怖い顔してる……そんな顔、嫌だよ……。

「日菜、そんなに薄着で、風邪をひくだろう？」

「へえ、日菜ちゃんっていうんだ。顔も可愛いけど、名前も可愛いね」

　そんな声が横で聞こえた。

「勝手に連れだしてもらいたくない」

　千波くんが私を褒める彼に冷たく言う。

「千波くんっ、違う！　私が出たいって言ったんだよ」

　本当じゃないけれど、千波くんの言い方にムッとして言い返す。

「君は、会ったばかりの男にジャケットを借りてしまう子だったのかい？」

　千波くんの言葉に私は思わず目を潤ませ、羽織っていたジャケットを脱ぐと、男性の胸に押しつけた。

「あ、ありがとうございました」

　ジャケットを貸してくれた彼はあっけに取られている。

「日菜ちゃん、そんな格好じゃ寒いよ！」

　彼はもう一度、私の手にジャケットを渡そうとする。

　私は首を横に振ってあとずさった。

　すると、千波くんは深くため息をつき、自分のジャケットを脱いだ。

「日菜、着るんだ」

　そう言うと、こちらに近寄る。

「いらないっ！」

　私は差しだされたジャケットを払い落とすと、テラスからゲレンデに通じる階段へ向かった。

「なにを考えているんだ！　落ちるぞ、日菜っ！」

　千波くんから逃げたい一心で、テラスが凍って滑りやすくなっていることなんて頭になかった。

　――ずるっ。

「きゃっ！」

「日菜っ！」

　千波くんの叫んだ通り、私は凍った階段で足を滑らせて、テラスから積もる雪の上に落ちそうになった。

　追いかけてきた千波くんは、私の腕を掴んで引き寄せる。でも、千波くんの革靴も滑り、私たちは雪の積もる階段を数段転がって、雪の上にドサッと落ちた。

「大丈夫ですかっ!?」

　階段の上から男性が叫び、私たちのほうへ下りてくる音がした。

　千波くんの腕の中で、ギュッと閉じていた目をそっと開ける。

　嫌いになんて絶対になれない人に抱きかかえられるようにして落ちた私は、背中が少し痛んだけれど他はなんともない。ハッとして、自分の下の千波くんを見る。

「千波くん!?」

　雪の上で私をかばうようにして倒れている千波くんが、目を開けない。

「千波くんっ！　千波くんっ!!」

　名前を呼び続けると、千波くんはうっすらと目を開けた。

「日菜……ケガは？」

「だ、大丈夫……」

　むせぶように泣く私に、千波くんがホッとしたように優しく微笑んだ。

「よかった。君にケガがなくて」

　千波くんが私の頭を胸に引き寄せ、撫でる。

　先ほどの男性が私たちのところへやってきた。

「ケガはありませんか!?」

　そう言って、千波くんに手を伸ばして起こそうとしてくれる。

「驚かせてしまってすまないね」

　彼の手を借りて、千波くんは立ち上がるけれど、かなり痛そうに一瞬顔を歪める。

「医務室へ行かれたほうがいいですよ」

　心配そうな彼に千波くんが頷く。

「申し訳ないが肩を貸してくれるかい？　足首を捻ねん挫ざしてしまったようなんだ」

　千波くんは、男性に肩を借りてなんとか階段を上がっている。私もそのあとをとぼとぼとついていく。

　自分のせいで千波くんがケガをしてしまった。

　うつむいて歩いていると、テラスで自分が払い落としてしまった千波くんのジャケットが目に入った。しゃがんで、雪で濡れてしまったジャケットを拾う。すると、ポケットのスマホが振動していた。

「千波くん……」

　名前を呼ぶと、前のふたりが立ち止まる。

「たぶん郁斗だ。出てくれる？」

　振動する音でわかったみたい。千波くんの言った通り、着信は郁斗からだった。

「も、もしもし……」

『日菜っ！　どこにいるんだよ！』

　かなり怒っている郁斗の声。

『おい、なにか言えよ！　兄貴の携帯に出たってことは会ってるんだよな？』

「う、うん……」

　歯切れの悪い私の返事に、電話の向こうで郁斗の苛立ちが増した。

　すると、そんな私を見ていた千波くんがスマホを取り上げた。

「郁斗、日菜のコートを持って医務室まで来てくれ」

　そう言うと、千波くんは電話を切った。

　テラスの扉からホテルの中へ入ると、温かい空気が身体を包み込み、寒さにギュッと固くなっていた私の肩の力が抜けていく。

　男性に支えられ、足を引きずって歩く千波くんを目にするたびに、胸が痛む。

　ケガさせちゃった……どうしよう……仕事に支障が出てしまう。

　自分が情けなくなって途方に暮れてしまい、目頭が熱くなる。

　医務室に入ると、看護師がひとりいた。足を引きずっている千波くんの様子に驚いた表情を見せる。

「迷惑をかけたね。君は何号室？」

　千波くんが肩を借りた男性に尋ねた。

「三一二号室です。水みず野のっていいます」

「ありがとう。水野くん。俺はこのホテルのスタッフなんだ。今日のお礼に、あとで温かい飲み物を部屋へ運ばせるよ」

　千波くんがお礼を言うと、水野さんは「お大事に」と言って、医務室を出ていった。

「日菜、ストーブのそばにいるんだ。身体が冷えている」

　ドアの前で所在なげに立っていると、千波くんに声をかけられる。

「自分で手当てができるので、少しの間、席を外してほしいんですが」

　医務室のイスに座った千波くんが看護師に告げた。

　看護師が出ていこうとすると、ノックの音が医務室に響いた。

「どうぞ」

　看護師と入れ替わりに医務室に入ってきたのは、郁斗。手に私の赤いコートを持っている。

「まったく、お前には振りまわされっ放しだよ」

　呆れ返った様子で、私の胸にコートを押しつける。

　コートを受け取ったものの私の表情はこわばったままで、それを見て郁斗が片方の眉を上げる。

「日菜、すぐにコートを着るんだ」

　千波くんと会話をするのが怖くて、医務室から出ていきたかった。

「郁斗、ふたりだけにしてほしい」

　郁斗にそう言いながら、千波くんは片足を引きずって私に近づいてきた。

「……郁斗、行かないで」

　私は困ったように、首を小さく横に振る。

　ドアノブに手をかけた郁斗が、私の言葉に立ち止まった。

「郁斗」

　千波くんがもう一度名前を呼ぶと、郁斗は肩をすくめて出ていった。

　そこで再びスマホが振動し始め、千波くんは電話に出た。

「はい」

　その視線は、私を捉えたまま。

　私はというと、コートを手に持ったままで、まだ着ていない。

　千波くんは相手がなにか言うのを聞くと、腕時計を見た。

「……パーティーが終わる時間ですね？」

　そう言うと、また話を聞いている。

「……三十分後に行きます」

　千波くんはそれだけ言うと電話を切り、電源も落とした。

「日菜、こっちへおいで」

　千波くんは痛む左足を引きずってイスに座ると、私を呼ぶ。

「……悪いがシップを取ってくれないか？」

　千波くんに引き出しを指差され、その場所へ向かい、一枚のシップを取りだした。一緒に引き出しに入っていた包帯も手にして。

「……本当に捻挫だけ……？　骨は折れていない？　ひびは？　脳のう震しん盪とう、起こしたよね？　病院に行かないと」

　千波くんのスラックスから覗く左の足首を見る。

「それほどひどくないよ。自分で動かせるし。頭はぶつけていない。寝不足がたたっただけだ」

　私からシップを受け取った千波くんは、少し腫れてきている足首に貼る。

　すぐに包帯を巻き終え、彼は私を見つめる。

　寝不足と聞いて、思わず嫌な想像をしてしまった。

　今は千波くんと一緒にいるのが怖かった。なにも聞きたくない……。

　やっと涙が止まったのに、またこみ上げてくる。

　千波くんに涙を見せたくなくて、後ろを振り返ってドアに向かった。

「日菜っ！　待ってくれ」

　立ち上がった千波くんは、左足に体重をかけてしまったようで小さく呻うめいた。

　その声に、ビクッと立ち止まって振り向く。すぐ後ろに、痛みで顔を歪めた千波くんが立っていた。

「日菜、逃げるな」

　逃げるなと言われても、あとずさりをしてしまう。

　千波くんは私に近づいてくる。そして、とうとう私の背中が壁に当たった。

「……千波くん」

　端整な顔は怒っているのか呆れているのか、表情が読めない。

　――トン。

　千波くんの手が、顔の両脇を通って壁に置かれた。真剣な瞳に囚われて動けず、視線も逸らせなかった。

「日菜、俺のこと、嫌いになった？」

　顔が近づいて、あと二十センチというところで止まる。

　キレイに整えられていたサラサラの髪は、階段から落ちたせいで少し乱れている。

「どう？　本当のことを言って？」

　口元を緩ませて聞く千波くんは、いつもの余裕の顔に戻っている。

　ずるい……。

　私が本心から嫌いだって言えないこと、百も承知なんだ。

　さっきの『大っ嫌い』は本心じゃない。

　大好きなのに……十和子さんのことを考えると……。

「き……嫌い」

　私は悔しくて、そっぽを向いた。

「そうだよね。俺は、会いたくて来てくれた日菜を傷つけた……」

　いつになく切ない千波くんの声がして、パッと視線を戻す。

「千波くん、十和子さんのことが好きになったんでしょ？　だったら私を思いっきり振って！」

　心に溜まっていたことを、やっと口にした。でも、すぐに後悔して足が震えてくる。

「十和子さん？　日菜は勘違いしてる。俺が愛しているのは日菜だけだ。俺が日菜に思いっきり振られることはあっても、俺が日菜を振るなんてことはないよ」

「嘘！　嘘だよ！」

　でなければ、あの人があんなことを言うわけがない。

『でも、公私混同しないと言っても、夜は別よね？　私たちはこのホテルでずっと一緒だから、なにかないほうがおかしいわよね？』

　十和子さんが電話で言った言葉。

　あんなにキレイで大人な女性を前にしたら……千波くんでも気持ちが彼女に向いてしまうだろう。

「あの人とは……遊びだったってこと？」

「日菜っ！　日菜がいるのに浮気なんてするわけない！　君は俺がそういう男だと思っていたのか？　君の口からそんな言葉を聞きたくない……」

　いつになく熱のこもった口調で断言したあと、千波くんは悲しそうに首を横に振る。

　また涙が溢れ、私の頬を濡らしていく。

「だ、だって！　そういう言い方の電話があったから……！」

「電話？」

　千波くんが眉根を寄せる。

　私はもう、立っていられなかった。腰が抜けたように、その場にしゃがみ込む。

「日菜、ちゃんと話して」

　両手で顔を覆って泣きじゃくる私に、千波くんは髪を撫でて懇願する。

「お願いだ」

　私が大きく首を左右に振ると、まだ震える身体をそっと抱きしめてくる。

「ごめん……傷つけて……あとで部屋に行くよ。落ち着いたら話そう」

　千波くんは私を身体から離すと、床に落ちていたコートを取って着せてくれた。




　私は部屋に戻って、ソファの上に膝を抱えて座っていた。そばでは愛ちゃんと梨絵ちゃんが、心配そうに私を見つめている。

　目の前には郁斗。あのあと、千波くんが郁斗を呼びだして迎えに来てくれた。

「兄貴がどうして捻挫したのか話せよ、日菜」

　ぼんやりソファに座っている私に郁斗が聞いてくる。

「私が悪いの……」

「お前のせいだろうとは思っているよ。兄貴がそんなドジを踏むわけないからな」

「郁斗、日菜の話を聞こうよ。日菜、ちゃんと話して」

　愛ちゃんが言う。彼女と梨絵ちゃんは、私の両脇に腰かけた。

「どこにいたの？　朝倉くん、すごく探してたんだよ？」

　梨絵ちゃんが少し責めるような口調で言う。

　私は小さく「ごめんなさい」と謝った。

「だから、謝ってくれるなら、説明してもらったほうがいいんだよ」

　目の前のソファに座っている郁斗は、静かに言った。

「ツリーが見たかったの……」

　私はポツリと話し始めた。

「ツリーってゲレンデの？」と、愛ちゃん。

「うん……ごめんね。黙って行ったりして……心配するよね」

「俺は兄貴から日菜のこと頼むって言われてたんだ。だから、いなくなったときは焦ったよ」

　私は顔を上げ、戸惑った表情で郁斗を見つめた。

「千波くんに頼まれたって……なにを？」

　そんな私を見て、郁斗は思いっきりため息をつく。

「お前のことに決まっているだろ。子羊ちゃんがオオカミにさらわれないように見ていてくれって、頼まれたの。クリスマスイブだから浮かれているヤツ多いし。部屋に連れ込まれたらおしまいだからな」

　郁斗は私がいなくなって本当に焦ったんだ。そう思うと申し訳なくなる。

「それで、どうして千波様が捻挫したの？」

　しゅんとなっていると、愛ちゃんが話を戻す。

「……ロビーでツリーを見ていたら男の人が来て……ここからだと半分しか見えないから、テラスに出ようってことになったの」

「ちょっと日菜、それってナンパじゃない！」

　梨絵ちゃんが身体を私に向ける。

「そんなんじゃないよ……」

　そのあとのことを、私はゆっくり話し始めた。

「兄貴から逃げるから、そんなことになるんだろ」

　一部始終を聞いた郁斗は呆れ返ったみたい。

「それで、医務室でちゃんと話し合ったの？」

　愛ちゃんの問いかけに首を横に振った。それを見た三人は、やれやれとうなだれる。

「あ～！　まどろっこしいな！　まだ仲直りしていないのか？」

　郁斗の苛立ちを見て私は頷いた。

「日菜、千波様が好きなんでしょ？　あの女ひとに取られたくないんでしょ？」

　愛ちゃんが私の肩に手を置いて、顔を覗き込むようにして聞いてくる。

　十和子さんに千波くんを取られるのは嫌……だけど、さっき千波くんは否定してくれた……。

　間を置いてもう一度、私はコクッと頷く。

「……だったら、素直にならなくちゃ」

　愛ちゃんがニッコリ微笑む。

「そうだよ。日菜は素直でいい子なんだから。ちゃんと話し合って解決すべきだよ」

　梨絵ちゃんも私を励ましてくれる。

「愛ちゃん、梨絵ちゃん……心配かけてごめんね。ちゃんと話し合うよ。あとで千波くん、ここへ来るって言ってくれたから」

　みんなのおかげで、早く千波くんと会って、今までのことを正直に話したくなった。

「よかったじゃん。千波様はちゃんと日菜のこと考えてくれているんだよ」

　愛ちゃんの言葉に、梨絵ちゃんもうらやましそうに頷く。

「ってことで……女三人でお風呂に行かない？」

　梨絵ちゃんの提案を聞いた郁斗が、「俺は寂しくひとりかぁ～」とぼやくのが聞こえた。




　二十四時間入れる温泉風呂に浸かって、私たちが部屋に戻ったのは、それから一時間後の二十四時を回った頃だった。

『もう千波くんが来ているかもしれない』と何度も言ったのに、お風呂の中で愛ちゃんと梨絵ちゃんは、極楽気分でのんびり温泉に浸かっていた。

　お風呂を出て身支度を済ませると、部屋に戻る私はおのずと急ぎ足になった。

「よかった。明るい日菜に戻って」

「愛ちゃん、なに笑ってるの？　早く行こうよ。千波くんが来ちゃっているかも」

「大丈夫だって。郁斗が話し相手になっているよ」

　廊下を急いで歩く私を見て、愛ちゃんが笑いながら言っていた。

　部屋に戻ると、千波くんはまだ来ていなかった。

「長風呂だな。兄貴が来たらどうするんだよ」

　待ちくたびれた郁斗が憎まれ口を叩く。

「だって……」

「郁斗、日菜をいじめないでよ。日菜は早く帰りたがったんだから」

　愛ちゃんが切れ長の目で、ソファに寝そべる郁斗を睨みつける。

「それに、結果的にはまだ来ていないんでしょ？」

　梨絵ちゃんにも加勢されて郁斗は呆れたように笑う。

「でも、もう二十四時三十分だな。遅すぎるぞ」

「うん……忙しいのかも……」

　千波くんが来るまでみんなでトランプをしようということになったとき、スマホが鳴った。

「千波くんだ……」

『日菜、ごめん。今日は行けなくなった』

　電話口から、千波くんの声と一緒に騒がしい声が聞こえる。

　そのせいで千波くんの声が、聞き取りづらい。

「どうして……？」

　勇気を出して聞いてみる。

『おい！　なにするんだ！』

　電話の向こうで千波くんが誰かに叫ぶ。

『私が話してあげるわ』

　聞こえてきたのは、十和子さんの声。

　ふたりは一緒にいる……。私は声も出ないほど驚いた。

『千波さんは、もう休んだほうがいいわ』

　電話の向こうのやり取りを聞いて、私はスマホを床に落としてしまった。

　トランプで遊んでいた三人が、びっくりして私を見る。

「おい、日菜！」

　郁斗の声と同時に、崩れ落ちるように、ソファに突っ伏す。

「兄貴、なんだって？　来るんだろ？」

　郁斗が声をかけてくる。

「……もうダメ……心が壊れちゃう……」

　胸が締めつけられるように痛い。

　私は堪えきれず、ついに泣きだしてしまった。

「日菜……いったいどうしたの？　なにを言われたの？」

　三人が心配そうな顔をしている。愛ちゃんに聞かれてもなにも言えずに、私は寝室に入っていった。




　泣きながらうとうとしてしまったのだろう。しばらくして、部屋をノックする音に続き、愛ちゃんの叫ぶ声が聞こえてきた。

「日菜、日菜、千波様が大変だよ！　早く出てきて」

　えっ……？　千波くんが大変って……？

「日菜っ！」

　梨絵ちゃんも呼んでいる。

「朝倉さん、倒れたんだって！」

　嘘……。私は驚いてベッドから出ると、ドアへ向かった。

「千波くんが倒れたって……？」

　私はその場に立ちすくむ。

「部屋の外にいる郁斗から電話で、千波様は医務室にいるって」

『千波さんは、もう休んだほうがいいわ』

　電話で聞こえた十和子さんの声。

　あの人はわざと私が勘違いするように言ったんだ……あのとき、千波くんは具合が悪かったなんて……。

「千波くんっ！」

　私は部屋から飛び出て駆けだした。




　医務室に入り、千波くんの寝ているベッドまであと一メートルというところで足が止まる。

　点滴を受けている姿に、瞳が潤む。

　今日一日で涙が枯れるくらい泣いたのに、まだ涙が出てくる。

「千波くん……」

　泣いちゃダメ……。

　手の甲でごしごしと涙を拭いた。

「そんなに乱暴に拭いたらダメだよ、日菜」

　うつむいていた私は驚いて顔を上げる。眠っているものと思っていた。

「千波くん……」

「日菜、もう泣かないで」

　身体を起こそうとする千波くんに駆け寄る。

「ダ、ダメだよ、寝てなくちゃ」

　千波くんの肩を押さえて、横になってもらおうとした。

「もう大丈夫。点滴のおかげで身体が軽くなった」

「まだ途中なのに……熱は？　顔が少し赤いよ」

「熱はきっと朝には下がるよ。心配かけてごめん。それと、部屋に行くと言ったのに、約束を破ってしまって」

「いいの、私が悪いの。全部私が悪いから」

「日菜は悪くない。不安な気持ちにさせて申し訳なかったよ」

　千波くんは私の腰に手を伸ばし、引き寄せる。

　私はベッドの端に腰かける形になった。

「ここに来なければよかった。千波くんは仕事で忙しいのに……私が来たから……捻挫まで……」

　涙を拭いた頬が再び濡れた。

「日菜、泣かないで。すべては不安になる原因を作ってしまった俺のせいだよ」

　指先で、私の頬の涙をそっと拭う千波くん。そして、私の身体を自分のほうへと引き寄せた。

　しばらくの間、ふたりとも動かずにいた。




　翌朝、幸せな気分で目を覚ますとそこは医務室のベッドで、すぐ目の前に千波くんの顔があった。

　まだ眠っているその顔を眺める。

　私……寝ちゃったんだ……。

　昨日のことを思い出してみる。

　ここで寝ちゃうなんて、千波くん、窮屈じゃなかったかな。

　手を布団の中から出して、そっと千波くんの額に置いてみる。

　よかった。もう熱はなさそう。

　額のひんやりとした感触にホッとしていると、千波くんが長いまつ毛から瞳を覗かせた。

「おはよう」

「お、おはよ……」

　はにかんだ笑みを浮かべると、千波くんはギュッと私を抱きしめた。

「よかった……」

「よかった？」

「大事な日菜が笑ってくれているから」

　千波くんの口から出た言葉を聞いて、心からうれしくて笑みを深めた。




　二時間後、私は郁斗たちと一緒にゲレンデに出ていた。

「なんで滑る気になったんだ？」

　リフト乗り場で並んでいるとき、郁斗が言った。

「うん。千波くんが、仕事が終わるまで遊んでてって言ったから」

　ニッコリ笑って郁斗に伝える。

「はぁ～。お前ってつくづく……」

「なぁに？　私ってつくづく……なぁに？」

　首を傾げて聞いた。

「日菜ってつくづく可愛いってこと！」

　愛ちゃんが私をぎゅうっと抱きしめる。スキーを履いているから、あわわと倒れそうになる。

「あ、愛ちゃん！　こ、転んじゃ――」

　そう言っている間に、愛ちゃんに抱きしめられたままツルッと滑って転ぶ。じゃれ合っている私たちを見て、梨絵ちゃんが笑っていた。

　北海道に来てから、私もやっと心から笑ったような気がする。

「今日は思う存分、楽しもうねっ」

　梨絵ちゃんが私たちに言った。




　質のいい雪でたっぷり滑り、気づくとお昼を過ぎていた。どうりでお腹が空いているわけだ、とみんなでレストランにやってきた。

　私は席に着くなり、テーブルに突っ伏す。

「お前、なにやってんの？」

　郁斗に頭を軽く小突かれる。

「だって……もう身体が痛いんだもん……」

「はっ！　情けないな」

「すぐに身体が痛いなんて、日菜は若いんだね。私なんて昨日は痛くなかったよ。その代わり、今朝は死ぬかと思うくらい痛かったんだから」

　愛ちゃんが苦笑いを浮かべながら言う。

　筋肉痛はすぐに出たほうが若い証拠って聞いたことがある。

　でも、愛ちゃん、私たち同い年だよね……。

　そう考えて、思わず笑みを浮かべてしまった。

「すぐにでも温泉に入りたい……身体中が痛くて、もう滑れないっ」

「当ったり前だよ、あんなに転んでたら。よくケガをしなかったと思うよ」

　そこそこスキーが上手な梨絵ちゃんが言う。

「郁斗が中級者コースに連れていくからいけないんだよ……」

　私がぼやくと、郁斗は「これでも妥協したんだぜ」と言って、笑ってみせた。

　郁斗は毎年冬になると、数回滑りに行くから、その腕前は見事なものだ。

「それに、久しぶりにスキーにしたんだからな。俺は本来スノボ派なの」

　郁斗の滑る姿はカッコいいから、愛ちゃんは惚れ直しちゃったかな？なんて、私は心の中で思っていた。










真実




「日菜、携帯鳴ってるよ？」

　温泉から出て部屋に戻る途中の廊下で、私のメールの受信音に梨絵ちゃんが気づいてくれた。

「あっ」

　私はポケットからスマホを取りだすと、千波くんからのメールを開いた。

【今日は一日楽しんだ？　二十時に二階のフレンチレストランで待ってる】

　読み終わった途端に笑顔になる。

「もうっ、日菜ったら、なんでにやけてんのよ～」

　梨絵ちゃんがうらやましそうな顔をする。

「だ、だって……」

　思いがけない食事の誘いで、喜びが倍増する。

　会えるのは夜遅くだと考えていたし、一緒に食事ができるなんて思っていなかったから。

「日菜、いい知らせ？」

　愛ちゃんがニッコリしながら尋ねてくる。

「食事に誘ってくれたの」

「日菜～、よかったじゃん」

　ふたりに抱きつかれ、私は幸せな気持ちで微笑む。

　滑りに行って戻ってきた郁斗に、千波くんから食事に誘われたことを伝えた。

「よかったな。もう世話かけんなよ」

　そう言って、郁斗は笑いながら私の頬を軽くつねった。




　二十時少し前に、私は三人に謝って部屋を出た。

　心臓がすごくドキドキしている。エレベーターの中は、私ひとり。

　鏡に映る自分の姿を見る。

　以前、千波くんに買ってもらった黒いドレス。あのとき、千波くんはこのドレスを〝賄賂〟って言ったんだっけ……。

　あのときはすごく悲しかった。

　今の自分は、あの頃の私には想像もできないくらい幸せ。

　エレベーターは二階へ到着し、扉が開く。

　あった……あそこだ。

　ここのホテルの中には、いろいろなレストランがある。

　目的のフレンチレストランに足を踏み入れると、支配人らしき、品のいい男性が近づいてきた。

「いらっしゃいませ」

　深々と頭を下げられて、私は恥ずかしくなって会釈した。

「藤田と申しますが、朝倉さんの名前で予約を……」

「承っております。どうぞこちらへ」

　笑顔で案内する男性。店内では家族連れやカップルが大勢、食事をしている。その中に千波くんの姿はない。

　まだ来ていないんだ……。

　歩く先のテーブル席に案内されるものだと思っていると、男性はおもむろにその奥のドアをノックした。

　中からの返事に、男性がドアを開ける。見ると、ちょうど千波くんが席を立つところだった。

「千波くん……」

　びっくりしてドアのそばで突っ立っている私に千波くんは近づき、笑う。

「どうしたの？」

　目が真ん丸くなっているであろう私に声をかけてくる。

「個室だと思っていなかったから……」

「ちょうどキャンセルが出たんだ」

　立場上、目立つ場所での食事は避けたかったんだろうな。

　席に着き、ずっと気になっていたことを尋ねる。

「千波くん、身体はもう大丈夫？　足首は？」

「もう大丈夫だよ。昨日一緒に寝てくれたおかげかな？」

　意味ありげに微笑まれて、顔が真っ赤になった。

「よかった……」

「十和子さんとはなにもないから、日菜はもう気にしないでほしいんだ。彼女から好意を持たれていることは知っていたけれど、俺には日菜がいるし、日菜の可愛さを実際に見てもいるから、あきらめると思った。彼女が電話で話したことを今日、本人から聞いたよ。日菜、不安にさせて本当にすまなかった。俺にとって同僚以外の何者でもないときっぱり伝えた。彼女の返答はなかったけれど、頭のいい人だからわかってくれたと思う」

「千波くん……」

　ちゃんと十和子さんと話をしてくれてうれしい。

「俺が愛しているのは日菜だけだよ」

　千波くんは嘘偽りのない瞳で私を見つめる。

「私……」

「ん？　どうした？」

　言葉が続かない私を、彼が促す。

「千波くん、ごめんなさいっ」

　テーブルにくっついてしまいそうなくらい頭を下げる。

「日菜？　なぜ謝る？　すべて俺が悪いって言っただろう？」

「だって……千波くんを信じて東京で待っていれば、千波くんがケガなんてしなくて済んだし、体調も悪くならなかったのに……全部私のわがままだから」

「ニセコへ来たのは、日菜の考えじゃないんだろう？　郁斗からも聞いたし、今朝は母さんから電話があって、自分が勧めたと言ってた」

　私は大きく頭を横に振る。

「だって……来たのは私の意思だから……」

「来てくれてうれしいよ」

「でも……あのとき……怖い顔してたよ？」

　ホテルのロビーで会ったときのこと。あのときの千波くんは近寄りがたかった。

「あぁ……怖い顔をしていたつもりはないけど、日菜の姿を見て驚いた。仕事中だから理性が働いてしまったんだ……。でも日菜のことは、自分の命より大事だよ。愛している、日菜」

　千波くんの手が私の手に重なる。

「千波くん……ありがとう。私も……愛してる……。ふふっ。もうこの話はやめよう」

　これ以上、不安でつらかったときのことを思い出したくもないし、話もしたくない。

　私たちはおいしい料理をゆっくり堪能して、クリスマスの雰囲気を楽しんだ。




「今日は滑ったんだろう？」

　料理を食べ終えて特別注文のクリスマスケーキを口に運ぶと、千波くんに日中のことを聞かれた。

「うん。郁斗に中級者コースに連れていかれて大変だったの。転んでばかりいたから身体が痛いし。ほら、あざもできちゃった」

　腕にできたあざを見せる。足にもたくさんできてしまっている。

「郁斗なら、中級者コースでも退屈してたんじゃないか？」

「うん、そうなの。妥協してやったんだ、って威張られたし……午後は郁斗ひとりだけで滑りに行ったんだよ」

　その場面を想像したのか、千波くんが笑う。

「日菜は午後はなにをしたの？」

「もちろんみんなで温泉だよ。ふやけるまで入っちゃった」

「俺も一緒に入りたかったな」

　ニッコリ笑ってからかってくる千波くんに、私の顔は耳まで真っ赤になった。




「日菜、ゲレンデに出てツリーを見ようか」

　レストランを出てぶらぶら歩いていると、千波くんに提案される。

「本当っ？　うれしいな。千波くんと一緒に見たかったの」

「部屋に戻ってコートを取ってこよう」

　私は千波くんと一緒に、ウキウキとした気分で部屋に向かった。




　部屋に行くと、三人はトランプをして遊んでいた。私たちだけでなく、三人も盛り上がっていて楽しそうに見える。

「あれ？　日菜もう帰ってきたの？」

　トランプを持ったままの愛ちゃんが驚いている。でも、私の後ろに千波くんの姿を見つけたようで、急いで頭を下げた。

「ううん、これからお散歩に行ってくるね」

「よかったね、日菜っ」

　私に目を向けて、愛ちゃんは喜んでくれる。

「兄貴、今日も日菜のこと帰さなくていいから」

　郁斗が訳知り顔でニヤッと口角を上げる。

「い、郁斗っ！」

「日菜は筋肉痛らしいから。今日は帰すことにするよ」

　私が真っ赤になりながら、おろおろしていると、肩にコートをかけられた。

　郁斗に見送られて、私たちは部屋を出た。

　今日はちゃんと暖かいコートとブーツを履き、千波くんは、郁斗からダウンジャケットを借りてきた。

「あれ……？　点いてない？」

　ツリーが見えるテラスの出入口付近まで来ると、ガラス越しに見えるはずなのに外が暗い。

　クリスマスなのにどうしたんだろう、とキョロキョロとあたりを見まわす。

　テラスから外に出ると、やはりツリーのイルミネーションは点いていなかった。

「消えてるね」

　千波くんの言葉に、私は残念な気持ちで頷いた。

「近くまで行こうか」

「でも、真っ暗だよ？」

「それでもいいよ。せっかくコートを着てきたんだからね」

　千波くんは、私の手を握って階段を下りる。昨日落ちた階段を滑らないように、千波くんの腕に掴まって、慎重に歩いた。

　雪の上を歩き、大きなツリーの下に着くと、ふたりで見上げる。

「すごく大きな木だよね」

　電気は点いていないけれど、近くでツリーを見ると圧巻だった。

　それに久しぶりのふたりっきりで、私は少し緊張していた。取り留めのないことしか言えない。

「そうだね。この木はホテルにとって財産だよ」

「うん。でも残念……イルミネーションが点いていないなんて……」

　私がそう言ったその瞬間――パァーッとイルミネーションが点灯した。

「え……？　点いた！　点いたよ、千波くんっ！」

　明かりが点いて、私は驚きと共に、この上ない喜びに包まれた。

　まるで光が今にも降ってきそうな輝き。真下にいると、ツリーに包み込まれる感覚だった。

「すごくキレイ……。点いてよかった」

　千波くんと目が合う。ずっと見つめられていたようだ。

「千波くん……？」

「喜んでくれてうれしいよ。落胆したあとだと喜びは倍になるからね。それに、暗かったせいでまわりには誰もいないし」

　なにを言ってるの……？

　思わず首を傾げる。

「あっ！　もしかして千波くんの仕業？」

「そう、大事な日だから……これでも考えたんだ。指輪は用意していないんだけどね」

「大事な日……？　指輪……？」

「……日菜、俺のお嫁さんになってほしい」

　千波くんが少し緊張した面持ちで私を見ている。

「千波くん……それって……プロポーズ……？」

　突然のことに頭が混乱して、なにを言っていいのかわからない。

「そう、プロポーズだよ。日菜は高校生で、結婚はまだ早いと思う……日菜のやりたいことを縛る気はないんだ。だけど、日菜と離れて暮らしたくもない。不安にもさせたくないしね」

　私の両手を握り、真剣な眼差しで紡がれる言葉。私のずっと待っていた言葉だった。

　うれしすぎて、涙るい腺せんが緩んでくる。

「千波くん………いいの？　私でいいの？　私、わがままだよ？」

「日菜はわがままじゃないよ。むしろ俺のほうがわがままだよ。日菜をいつもほったらかしにしてしまうし」

「うれしい。千波くん、すごくうれしいっ」

　腕を伸ばして、千波くんの胸に飛び込んだ。

「日菜、愛している」

「私も愛してます」

　もう、涙でぐしゃぐしゃ。

「すごい顔になってるよ」

　千波くんはそう言って微笑むと、私の唇に優しく口づけた。










サプライズ




　東京に戻った私たちは、忙しいお正月を迎えた。

　若い私たちだけど、双方の両親が結婚に大賛成してくれて、事がうまく運んでいく。両家で食事会をして、とりあえず入籍だけ先にする、という形に落ち着いた。

　そして元旦。役所で入籍を済ませ、私は朝倉日菜となった。

　挙式は未定。でも、私はそれでよかった。千波くんと一緒にいられれば、なにもいらない。

　入籍してからは、千波くんのマンションから学校へ通っている。高校を卒業したら、推薦が取れている上都大へ行くことも決めた。学部は違うけれど愛ちゃんも同じ大学だし、不安はない。

　郁斗は夢を追いかけるために、上都大へは行かないことになった。

　千波くんはというと、新年早々、朝倉ホテルの専務取締役になった。

　私をほったらかしにしてしまったのは、そのことが原因。名ばかりの御曹司ではなく、仕事で成果を出す。それからでないと専務取締役にはなりたくなかった、と。

　そんなことも知らずにニセコへ行った私は、申し訳なかったなと思う。

　公私混同が嫌いな千波くんなのに、私のためにツリーに細工をしてくれて。

　あとから聞いた話では、せっかくのクリスマスなのにツリーに明かりが点いていないと、クレームが数十件入ったらしい。

　点いていなかった時間は十分くらいだったらしいけど、その十分間でホテル中が大騒ぎになったのだとか。でも、支配人に少し叱られただけで、特におとがめはなくてよかった。




　今日は高校の卒業式。千波くんも仕事を休んで出席してくれた。

　父兄席に座った千波くんは、在校生や卒業生に注目を浴びてしまっていて……。式の合間にも、女子高生に話しかけられていた、とあとでお母さんから聞いた。

　私はそんな光景にも慣れっこになっていたし、入籍したおかげで心に余裕もある。

　毎日千波くんを見慣れている私でさえドキドキと胸が高鳴ってしまうんだから。千波くんを初めて見る女の子たちが彼に心を奪われてしまうのは、仕方がないなと思ってしまう。




「日菜、高校卒業おめでとう」

　講堂を出て、大きな花束を持った愛する旦那様を見つけ、思わず駆け寄った。

　千波くんが花束を持つ姿は、キマりすぎている。

　ちなみに私たちが入籍したというのは、学校には内緒にしている。そのことを知っているのは、家族と、愛ちゃんと梨絵ちゃんだけ。

「千波くんっ」

「日菜の制服姿もこれで見納めか」

　紺のジャケットに赤いリボン、少し短めのスカートに目を細めている千波くん。

「ふふっ。千波くん、制服が好きなの？」

「日菜にはよく似合っているからね」

　サラッと言ってのけられ、くすぐったい。私はニコッと笑って千波くんの腕に自分の腕を絡ませた。

　優しく微笑まれて、すごく甘えたい気分になる。

「そうだ！　みんなひどいんだよ？　あっという間にいなくなっちゃったの」

　愛ちゃんと梨絵ちゃん、郁斗までもが、気づいたらいなくなっていた。

「彼女たちは、家族で用事があるんじゃないのかな？」

「う、うん」

　でも、最後くらいもっと話したかった。なんだか寂しいな……。

「今日はお母さんたちも、卒業式だけ見てすぐに帰っちゃったし……みんな忙しいんだね」

「俺たちも十七時の便で出発だろう？　ゆっくりしていられない」

「……うん」

　みんなにはみんなの用事があるんだから、仕方ないよね。

　千波くんが三日間休暇を取ってくれて、これからふたりで旅行へ行くことになっている。

　旅行のことを思うと顔が緩んだ。




　マンションへ戻ると、制服を脱いで私服に着替える。旅行の用意は昨日終わらせておいたから、すぐに出かけられる。

　東京は冬から春に変わり、少しずつ暖かさを増してきたけど、これから向かう北海道はまだまだ寒い。

「日菜？　用意できた？」

　ドアの向こうから千波くんの呼ぶ声がした。

「はーい。今行きまーす」

　カジュアルな長袖のピンクのニットワンピースにレギンスを合わせて、鏡で確認してからバッグを持つと、私は千波くんの元へ急いだ。

　私のコートを手にして、千波くんは玄関で待っていた。

　これから、羽田空港から新千歳空港に向かい、そこからレンタカーで朝倉ニセコホテルへ移動する。

　クリスマスのときはバス移動だったな～なんて、空港へと向かう車の中で思い出していた。

　卒業旅行に思い出の土地に行こうと考えるなんて、千波くんはロマンチスト。もともとこの旅行は千波くんが提案してくれたもの。

　一緒に住んでからというもの、今まで見えなかった彼の優しさをさらにたくさん知った。

　郁斗みたいに好き勝手に話すことはしない。兄弟なのに全然性格が違うけれど、優しいところはふたりとも同じ。

　郁斗はぶっきらぼうな優しさだけど、千波くんは紳士的な優しさ。歯の浮くようなことを平気で口にしたりするし。

　一緒に住むようになって、最初は気を遣ってくれているのかな？と思ったけど、今でも変わらない優しさで私を包んでくれる。




　ニセコの朝倉ホテルに着いて、お腹が空いてきた私は夕食を千波くんに相談した。

「千波くん、クリスマスに食事したレストランで食べたいな」

「……明日にしないか？　今日はルームサービスを頼んで日菜とゆっくりしたい」

　千波くんはそう言うと、腕の中に私を閉じ込めて、啄むようなキスを落とした。




「おはよう。日菜、起きて」

　頬にキスを受けた私は、眩まぶしさに目をこすりながら目を開けた。

　厚手のカーテンが開けられていて、太陽の光が眩しい。

「……もうちょっと……」

　まだ眠くて、温かい布団の中へ顔を隠す。

「日菜、もう八時だよ。今日はやることがあるんだ」

　ベッドの端に座った千波くんに、髪を撫でられる。

「……やること？」

　なんだろうと、ぼーっとした頭で考える。

「ホテルでウエディングフェアをやっているから、今後のためにウエディングドレスを着てみないか？」

「ウエディングドレス!?」

　確かにまだ結婚式を挙げていないから、ウエディングドレスにはかなりの憧れがあり、試着してみたいと思った。

「千波くんもタキシード着られるの？」

「そうらしい。本番のために一緒に写真を撮ろうか」

　ここは小さな教会もある。小さいけれどロマンティックな可愛い教会。

　いろいろ想像したら、なんだかにやけてしまった。




　会場に行ってみると、たくさんの中からドレスを選ぶのかと思いきや、一着しか、かけられていない。

　ウエディングフェアなのにドレスが選べないなんてつまらないと思ったけれど、そのプリンセスのようなドレスは私の好みにぴったりだった。

　あまりにも豪華すぎて、着るのが申し訳ない気持ちになる。

「そんなに念入りにお化粧までするんですか？」

　鏡に向かって丁寧にお化粧を施されていく私の顔。

「せっかくのドレスですから。お写真もお撮りになるとお聞きしていますよ」

　お遊びだから適当でいいですよ、と言おうとしたとき、鏡の中に千波くんの姿を見つけた。

　黒のタキシードを着た千波くんを見て、一瞬呆ほうけてしまう。

　カッコよすぎ……。

　いつもは無造作に垂らしている前髪は、ワックスで後ろに流されている。

　鏡の中で目が合って、千波くんは口元に笑みを浮かべている。

　見慣れているはずの千波くんのその顔に、胸がきゅんと痛くなった。

「花嫁様は、とても可愛らしい方ですわね」

　長いブラウンの髪の毛は美しく結い上げられる。

「千波くん……」

　私はだんだん戸惑いを感じ始めていた。フェアだというのに、本格的な支度。ティアラの箱には、有名な宝石店の名前が入っていた。ヘアメイクさんが白い手袋をしてティアラを取りだしベールを留める。

　単なるフェアに本物の宝石を使うのかな？

　首元を飾っている、ダイヤがたくさんついたネックレスも、同じ宝石店のもので本物らしい。

「キレイだよ、日菜。俺にはもったいないくらいだ」

　ヘアメイクさんがいる前で、平気で甘い言葉を並べる千波くんだけど、私はこの状況に困惑して照れるどころじゃない。

「こんなにしてもらっちゃって、いいのかな？　結婚式を挙げるときはここで挙げないと申し訳ないね」

「そうだね」

　千波くんは楽しそうに笑った。

「写真は教会で撮るから、そろそろ行こうか」

「うん」

　千波くんにエスコートされてホテルのロビーを歩いているとき、スタッフに拍手され驚いた。

　な、なんで……拍手……？

　どうしていいのかわからなくなって、千波くんを見上げる。

「恥ずかしい……」

「ニッコリ微笑んでいればいいよ」

　千波くんに励まされるように微笑まれると、まるで本物の結婚式のような錯覚に陥りそうだった。

　教会に近づくと、パイプオルガンの透き通るような美しい音色が聴こえてきた。

「パイプオルガンの音……キレイ」

　ふと教会の入口のほうを見てみると、階段の上に人が立っていた。

「えっ!?　お父さん……？」

　お父さんが……どうして？

　モーニングに正装し、白いバラのブーケを手にしたお父さんをポカンとしながら見て、隣の千波くんを仰ぎ見る。

「日菜、実は今日は本物の結婚式なんだ」

「本物の……結婚……式……」

　私は頭の中が真っ白になりかけた。

「日菜？　大丈夫かい？」

「千波くん……お、驚いちゃって……どうしよう……心の準備が……」

　心臓がドキドキと暴れ始めて、足を一歩前に踏みだせるかもわからないほど、膝が震えてきた。とってもうれしいけれど、心の準備ができてなくて戸惑う。

「いつものように、笑顔でいてくれればいい」

　千波くんの優しい笑顔に励まされて、私はようやく微笑んだ。

　引きつった笑顔になっていないかな……。

「千波くん……」

「歩けなければ抱いていくけど？」

　彼は余裕の表情で、緊張している私をからかう。

　本当に抱き上げられそうで、私は大きく首を横に振った。

「行こうか」

　千波くんは優しく微笑むと、私の手をお父さんの腕にかけさせた。

「おめでとう、日菜。とてもキレイだよ」

　階段を上がってきた私に、お父さんが祝福の言葉をかける。

「お父さん……」

　お父さんの笑顔を見て、涙が出そうになった。涙でぐちゃぐちゃの新婦になるわけにはいかないからどうにか堪えて、お父さんと一歩ずつ歩き始めた。

　それからは夢のような出来事だった。

　お父さんの腕に掴まって、開かれた扉を抜けると、まず目に入ったのは愛ちゃんと梨絵ちゃん。

　お母さんや萌、郁斗や千波くんのご両親を目にして、堪えていた涙が溢れた。

　そして、にこやかな笑顔を浮かべた夏葉さんとあやめさんの姿もあった。

　すべては千波くんの計画で、なにも知らなかった私は喜んだり、戸惑ったり……落ち着いてくると腹が立ってきたり……。

　でも、こんなサプライズもすごくうれしいと思った。

　私も鈍感だったな。おかしいなと思ったことは何回もあったのに気づかなかった。

　昨日、食事をレストランでしたいと言ったときのこと……千波くんはルームサービスを勧めた。あれは部屋を出てみんなに会ってしまう危険を避けるためだったんだ。

　卒業式のあと、みんながすぐにいなくなったのも、飛行機を同じ便にしないため。すべてが私に内緒で進められた、サプライズウエディングだった。

　それはすごく幸せな結婚式。

　私の理想の結婚式を千波くんが作ってくれた。

　真紅のバージンロードをお父さんと歩き、そして千波くんの元へ。

　必要以上に長い誓いのキスに、まわりからの冷やかす声が、キスでぼーっとなっている私の耳にも聞こえてくる。

「千波くん、ありがとう」

「どうしたの？　改まって」

「ううん、なんでもない」

　私は千波くんにギュッと抱きついた。

　ありがとう、千波くん。私を幸せにしてくれる唯一の人。

　私たちの小指には、運命の赤い糸が結ばれていたんだね。

　秘密の契約から始まった私たちの関係は、今、ようやく本物の恋になった。







特別書き下ろし番外編













　新婚旅行はハワイ。ずっと忙しかったから、『ゆっくりできる旅行先がいいね』って千波くんと話した場所。

　思った通りステキな時間が過ごせて、正直帰りたくなかった。

　常夏の気候に気持ちがのんびりして、ふたりで夕日が沈んでいく海を眺めたり、プールやショッピングを楽しんだりしたハネムーン。

　でも楽しい時間は永遠には続かず、今日私たちは帰国の途に。

　スーツケースを運んでくれた千波くんのあとから自宅のリビングに入って、私はぐったりとソファに腰を下ろした。

「疲れただろう？　もうベッドで休んだほうがいいよ」

　時刻は二十一時を回っている。機内であまり眠れなかったから、千波くんの言う通り疲れている。

「うん……あ！　パンがないんだった！」

　明日の朝食用のパンを途中で買ってくるのを忘れていて、ソファに座っていた私は即座に立ち上がった。

　千波くんは明日から仕事だから、ちゃんと朝食をとってもらいたい。

「明日はいいよ。途中で食べるから」

「ダメだよ。ちゃんとしたいの。買ってくるね」

「それなら俺が行くから」

　バッグを手にした私を制して、千波くんは玄関に向かう。

「じゃあ、一緒に行くっ！」

　千波くんに腕を絡めてニッコリ笑うと、仕方ないなという笑みが降ってきた。




　――ジリリリリリ……。

　目覚ましの音にハッと目が覚めて隣を見ると、寝ているはずの千波くんの姿がなかった。

　えっ!?

　慌てて身体を起こしたら、千波くんの枕にメモが置かれているのが目に入った。

【ぐっすり眠っているから起こさなかったよ。ゆっくり休んで】

　今、何時っ？

　目覚まし時計を見ると、十時。

　やっちゃった！　千波くん、目覚ましを十時に設定していくなんてっ。

　自己嫌悪でガクッとうなだれた私の口から、ため息が漏れる。

「朝食作るって言ったのに、あ～もうっ！　バカバカッ！　……あっ！　早く洗濯しなきゃ」

　旅行で溜まってしまった洗濯物。早く干さなければ乾かない。

　昨晩、明日の朝にやらなければならないことをいろいろ考えながら眠ったのに……。

　自分の頭を数回叩いて、ベッドから下りた。




　旅行から帰った次の日はやることが多い。

　ふたりで一緒に住み始めたばかりの頃は、家事をやったことがないから失敗続きだった。ご飯は炊飯器が炊いてくれるし、多少の柔らかさや硬さはご愛嬌で、千波くんは笑いながら食べてくれる。

　問題なのはおかず。揚げ物ならできるけれど、毎日食べるわけにはいかない。簡単な煮込み料理をローテーションにするのも申し訳ないから、煮物を作ろうとがんばっていたけれど、味はいまいちでおいしいとは言えなかった。

　お母さんも私がごく簡単な料理しかできないのを知っているから、ときどき邦子さんが作ってくれたおかずを持ってきて助けてくれていた。

　洗濯も時間がたっぷりかかってしまうし、唯一満足にできることといったら掃除ぐらい。一緒に暮らし始めて三ヵ月経っているのにこれでは、千波くんの奥さんとして失格のような気がしていた。

　それでも最近ようやく、時間はかかるけれど家事全般がそこそこできるようになって、『さあ、新婚旅行も終えて今日からは、立派な千波くんの奥さん！』と思っていたのにな……。

　大学生になったら忙しくなって、またしばらく奥さんとしての務めを完璧にはできないかもしれないから、できるときにしっかりやっておきたい。

　気を取り直し、生活のリズムを作って主婦業をがんばらないと、と私は気合いを入れた。




「おかえりなさいっ！」

「ただいま」

　玄関で仕事から帰ってきた千波くんに抱きつかんばかりに近づくと、軽く唇にキスが落とされる。

「千波くん、今朝はごめんね。全然気づかなかったの」

「わざと起こさなかったんだから、謝る必要なんてないよ。ダイニングキッチンからいい匂いがしているね」

「うん。すき焼きが食べたいって言ってたから」

　テーブルの上には、電話をくれた千波くんの帰宅時間を見計らって、すき焼きがちょうどでき上がったところ。

「手を洗ってくるよ」

　千波くんは書斎にビジネスバッグを置くと洗面所へ向かい、私は残りの準備を進めた。




　数日後、私と千波くんは桜を鑑賞しに、近くの公園に来ていた。少し肌寒いけれど外で食べよう、とお弁当を持って。

「すごーい。こんなにたくさんの桜、久しぶりに見たよ」

「ちょうど今が見頃だね。日菜の入学式には散り始めているか、かなり散っているかもしれない」

　桜を鑑賞しつつ手を繋いで歩いていると、小さな女の子がよちよちと歩いてきて、あれよあれよという間に千波くんに受け止められた。

　とっさにしゃがんだ千波くんは、小さな身体が転ばないように支えたのだ。

「うちの子がすみません！」

　赤い帽子をかぶった女の子の、お父さんらしき若い男性が飛んできて謝る。

「いえ。可愛いですね」

　千波くんは腕の中の小さな女の子に優しい笑みを向ける。その笑みに、私の心臓がトクンと高鳴る。

「歩くのが楽しいらしく、どこへでも行っちゃいまして……」

「それでは片時も目を離せませんね」

「楓かえで、おいで」

　男性は、千波くんのことをじっと見ている愛娘を呼ぶ。

「や！」

　突然の愛娘の反抗に男性は目を丸くした。千波くんの微笑みは老若男女すべてを惹きつけてしまうから、この女の子も例外じゃないみたい。

　千波くんも弱った顔になり、楓ちゃんにやんわり微笑むと、「お父さんが待っているよ」と諭す。

　お父さんに抱き上げられた楓ちゃんが少々不満そうな顔なのが、ちょっと笑える。

「では、失礼します」

　男性も苦笑いを浮かべながら小さく頭を下げて、去っていった。

「日菜、ベンチに座ろうか」

　まわりに人があまりいないベンチを見つけ、千波くんは私を連れていく。

「子供って可愛いね」

「そうだね。家族を増やそうか？」

　千波くんが真剣な顔でじっと見つめてきて、私はコクッと頷く。子供は好きだし、今みたいな光景を見ると欲しいと思ってしまう。

「日菜、冗談だよ」

　彼はニッコリ笑いながら、私の頭に手をポンと置く。

「……冗談？」

　思わず小首を傾げて千波くんを見てしまう。そう言われてがっかりしたのだ。

「ああ。考えてみたら無理だろう？　日菜はこれから大学生になるんだから」

「あ……」

　確かにそうだった。でも、心の中に小さく膨らんだ希望は、もう大きくなりかけている。

「でも……」

「いいかい？　日菜。俺はまだ日菜をひとり占めしていたい。結婚したばかりなんだから、大学に通いながら好きなことをするといい。子供ができれば友達となかなか出かけられなくなるし、やりたいこともできなくなるからね」

　私の気持ちをくみ取ってか、千波くんは手を重ねながら理由を話してくれた。

　そうだよね。私はまだ十八歳なんだし、大学を卒業するまでふたりの生活を楽しまなきゃ。

「うん。赤ちゃんのいる生活をちょっと想像しちゃっただけ。私もまだ千波くんをひとり占めしていたい」

「万が一できた場合は、何年かかっても日菜が大学での勉強を続けられるように、育児も手伝う覚悟ではいるけどね」

「千波くん、ありがとう」

　千波くんは涼しげな目元を緩ませて笑うと、私の髪にそっと唇を当てた。




　今日は大学の入学式。入学式といえば桜が満開で……というイメージだけど、桜はやっぱり散り始めていた。でも、大学の桜の並木道では、ピンク色の花が舞うのを見ながら新生活にワクワクしていた。

　これから入学式のため、私と愛ちゃんは大学のキャンパスを歩いている。

「千波様が来られなくて残念でしょう？」

「仕事があるから仕方ないよ」

「あれ？　日菜ったら大人になったね？」

　愛ちゃんはおかしそうに笑い、真面目顔の私をからかう。

「それはそうでしょっ？　私は主婦だし」

　自信を持って愛ちゃんよりは大人だと言える……はず？

「そうだね。日菜は私よりたくさんのことを経験しているものね」

　愛ちゃんは少し寂しそうに笑う。以前のように天真爛らん漫まんな笑顔にならないのは、おそらく郁斗のせいだと思う。私たちの結婚式が終わった翌日にブラジルへ行ってしまったから。

「郁斗、がんばっているかな……？」

　私の頭に郁斗がよぎると同時に、愛ちゃんも思い出したみたい。ふと愛ちゃんは空を見上げて、ポツリと呟くように言った。

「サッカーのことしか頭にないんだから、もちろんがんばってるよ」

　郁斗と愛ちゃん、なかなかいい雰囲気だと思ったんだけどな。

「私ね、郁斗に好きって告白したんだよ」

「えっ!?」

　愛ちゃんが告白したとは思ってもみなかった。

　私は驚いて立ち止まってしまい、それに気づいた愛ちゃんは、数歩先を行ってから振り返ってニッコリ笑う。

「でね？　見事玉砕！　本当、サッカーしか頭にないんだよね。ブラジルへ行くから付き合えないって。私の恋は片思いで終わっちゃった」

「そうだったんだ……」

「こうなったらサッカーをがんばってもらって、有名選手になって、日本代表までいってもらわないとね！　そうなったら、昔私が好きだった人だよ、って自慢できるから」

　愛ちゃんは元気よく片手でガッツポーズをする。その途端、肩から下げた大きめの黒いバッグが落ちかけて「ふふっ」と笑って引き上げる。

「そうだね！　きっと郁斗はすごい選手になって戻ってくるよ！」

　千波くんが言っていた。サッカー留学にご両親は渋い反応だったけれど、『行くからにはどんなときも努力は怠らず、結果を出して選手として戻ってくるから』と、郁斗は強い決意で宣言したらしい。

　私もそう信じている。早く日本へ戻ってきて、日本代表選手として活躍してくれることを。

「まだ当分は忘れられないけど。あ！　日菜っ、急がなきゃ！」

　腕時計を見た愛ちゃんは、遅刻しそうだと私を急かす。まだまだ時間はあるから、愛ちゃんの照れ隠しなんだと思う。

　私たちはいつもより歩く速度を速めて、見えてきた講堂へ向かう。

「愛ちゃん、意外と照れ屋さんなんだよね？」

「えっ!?　日菜ほどじゃないよ。ね？　千波様に『おかえりなさい。お食事？　お風呂？　それとも私？』とか言っちゃってるの？」

「も、もう、変なこと言わないでっ！　それよりもう『千波様』は卒業してね？　私のご主人様なんだから」

　私はからかう愛ちゃんに、頬を膨らませてみせる。

「そうだね！　『千波様』は卒業するよ！　『千波さん』って、ちゃんと言えるかわからないけど」

　私たちはまだ女子高生のようにじゃれ合って笑った。

　これからどんな人生が訪れるかは、わからないけれど、幼い頃から好きだった千波くんを一生愛せる自信がある。

　大好きな愛ちゃんにも、ステキな人が現れますように……。

　千波くんを思いながら、愛ちゃんを見つめた。





ＥＮＤ












あとがき




　こんにちは。若菜モモです。このたびは『秘密の契約』をお手に取っていただき、ありがとうございました。

　この本は二〇一一年の五月に発売された単行本『秘密の契約』を文庫化したものです。『秘密の契約』は私の書籍作家としてのデビュー作で、当時の思い出がたくさん詰まった作品でした。書籍化のお話をいただいたときのうれしい気持ちは今でも忘れられません。「あとがきをお願いします」と言われて、どんなことを書けばいいのか悩んだのも覚えています。今でもあとがきを執筆するのは最大に悩むのですが（いつもたいしたことは書いていません。すみません……）。

　あれから四年が経ち、スターツ出版様から九冊目の書籍を出すことができました。これもひとえに私を応援してくださる皆様のおかげです。感謝しています。

　一度出版された本作ですが、文庫化の機会をいただければ、手直ししたいとずっと思っていました。校正さん、編集さんのご協力の元、登場人物たちの魅力がより増すように、そしてちょっぴり大人風味を追加したりと、いろいろ悩みながら手を加えて、ベリーズ文庫として生まれ変わりました。

　今年五月に発売しました『秘密の片思い』と『秘密の契約』が本屋さんで並ぶのがとてもうれしいです。願わくば……ですが、両方読んでいただき、ちょこちょこっとリンクされたお話を楽しんでいただければ幸いです。

　心情を申しますと、オフィスラブの多いベリーズ文庫初の高校生ヒロインに、皆様の反応が恐ろしく、ドキドキしています。皆様に受け入れられますように。




　最後に、この作品にご尽力をいただいたスターツ出版の皆様、三好様、矢郷様、いつもお力添えありがとうございます。イラストレーターのAsino先生。いつも先生の描く男性に心奪われてしまいます。デザインを担当してくださった金子様、この本に携わってくださったすべての皆様、本当にありがとうございました。

　読んでくださる人がいて、若菜モモがいる。日々感謝しながら、これからもステキなお話をお届けできるよう、精いっぱいがんばります。

　これからも『Berry's cafe』、そして『ベリーズ文庫』の発展を祈りつつ、応援してくださる皆様に感謝を込めて。


二〇一五年八月吉日　若わか菜なモモ









本作は二〇一一年五月に小社より単行本『秘密の契約』として刊行されたものに、一部加筆・修正したものです。

特別書き下ろし番外編は本書のために書き下ろされたものです。
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